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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 WebLogic Integration™ を初めて使用する際に必要な基本
情報を提供します。 具体的には、 以下のト ピッ クを取 り上げます。

� 第 1 章 「はじめに」 では、 起動および停止方法など、 WebLogic Integration 
に関する基本的な情報について説明します。

� 第 2 章 「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 では、 個々の設計
ツールおよび管理ツールの起動方法を説明し、 詳細な情報がある参照先を示

します。

� 第 3 章 「WebLogic Integration のカスタマイズ」 では、 標準的なカスタマイ
ズを行う方法について説明します。

� 付録 A 「WebLogic Integration サンプル コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イル」 で

は、 開発者およびシステム管理者向けに、 WebLogic Integration を構成する

リ ソースやアプ リ ケーシ ョ ンのコンフ ィ グレーシ ョ ンおよびデプロイ メ ン ト

に使用するファ イルのサンプルを示します。

� 付録 B 「WebLogic Integration コマンド」 では、 開発者およびシステム管理

者を対象に、 主要な  WebLogic Integration コマンドについて説明します。

対象読者

このマニュアルは主に、 BEA WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの評価、 デプ

ロイ メ ン ト 、 および管理を担当する開発者およびシステム管理者を対象と してい

ます。

WebLogic Server の管理、 および J2EE アプ リ ケーシ ョ ンの開発原理に読者が精

通している こ と を前提と して書かれています。 このマニュアルに進む前に、

『WebLogic Integration 入門』 を一読される こ と をお勧めします。
WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ vii



e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで入手できます。

BEA のホーム  ページで [ 製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または

「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ

（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから

このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ トで入手できます。 WebLogic 
IntegrationPDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一

部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic 
Integration ドキュ メ ン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク し

て、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト

（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

サポート情報

BEA WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ ク

は弊社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送 り ください。 寄せられた意見については、

WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者

が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用の WebLogic Integration の リ リースをお書

き添え ください。
viii WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ



本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、BEA 
WebSupport (websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サポート

までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品

パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ

らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ ix



表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr
x WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ



すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ xi
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1 はじめに

企業内部および企業全体にまたがって、 BEA WebLogic Integration は、
WebLogic Server のコア インフラス ト ラ クチャ と機能を拡張し、 これらのアプリ
ケーシ ョ ンやビジネス  プロセスの開発、 デプロイ、 および統合を実現する完全
なソ リ ューシ ョ ンを提供します。

この章では、 WebLogic Integration を初めて使用する際に必要な情報を提供しま
す。 こ こでは、 WebLogic Server ド メ インのコンフ ィ グレーシ ョ ンを行い、
WebLogic Integration リ ソースをデプロイする方法について説明します。 また、
コンポーネン ト とパスワードの概要を説明し、 サンプル ド メ インやカスタム  ド
メ インで WebLogic Integration を起動する方法を示します。

各節の内容は以下のとおりです。

� WebLogic Server ド メ イン

� WebLogic Integration サンプル ド メ イン

� WebLogic Integration コンフ ィ グレーシ ョ ン  テンプレート

� 管理および設計ツール

� WebLogic Integration リポジ ト リについて

� WebLogic Integration ユーザおよびパスワード

� ド メ イン  コンフ ィグレーシ ョ ンの要件

� サンプル ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン と起動

� WebLogic Integration の起動

� WebLogic Integration の終了

� 次のステップ
WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ 1-1



1 はじめに
WebLogic Server ド メイン

WebLogic Server ド メ インは、 1 つの単位と して管理される  WebLogic Server リ
ソースの集ま りです。 ド メ インには、 1 つまたは複数の WebLogic Server インス
タンス と、 場合によっては WebLogic Server ク ラスタが含まれます。

WebLogic Integration は、 EJB、 Web アプリ ケーシ ョ ン、 JDBC 接続プールなど
のアプリ ケーシ ョ ンと リ ソースの集ま りで、 包括的な E ビジネス ソ リ ューシ ョ
ンを開発するための統一プラ ッ ト フォームを提供するためにド メ インにデプロイ

されます。

各 WebLogic Server ド メ インには、 管理サーバが 1 つあ り ます。 ド メ イン内の他
の WebLogic Server インスタンスは、 管理されるサーバ （管理対象サーバ） で

す。 管理対象サーバをク ラスタ構成にする と、 一連のサーバにリ ソースをデプロ

イするタスクを簡素化できます。 ド メ イン全体のコンフ ィ グレーシ ョ ンは、 管理

サーバ上に保持されます。 管理対象サーバは、 起動時に管理サーバからコンフ ィ

グレーシ ョ ンを取得します。

ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンは、 XML （eXtensible Markup Language） で定
義され、 config.xml とい う ファ イルに格納されます。 このファ イルは、 次の
ディ レク ト リに格納されています。

domain/config.xml

ディ レク ト リ名 （すなわち、 domain の値） が、 ド メ イン名にな り ます。 この
ディ レク ト リは、 システムの任意の場所に配置できます。 利便性のために、 管理

サーバの起動および終了に必要なスク リプ トは多くの場合、 config.xml ファ イ
ルと同じ場所にあ り ます。

管理サーバは、 ド メ イン全体の中央管理ポイン トです。 WebLogic Server 
Administration Console は、 管理タスクの実行を簡便化するためのグラフ ィカル 
インタフェースです。 リ ソース  パラ メータ、 サーバ インスタンス、 デプロイ メ
ン トは、 管理サーバで保持されている  config.xml 上に WebLogic Server 
Administration Console を介して定義されます。

WebLogic Server ド メ イン管理の一般情報については、 『BEA WebLogic Server 管
理者ガイ ド 』 の 「WebLogic Server システムの概要」 を参照して ください。

以下の節では、 WebLogic Integration サンプル ド メ インおよび WebLogic 
Integration コンフ ィ グレーシ ョ ン テンプレー トについて説明します。 カスタム 
ド メ インを作成する場合は、 このコンフ ィ グレーシ ョ ン  テンプレート を、 BEA 
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コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードで使用できます。 また、 サンプル ド メ インを
使用して、 サンプル アプリ ケーシ ョ ンを通じて示される機能と特長を体験する
こ とができます。

独自の WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの開発とテス ト を行っていく場合、
最初の段階では、 WebLogic Integration で提供されるコンフ ィ グレーシ ョ ン  テン
プレー トのいずれかを基にしたカスタム  ド メ インを使用する こ と をお勧めしま
す。

WebLogic Integration サンプル ド メイン

サンプル ド メ インでは、 WebLogic Integration サンプル アプリ ケーシ ョ ンを実行
できます。 サンプル ド メ インは、 インス トール時に次に示す一連のタスクのい
ずれかを実行した場合に作成されます。

� 標準インス トールを選択。

� カスタム インス トールを選択し、 インス トール項目の 1 つと して  WebLogic 
Integration サンプルを選んだ。

このサンプル ド メ インでは、 WebLogic Integration の全機能がサポート されま
す。 さ らに、 Web アプリ ケーシ ョ ン、 カスタム JMS キュー、 およびサンプル実
行に必要なその他の リ ソースがコンフ ィ グレーシ ョ ンされます。

WebLogic Integration サンプル ド メ インは次のよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされ
ます。

� ド メ インには、 単一の WebLogic Server インスタンスを含む。 これは、 その
ド メ インの管理サーバになる。

注意 : 管理対象サーバの追加、 およびク ラスタ化環境での WebLogic 
Integration のデプロイについては、 『WebLogic Integration ソ リ ュー
シ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 を参照して ください。

� デフォル ト  リ スン ポートは 7001。

� デフォル トでは、 WebLogic Platform に PointBase データベースがインス
トールされる。

� PointBase データベースは、 サンプル アプリ ケーシ ョ ン用にコンフ ィグレー
シ ョ ンされる。
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� PointBase データベースへの接続に必要な JDBC 接続プールがコンフ ィ グ
レーシ ョ ンされる。

� 互換モードのファ イル ベースのセキュ リ テ ィ  レルム （FileRealm） が、
PointBase データベースを使用するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされる。

サンプル ド メ イン ディ レ ク ト リには、 対象となる ド メ インの  WebLogic 
Integration リ ソースおよびアプリ ケーシ ョ ンのデプロイ と コンフ ィ グレーシ ョ ン
の管理に使用される、 複数のファ イルも配置されます。 それらのファ イルは、 次

のとおりです。

� config.xml ファ イル－ WebLogic Server ド メ イン全体のコンフ ィグレー
シ ョ ンを記述した XML ドキュ メ ン ト。 ド メ インでデプロイ される リ ソース
は、 config.xml ファ イルで決定されます。

� application.xml ファ イル－ WebLogic Integration の J2EE コンポーネン ト
のデプロイ順を決定する  XML ドキュ メ ン ト。

� Start コマンド－ド メ インのサーバを起動するコマンド。 このコマンドは、 プ
ラ ッ ト フォームによって異な り ます。 各ド メ イン  ディ レク ト リには、
startWeblogic.cmd ファ イル （Windows） か startWeblogic ファ イル
（UNIX） のいずれかがあ り ます。

� Stop コマンド－ド メ インのサーバを正常に終了させるコマンド。 このコマン
ドは、 プラ ッ ト フォームによって異なり ます。 各ド メ イン ディ レ ク ト リに
は、 stopWeblogic.cmd ファ イル （Windows） か stopWeblogic ファ イル
（UNIX） のいずれかがあ り ます。

� fileRealm.properties － WebLogic Server の起動時に作成される  User、
Group、 および ACL オブジェ ク ト を格納するファ イル。 互換モードのファ イ
ル ベース  セキュ リ テ ィ  レルム （FileRealm） は、 WebLogic Integration 環境
のデフォル ト  セキュ リテ ィ  レルムです。

以上の各ファ イルの例は、 付録 A 「WebLogic Integration サンプル コンフ ィグ
レーシ ョ ン  ファ イル」 にあ り ます。

WebLogic Integration 環境の設定では、 こ こで説明したコマンド以外のコマンド
も使用します。 これらのコマンドについては、 付録 B 「WebLogic Integration コ
マンド」 で説明します。
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WebLogic Integration コンフ ィ グレーシ ョ ン  テンプレー ト
WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ
ン テンプレート

BEA コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザード （「コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードの
使い方」 を参照） を使用して、 新しい WebLogic Server ド メ インを作成できま
す。 コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードで作成される ド メ インには、 サーバや各
サーバにデプロイ される リ ソース （EJB、 Web アプ リ ケーシ ョ ン、 JDBC 接続
プールなど） が含まれます。 どのよ う なサーバやリ ソースが含まれるかは、 選択

したコンフ ィ グレーシ ョ ン ウ ィザード  テンプレー トやコンフ ィグレーシ ョ ン 
ウ ィザードの質問に対する回答によって異な り ます。

WebLogic Integration を BEA WebLogic Platform の一部と してインス トールする
場合、 次の表に示すコンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザード  テンプレー ト をコンフ ィ
グレーシ ョ ン ウ ィザードで使用できます。

これらのテンプレー トによ り、 最も一般的に使用される  3 つの WebLogic 
Integration 開発環境を構築できます。 これらのテンプレー トのいずれかで作成し
たド メ インは、 ほとんどの場合、 評価、 開発、 およびテス ト の要件を満たすこ と

をができます。

各テンプレートの詳細については、 『Configuration Wizard Template Reference』
を参照して ください。

テンプレートの対象ド メイン コンフ ィグレーションされたド メインで開発するソリューショ

ンで使用する WebLogic Integration の機能

WebLogic Integration (WLI) ド
メ イン

全内容－ Application Integration、 Data Integration、 BPM (Business 
Process Management)、 および B2B Integration

EAI (Enterprise Application 
Integration) ド メ イン

BPM、 Application Integration、 および Data Integration

BPM ド メ イン BPM および Data Integration
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「コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードの使い方」 で説明するよ うに、 コンフ ィグ
レーシ ョ ン  ウ ィザードを使用してサーバに保存する ド メ イン コンフ ィグレー
シ ョ ンを設定する際に、 ド メ イン名 （domain） の割 り当てと  domain ディ レク ト
リのインス トール先の指定を求められます。 サーバが必要とするファ イルは、

domain ディ レク ト リの下の指定した位置にインス トールされます。

たとえば、 デフォル ト位置 （BEA_HOME/user_projects） を使用する場合、 管

理サーバが必要とする各ファ イルは、 次のディ レク ト リにインス トールされま

す。

BEA_HOME/user_projects/domain

このマニュアルでは、 ド メ インのルートへの絶対パスを示すために、

DOMAIN_HOME を使用します。

WebLogic Integration ド メ イン テンプレートのいずれかを使用して作成したド メ
インの管理サーバは、 WebLogic Integration サンプル ド メ インの場合と同様に、
次のファ イルを必要と します。

� config.xml ファ イル－ WebLogic Server ド メ イン全体のコンフ ィグレー
シ ョ ンを記述した XML ドキュ メ ン ト。 管理サーバ、 管理対象サーバ、 サー
バ ク ラスタ、 および各サーバにデプロイ される リ ソースのコンフ ィ グレー
シ ョ ンは、 管理サーバの DOMAIN_HOME ディ レ ク ト リに配置される  
config.xml ファ イルで管理されます。

� Start コマンド－ド メ インの管理サーバを起動するコマンド。 このコマンド
は、 プラ ッ ト フォームによって異な り ます。 DOMAIN_HOME ディ レク ト リに
は、 startWeblogic.cmd ファ イル （Windows） か startWeblogic ファ イル
（UNIX） のいずれかがあ り ます。

� Stop コマンド－ド メ インの管理サーバを正常に終了させるコマンド。 このコ
マンドは、 プラ ッ ト フォームによって異な り ます。 DOMAIN_HOME ディ レ ク ト
リには、 stopWeblogic.cmd ファ イル （Windows） か stopWeblogic ファ イ
ル （UNIX） のいずれかがあ り ます。

� fileRealm.properties － WebLogic Server の起動時に作成される  User、
Group、 および ACL オブジェ ク ト を格納するファ イル。 ファ イル レルムは、
WebLogic Server 環境でのデフォル ト  セキュ リ テ ィ  レルムにな り ます。

以上の各ファ イルの例は、 付録 A 「WebLogic Integration サンプル コンフ ィグ
レーシ ョ ン  ファ イル」 にあ り ます。
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管理および設計ツール
ド メ インを作成するために選択したテンプレー トによっては、 別のコマンドが含

まれるこ とがあ り ます。 各テンプレー トによ り インス トールされるファ イルおよ

びコマンドの説明については、 『Configuration Wizard Template Reference』 を参
照して ください。 使用できる  WebLogic Integration コマンドについては、 付録 B
「WebLogic Integration コマンド」 を参照して ください。

WebLogic Integration を十分に理解した段階で、 3-23 ページの 「新規ド メ インの

作成とカスタマイズ」 の説明に従って、 コンフ ィ グレーシ ョ ン ウ ィザードで作成
したド メ インをカスタマイズできます。

管理および設計ツール

『WebLogic Integration 入門』 で説明したとおり、 WebLogic Integration には、 以
下の設計および管理ツールがあ り ます。

� WebLogic Server Administration Console
WebLogic Server Administration Console は、 WebLogic Server でデプロイ さ
れる  WebLogic Integration リ ソース （アプ リ ケーシ ョ ン、 EJB、 サービスな
ど） の管理に使用します。

� Application View Console
アプ リ ケーシ ョ ン ビューは、 WebLogic Integration ADK （Adapter 
Development Kit） で構築されたアダプタの技術的な実装と、 対象となるアプ
リ ケーシ ョ ンのビジネス  データおよび機能の間の抽象化の重要なレイヤを提
供します。 Application View Console では、 アダプタ  リ ソースへのアクセス
および制御が可能にな り ます。

� WebLogic Integration Studio
Studio は、 プロセスのビジネス  ルールを実装するのに必要なアクシ ョ ン （タ
ス ク、 イベン ト 、 決定） の定義を容易にするこ とで、 プロセス  モデリ ングを
簡略化するグラフ ィカル インタフェースです。 アクシ ョ ンには、 アプ リ ケー
シ ョ ンの呼び出し、 ユーザとのやり取り、 データ形式の変換、 XML メ ッ
セージの送受信、 電子メールの送信などがあ り ます。 Studio では、 フロー
チャー トでド ラ ッグ アンド  ド ロ ップを使用し、 アクシ ョ ンをワークフロー
に組み込むこ とができます。

� WebLogic Integration Worklist
Worklist は、 プロセス  エンジンと共に機能するグラフ ィ カル アプ リ ケー
シ ョ ンです。 それぞれのユーザに対して、 アクシ ョ ンが必要なワークフロー
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を通知します。 Worklist を使用する と、 ワークフロー開発者は、 ユーザ ト ラ
ンザクシ ョ ンを簡単にワークフローに組み込むこ とができるよ うにな り ま

す。

注意 : Worklist ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 この リ リースの WebLogic 
Integration からは非推奨にな り ます。 Worklist に代わる機能の詳細につ
いては、 『WebLogic Integration リ リース ノート 』 を参照して ください。

� WebLogic Integration Format Builder
データ変換は、 エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ン統合ソ リ ューシ ョ ンで非
常に重要な役割を果たします。 XML は、 アプ リ ケーシ ョ ン間での情報のや
り取りにおいて標準にな りつつあ り ます。 Format Builder アプ リ ケーシ ョ ン
は、 ユーザの組織で使用されているバイナ リ  データの内容と構造を記述する
メ ッセージ フォーマッ ト言語 （MFL） ファ イル （メ ッセージ フォーマッ ト ）
作成ツールです。 これらのメ ッセージ フォーマッ トは、 Data Integration プラ
グインと組み合わせて、 WebLogic Integration プロセス  エンジンでバイナ リ  
データ と  XML のやり取り をするのに使用されます。

� WebLogic Integration B2B Console
B2B Console は、 ト レーディ ング エクスチェンジ、 サプラ イ  チェーン管理、
および協調的商取引アプリ ケーシ ョ ンに必要な要素を定義、 エクスポー ト 、

またはインポートできるよ うにするグラフ ィカル ツールです。 また、 B2B 
エンジンを起動および停止する場合や、 現在アクテ ィブなやり取りで B2B 
エンジン、 ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ン、 配信チャネルなどをモニ
タする場合にも  B2B Console を使用します。

第 2 章 「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 では、 以下について説
明します。

� 各ツールの起動手順

� 各ツールを使用するのに必要な情報のリ ファレンス
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WebLogic Integration リポジト リについて

WebLogic Integration リポジ ト リは、WebLogic Integration によって要求される情
報を保持するデータベースです。 以下に、 リポジ ト リ を構成するテーブルを示し

ます。

ド メ インの リ ポジ ト リの初期化で必要な情報については、 1-11 ページの 「ド メ

イン コンフ ィグレーシ ョ ンの要件」 を参照して ください。

WebLogic Integration ユーザおよびパス
ワード

デフォル トのユーザとパスワードは、 次の  2 つのド メ インでコンフ ィグレーシ ョ
ンされます。

� サンプル ド メ イン （1-3 ページの 「WebLogic Integration サンプル ド メ イン」 
を参照）

表 1-1  WebLogic Integration リポジト リ  テーブル

テーブルのセッ ト 内容

コモン テーブル
（別名 XML リポジ ト リ ）

XML、 DTD、 XLST スタ イル シート、 および WebLogic 
Integration で使用するその他のエンテ ィテ ィ

ワークフロー テーブル 静的ワークフローおよび動的実行時情報

JMS キュー テーブル メ ッセージの状態 （動的）

B2B コンフ ィグレーシ ョ ン  テー
ブル

B2B 統合をサポー トするのに必要な静的コンフ ィグレーシ ョ ン情

報。 これらのテーブルに格納されるデータの詳細については、

『B2B Integration 管理ガイ ド』 の 「 リポジ ト リの操作」 を参照。

永続性テーブル 永続性の状態 （動的）
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� いずれかのテンプレートで作成されたド メ イン （1-5 ページの 「WebLogic 
Integration コンフ ィ グレーシ ョ ン テンプレー ト 」 を参照）。

表 1-2 に、 これらのド メ インのユーザとパスワードを示します。

システム セキュ リ テ ィを最大限に発揮するために、 3-56 ページの 「パスワード

の更新」 の説明に従ってデフォル ト  パスワードを変更できます。

表 1-2  デフォルトのユーザ名とパスワード

ユーザ名 パスワード 説明 更新に関する考慮事項

サンプル ド メ イン
の場合－ system

コンフ ィグレー

シ ョ ン  ウ ィザード

を使用してド メ イ

ンを作成する と

き、 サーバのユー

ザ名を指定するよ

う求められる。

サンプル ド メ イン
の場合－ 
security

コンフ ィグレー

シ ョ ン  ウ ィザード

を使用してド メ イ

ンを作成する と

き、 サーバのパス

ワードを指定する

よ う求められる。

以下の操作に使用するログ

イン。

� WebLogic Server の起動

� WebLogic Server 
Administration Console 
へのアクセス

� B2B Console へのアクセ
ス

� Application View 
Console へのアクセス

WebLogic Server 
Administration Console でこ
のパスワードを更新。

wlisystem wlisystem B2B エンジンおよびプロセ
ス  エンジンで使用する内部
ログイン。

警告 : このパスワードは、

B2B Console で更新する必
要があ り ます。 WebLogic 
Server Administration 
Console を使用しないでくだ
さい。

admin security WebLogic Integration Studio、
Worklist、 および Format 
Builder ク ラ イアン トからプ

ロセス  エンジンまたは 
XML リ ポジ ト リ にログオン

および接続する際に使用す

るデフォル ト  BPM ログイ
ン。

Studio からユーザ名を更新
（追加または削除）。

WebLogic Server 
Administration Console で既
存のパスワードを更新。

mary password

joe password
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ド メ イン  コンフ ィ グレーシ ョ ンの要件
コンフ ィグレーシ ョ ン テンプレー トのいずれかを基にしてド メ インを作成する
場合は、デフォル ト の FileRealm セキュ リテ ィ  レルムがコンフ ィグレーシ ョ ンさ
れます。 fileRealm.properties ファ イルは、 このセキュ リ テ ィ  レルムの初期
コンフ ィグレーシ ョ ンを反映します。 既存の FileRealm に加えて、 BPM セキュ
リテ ィをサポートするためにデフォル トの  RDBMSRealm も使用可能です。
BPM セキュ リ テ ィ  モデルの詳細、 RDBMSRealm の有効化または代替 BPM セ
キュ リテ ィ  レルムの設定の手順については、 3-48 ページの 「BPM セキュ リ テ ィ  
モデルについて」 を参照して ください。

WebLogic Integration B2B 機能に関連したセキュ リ テ ィの問題については、『B2B 
Integration セキュ リ テ ィの実装』 で説明します。

ド メイン コンフ ィグレーショ ンの要件

次のデータベース  コンフ ィグレーシ ョ ン タスクを、任意のWebLogic Integration 
ド メ インで実行する必要があ り ます。

� ド メ インのデータベース  アクセス情報を定義する。

config.xml ファ イルには、 JDBC 接続プールへの接続に使用される ド メ イ
ン コンフ ィグレーシ ョ ン情報が記載されています。 コンフ ィグレーシ ョ ン 
ウ ィザードを使用してド メ インを作成した後、 WebLogic Integration データ
ベース  ウ ィザードが起動します。 このウ ィザードで、 データベース  コン
フ ィグレーシ ョ ン情報を設定します。 詳細については、 次の 「ド メ インに対

するデータベースのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

WebLogic Integration サンプル ド メ イン、 およびコンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィ
ザードで作成された新規ド メ インでは、 JDBC 接続プールは、 デフォル トの 
PointBase データベースを使用するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされます。

警告 : ド メ インの config.xml ファ イルのデータベース  コンフ ィグレーシ ョ
ン情報を直接更新しないでください。 config.xml ファ イルは、
setDBVars ファ イルおよび setDBVarsExt ファ イルのデータベース  
コンフ ィグレーシ ョ ン情報を使用して更新されます。 これらのファ イ

ルは、 DOMAIN_HOME\dbinfo\database_type ディ レク ト リに配置さ
れます。 こ こで DOMAIN_HOME は、 ド メ インのフルパス名 （ド メ イン

の名前を含む）、 database_type は、 データベースの名前 （たとえ

ば、 oracle） を意味します。 switchdb スク リプ トやデータベース  
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1 はじめに
ウ ィザードの [データベースの切り替え ] オプシ ョ ンが実行されてい
る場合、 変更が上書きされる可能性があるので、 config.xml ファ イ
ルを直接変更しないこ と をお勧めします。 データベース  コンフ ィグ
レーシ ョ ン情報は、 データベース  ウ ィザードを使用して更新して く
ださい。 手動で変更を行う必要がある場合は、 setDBVars ファ イルお
よび setDBVarsExt ファ イルを更新してから、 switchdb スク リプ ト
またはデータベース  ウ ィザードの [データベースの切り替え ] オプ
シ ョ ンを実行して、 config.xml ファ イルを再生成して ください。
switchdb コマンドの詳細については、 B-50 ページの 「switchdb」 を
参照して ください。

� ド メ インのデータベース  リポジ ト リ を初期化する。

WebLogic Integration ド メ インでサーバを起動するには、 最初に、
config.xml ファ イルで指定されているデータベースを初期化する必要があ
り ます。 次の表では、 初期化の要件を示します。

表 1-3  データベース初期化の要件

タスク 
ID

データベース 初期化タスク 対象

1 以下の リポジ ト リ  テーブルを作成する。

� コモン テーブル （XML リポジ ト リ と総称される場合もあ
る） － XML、 DTD、 XLST スタイル シート、 および 
WebLogic Integration で使用するその他のエンテ ィテ ィ を
格納するデータベース  テーブルのセッ ト

� ワークフロー テーブル－静的なワークフローおよび動的な
実行時情報を格納するデータベース  テーブル セッ ト
（BPM データベース  スキーマのエンテ ィテ ィの詳細につい
ては、 『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン  プログラ ミ
ング ガイ ド 』 の 「データベース  スキーマ」 を参照）。

WebLogic Integration を
サポートするあらゆる

ド メ イン

2 コモン テーブルに必要なデータ （XML スキーマなど） を入れ
る。

WebLogic Integration を
サポートするあらゆる

ド メ イン
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ド メ イン  コンフ ィ グレーシ ョ ンの要件
データベースの初期化プロセスでは、 次のツールが役立ちます。

� 1-15 ページの 「サンプル ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン と起動」 で説明す
るよ うに、 RunSamples コマンドは、 WebLogic Integration サンプル データ
ベースの初期化に使用します。 このコマンドは、 サンプル データベースの初
期化に必要なすべてのタスク （上記の表の  1 ～ 6 ） を実行します。

� WebLogic Integration データベース  ウ ィザードは、 JDBC 接続プールの更新
またはデータベース  リ ポジ ト リの初期化に使用できます。 詳細については、
次の 「ド メ インに対するデータベースのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して

ください。

3 以下の リポジ ト リ  テーブルを作成する。

� B2B コンフ ィグレーシ ョ ン  テーブル－ B2B 統合の環境を
コンフ ィグレーシ ョ ンするのに必要な静的情報を格納する

データベース  テーブルのセッ ト 。 これらのテーブルに格納
されるデータについては、 『B2B Integration 管理ガイ ド』
の 「 リ ポジ ト リの操作」 を参照。

� 永続性テーブル－永続性の状態を格納するデータベース  
テーブルのセッ ト （動的）。

WebLogic Integration に
よ り提供される  B2B 統
合機能をサポー トする

ド メ イン。

4 WebLogic Integration B2B 機能をサポートするのに必要なシス
テム  データをロードする。 サポート されている各ビジネス  プ
ロ ト コルでは、 以下が必要になる。

� ビジネス  プロ ト コル定義

� システム  ロジッ ク  プラグイン定義のセッ ト

WebLogic Integration 
B2B によ り提供される  
B2B 統合機能をサポー
トする ド メ イン。

5 サンプルで必要なコンフ ィグレーシ ョ ン  データ と ワークフ
ローをロードする。

WebLogic Integration サ
ンプル ド メ イン

6 End-to-End サンプル アプリ ケーシ ョ ンのアプ リケーシ ョ ン 
ビューをコンフ ィグレーシ ョ ンする。

WebLogic Integration サ
ンプル ド メ イン

表 1-3  データベース初期化の要件 (続き )

タスク  
ID

データベース 初期化タスク 対象
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1 はじめに
ド メインに対するデータベースのコンフ ィグレー

ション

WebLogic Integration データベース  ウ ィザードは、データベース  コンフ ィグレー
シ ョ ン タスクの自動化ツールです。 コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードを使用し
て WebLogic Integration ド メ インを作成する と き、 新しいド メ インにそのド メ イ
ン専用のデータベース  ウ ィザードがインス トールされます。 サンプル ド メ イン
をインス トールした場合は、 サンプル ド メ イン専用のデータベース  ウ ィザード

も、 そのド メ インに含まれています。

データベース ウ ィザードには、 以下のオプシ ョ ンがあ り ます。

� [データベースの切り替え ]
このオプシ ョ ンでは、 データベースの種類など、 データベースへのアクセス
に必要な情報を指定する必要があ り ます。 ウ ィザードは、 次の 2 つを更新し
ます。

� ド メ インの config.xml ファ イルの JDBC 接続プール。

� ウ ィザードがデータベースの構築に使用する ド メ イン固有の環境設定。

� [データベースの作成 ]
このオプシ ョ ンでは、 ド メ インで必要なテーブルを作成し、 ド メ インに対応
したデータをロード します。

たとえば、 コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードを使用して B2B 機能サポート

する ド メ インを作成する場合、 そのド メ インにインス トールされる固有の
データベース ウ ィザードは、 このオプシ ョ ンを選択したと き、 タスク  1 ～ 4 
( 表 1-3 を参照 ) を実行します。 たとえば、 コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザー
ドを使用して EAI 機能サポートする ド メ インを作成する場合、 そのド メ イン

にインス トールされる固有のデータベース  ウ ィザードは、 このオプシ ョ ンを

選択したと き、 タスク  1 および 2 を実行します。

また、 このオプシ ョ ンは、 必要なテーブルを作成する前に、 データベース  ア
クセス情報を入力する必要があ り ます。 現在の設定が表示されたら、 この設
定をそのまま受け入れるか、 別のデータベースに対する接続および初期化に
必要な情報を指定できます。 つま り、 このオプシ ョ ンは、 ド メ インのデータ
ベースの切り替えと初期化の両方に使用できます。

注意 : ド メ イン専用のデータベース  ウ ィザードは、 サンプル ド メ インでも
使用できますが、 [データベースの作成 ] オプシ ョ ンは、 サンプル ド
メ インではタスク  5 と  6 を実行しません。サンプル ド メ インを使用す
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サンプル ド メ インのコンフ ィ グレーシ ョ ンと起動
るには、 RunSamples コマンドを実行してサンプル ド メ インでサーバ
を設定および実行する必要があ り ます。 次の 1-15 ページの 「サンプ

ル ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンと起動」 を参照して ください。

新規ド メ インを作成するためにコンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードを使用する際
は、 データベース  ウ ィザードを使用して リ ポジ ト リ を初期化する必要があ り ま

す。 手順については、 3-6 ページの 「データベース  ウ ィザードの使用法」 を参照
して ください。 リポジ ト リ を初期化したら、 1-18 ページの 「WebLogic 
Integration の起動」 の説明に従って、 ド メ インの管理サーバを起動できます。

次の節では、 サンプル ド メ インの設定および起動に必要な情報について説明し
ます。

サンプル ド メインのコンフ ィグレーション
と起動

WebLogic Integration をインス トールしてから、 またはデータベース  ウ ィザード

を使用してサンプル ド メ インを新しいデータベースに切り替えてから初めて  
RunSamples.cmd コマンド （Windows） または RunSamples コマンド （UNIX）
を実行する と、 コマンドは以下のタスクを実行します。

� データベース内に必要な リポジ ト リ  テーブルを作成する。 表 1-3 を参照。

� B2B 統合機能で必要なシステム  データおよびサンプル コンフ ィ グレーシ ョ

ン データをロードする。

� サンプル ド メ インで WebLogic Integration を起動する。

� WebLogic Integration サンプル アプ リ ケーシ ョ ンのアプリ ケーシ ョ ン ビュー
をコンフ ィグレーシ ョ ンする。

� サンプル ワークフローを含むワークフロー パッケージをインポートする。

� デフォル ト  Web ブラウザを起動し、 サンプル起動ページを表示する。

注意 : サンプル起動ページを適切に表示するには、 Web ブラウザは、 2-1 ペー
ジの 「Web ブラウザ コンフ ィ グレーシ ョ ンの要件」 で説明している要件
を満たしている必要があ り ます。
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1 はじめに
以下の各プラ ッ ト フォームに応じた手順を実行して RunSamples コマンドを実行
します。

� Windows の場合

[ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0 ｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Integration Examples｜ Start Server and Launch Examples 
(with dataloader)]

RunSamples コマンドを  Windows システムで実行する場合、 コマンド  ウ ィ
ン ドウが開きます。

� UNIX の場合

a. SAMPLES_HOME/integration/config/samples ディ レ ク ト リに移動しま

す。 こ こで、 SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform サンプル ディ レ ク ト

リ を示します。

b. RunSamples コマンドを実行します。

たとえば、 次のコマンドを入力します。

cd SAMPLES_HOME/integration/samples/bin
. ./RunSamples

Windows プラ ッ ト フォームでも  UNIX プラ ッ ト フォームでも、 コマンドの進行
状況およびメ ッセージが表示されます。 すべてのタスクを完了するには数分かか
る場合もあ り ます。 コマンドが完了する と、 以下のアクシ ョ ンが実行されます。

� コマンド  ウ ィ ン ドウに次のメ ッセージが表示される。

Trailer:
REM
REM
==============================================================
REM The program will stop when the server is shut down
REM WARNING: Killing this command will kill the server too!!!
REM 
======================================================+=======
REM

RunSamples execution successful

� デフォル ト  Web ブラウザが起動し、 サンプル起動ページが表示される。

RunSamples スク リプ トは、 必要に応じてサンプル データベースをコンフ ィ グ
レーシ ョ ンするだけでな く、 サンプル ド メ インで WebLogic Integration を起動し
ます （サーバはバッ クグラウンドで起動されます）。 初めて  RunSamples コマン
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サンプル ド メ インのコンフ ィ グレーシ ョ ンと起動
ドを実行する と、 データベースが正し く コンフ ィグレーシ ョ ンされている場合
は、 サンプル ド メ インでの WebLogic Integration の起動が以下のいずれかの方法
で可能にな り ます。

� 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 通常どおり

に WebLogic Integration を起動する。 サーバが起動する と、 2-4 ページの
「サンプル起動ページの起動」 で説明されているサンプル起動ページが表示さ
れます。

� RunSamples コマンドを再び実行する。

サンプル データベースを適切にコンフ ィグレーシ ョ ンした後に RunSamples 
コマンドを実行する と、 次のメ ッセージが表示されます。

The WebLogic Integration repository has already been created
and populated, possibly from a previous run of this RunSamples
script. Do you want to destroy all the current data in the
repository and create and populate the WebLogic Integration
repository, again?
Y for Yes, N for No

「N」を入力する と、 RunSamples コマンドは、 リポジ ト リの作成およびデー

タ格納手順をスキップして、 サンプル ド メ インで WebLogic Server を起動す
る手順と、 Web ブラウザでサンプル起動ページを表示する手順のみを実行し
ます。

「Y」を入力する と、 RunSamples コマンドは、 リポジ ト リ を再作成し、 デー

タを再び格納します。 次に、 WebLogic Server を起動し、 Web ブラウザでサ
ンプル起動ページを表示します。「Y」を入力した場合、 RunSamples コマン
ドは、 現在リポジ ト リにある全データを破棄し、 リ ポジ ト リにサンプル デー
タを再ロード します。 現在のサンプル データが変更または削除され、 新規ま
たは未変更のサンプル データを リポジ ト リに格納する場合にのみ、「Y」を入

力して ください。

注意 : サーバの実行時にブラウザを終了しても、 2-4 ページの 「サンプル起動

ページの起動」 で説明されている手順でサンプル起動ページを表示でき
ます。
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1 はじめに
WebLogic Integration の起動

1-3 ページの 「WebLogic Integration サンプル ド メ イン」 で説明されているよ う
に、 ド メ インに対して  startWeblogic.cmd コマンド （Windows） または 
startWeblogic コマンド （UNIX） を実行する と、 WebLogic Server が起動し、
ド メ インの config.xml ファ イルで指定した WebLogic Integration アプ リ ケー

シ ョ ンおよびリ ソースがサーバにデプロイ されます。

次の節では、 Windows または UNIX システムで起動コマンドを実行する手順を
示します。

Windows での WebLogic Integration の起動

Windows システムでは、 メニューまたはコマンド  ラ インから  WebLogic 
Integration を起動できます。

注意 : 起動するサーバで使用するものと同じ リ スン  ポート を使用している  
WebLogic Server のインスタンスをすでに実行している場合は、起動コマ
ンドを実行する前に最初のサーバを終了する必要があ り ます。

メニューから WebLogic Integration を起動する場合

メニューで WebLogic Integration を起動するには、 以下のいずれか 1 つを実行し
ます。

� WebLogic Integration サンプル ド メ インでサーバを起動するには、 [ スター ト

｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0 ｜WebLogic Integration 7.0｜
Integration Examples｜ Start Server (only)] を選択します。

注意 : サンプル ド メ インで初めて WebLogic Integration を起動する場合は、
1-15 ページの 「サンプル ド メ インのコンフ ィ グレーシ ョ ン と起動」 の
説明に従って RunSamples コマンドを使用します。

� コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードで作成したド メ インでサーバを起動するに

は、 [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7． 0 ｜ User Projects
｜ domain｜ start Server] を選択します。
1-18 WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ



WebLogic Integration の起動
コマンド  ウ ィン ド ウが開き、 起動メ ッセージが表示されます。 1-21 ページの
「起動完了メ ッセージ」 で説明されている メ ッセージが表示されたら、 起動は正
常に終了したこ とにな り ます。

コマンド  ラインで WebLogic Integration を起動する場合

コマンド  ラ インで WebLogic Integration を起動する手順は次のとおりです。

1. [ スタート｜ファ イル名を指定して実行 ] を選択します。

2. [ 名前 ] テキス ト  ボッ クスで cmd を入力して [OK] をク リ ッ ク します。

3. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードで作成したド メ インでサーバを起動す
るには、 DOMAIN_HOME ディ レク ト リに移動します。

たとえば、 c:\bea\user_projects ディ レク ト リに mydomain を作成し
た場合は、 次のよ うに入力します。

cd \bea\user_projects\mydomain

� WebLogic Integration サンプル ド メ インでサーバを起動するには、
SAMPLES_HOME\integration\config\samples ディ レク ト リに移動しま

す。 こ こで、 SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform サンプル ディ レク ト

リ を意味します。

たとえば、 c:\bea\weblogic700 ディ レ ク ト リに WebLogic Platform をイ
ンス トールした場合は、 次のよ うに入力します。

cd \bea\weblogic700\samples\integration\config\samples

4. 次のよ うに入力してサーバを起動します。

startWeblogic

1-21 ページの 「起動完了メ ッセージ」 で説明されている メ ッセージが表示された
ら、 起動は正常に終了したこ とにな り ます。
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1 はじめに
UNIX での WebLogic Integration の起動

注意 : 起動するサーバで使用するものと同じ リ スン  ポート を使用している  
WebLogic Server のインスタンスをすでに実行している場合は、起動コマ
ンドを実行する前に最初のサーバを終了する必要があ り ます。

UNIX システムで WebLogic Integration を起動する手順は次のとおりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードで作成したド メ インでサーバを起動す

るには、 DOMAIN_HOME ディ レ ク ト リに移動します。

たとえば、 /home/bea/user_projects ディ レク ト リに、 mydomain を作
成する場合、 次のよ うに入力します。

cd /home/bea/user_projects/mydomain

� WebLogic Integration サンプル ド メ インでサーバを起動するには、
SAMPLES_HOME/integration/config/samples ディ レ ク ト リに移動しま

す。 こ こで、 SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform サンプル ディ レ ク ト

リ を意味します。

たとえば、 /home/bea/weblogic700 ディ レク ト リに WebLogic Platform 
をインス トールした場合は、 次のよ うに入力します。

cd /home/bea/weblogic700/samples/integration/config/samples

2. 次のよ うに入力してサーバを起動します。

. ./startWeblogic

注意 : サーバをバッ クグラウンドのタスク と して実行したい場合は、 nohup 
コマンドを使用して、 startWeblogic コマンドが終了あるいはハン
グアップする こ とな く実行されるよ うにします。 たとえば、 次のよ う
に入力します。
nohup startWebLogic &

以下の節で説明されている メ ッセージが表示されたら、 起動は正常に終了したこ
とにな り ます。
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WebLogic Integration の終了
起動完了メ ッセージ

以下のメ ッセージが表示された場合は、 WebLogic Integration は正常に起動して
います。

<Month DD, YYYY hh:mm:ss meridianAbbreviation Timezone>  <Notice>
 <BPM> <000000> <Started WebLogic Integration - BPM Server version 
7.0>

<Month DD, YYYY hh:mm:ss meridianAbbreviation Timezone>  <Notice>
<Management> <141052> <Application Poller started for development 
server.>

<Month DD, YYYY hh:mm:ss meridianAbbreviation Timezone> <Notice>
<WebLogicServer> <000354> <Thread "ListenThread.Default" listening 
on port 7001>

<Month DD, YYYY hh:mm:ss meridianAbbreviation Timezone> <Notice>
<WebLogicServer> <000331> <Started WebLogic Admin Server
"myserver" for domain "samples" running in Development Mode>

<Month DD, YYYY hh:mm:ss meridianAbbreviation Timezone> <Notice>
<WebLogicServer> <000365> <Server state changed to RUNNING>

<Month DD, YYYY hh:mm:ss meridianAbbreviation Timezone>  <Notice>
<WebLogicServer> <000360> <Server started in RUNNING mode>

ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンによっては、 さ らにメ ッセージが表示されるこ
と もあ り ます。

WebLogic Integration を正常に終了するには、 1-22 ページの 「Windows での 
WebLogic Integration の終了」 の説明に従って、 stopWebLogic コマンドを実行し
ます。 コマンド  ウ ィ ン ド ウを閉じた り、 〔Ctrl〕 + 〔C〕 を押した り してサーバを
終了しないでください。

WebLogic Integration の終了

ド メ イン  ディ レク ト リにある  stopWeblogic.cmd コマンド （Windows） または 
stopWeblogic コマンド （UNIX） を実行する と、 WebLogic Integration システム
全体 （WebLogic Server、 およびコンフ ィ グレーシ ョ ン済みド メ インでデプロイ
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1 はじめに
されたすべての WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンおよびリ ソース） を終了

できます。 次の節では、 Windows または UNIX システムで終了コマンドを実行
する手順を示します。

Windows での WebLogic Integration の終了

WebLogic Integration を終了する手順は次のとおりです。

1. [ スター ト｜ファ イル名を指定して実行 ] を選択します。

2. [ 名前 ] テキス ト  ボッ クスで cmd を入力して [OK] をク リ ッ ク します。

3. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードで作成したド メ インでサーバを終了す

るには、 DOMAIN_HOME ディ レ ク ト リに移動します。

たとえば、 c:\bea\user_projects ディ レク ト リに mydomain を作成し
た場合は、 次のよ うに入力します。

cd \bea\user_projects\mydomain

� WebLogic Integration サンプル ド メ インでサーバを終了するには、
SAMPLES_HOME\integration\config\samples ディ レ ク ト リに移動しま

す。 こ こで、 SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform サンプル ディ レ ク ト

リ を意味します。

たとえば、 c:\bea\weblogic700 ディ レク ト リに WebLogic Platform をイ
ンス トールした場合は、 次のよ うに入力します。

cd \bea\weblogic700\samples\integration\config\samples

4. 次のよ うに入力して WebLogic Integration を終了します。

stopWeblogic

シャ ッ ト ダウン メ ッセージが、 図 1-1 のよ うに表示されます。
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WebLogic Integration の終了
図 1-1   シャッ トダウン進行メ ッセージ

UNIX での WebLogic Integration の終了

UNIX システムで WebLogic Integration を終了する手順は次のとおりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードで作成したド メ インでサーバを起動す
るには、 DOMAIN_HOME ディ レク ト リに移動します。

たとえば、 /home/bea/user_projects ディ レ ク ト リに、 mydomain を作
成する場合、 次のよ うに入力します。

cd /home/bea/user_projects/mydomain

� WebLogic Integration サンプル ド メ インでサーバを終了するには、
SAMPLES_HOME/integration/config/samples ディ レク ト リに移動しま

す。

たとえば、 /home/bea/weblogic700 ディ レ ク ト リに WebLogic Platform 
をインス トールした場合は、 次のよ うに入力します。

cd /home/bea/weblogic700/samples/integration/config/samples

2. 次のよ うに入力して  WebLogic Integration を終了します。

. ./stopWeblogic

シャッ ト ダウン  メ ッセージが、 図 1-1 のよ うに表示されます。
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次のステップ

WebLogic Integration 管理ツールおよび設計ツールを起動する方法について学習
するには、 第 2 章 「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 を参照して
ください。

サンプル アプリ ケーシ ョ ンを利用するこ と をお勧めします。 これは、 WebLogic 
Integration で Web アプリ ケーシ ョ ン、 データベース、 エンタープラ イズ情報シ

ステム、 プロセス、 およびビジネス  パートナに接続する方法を学ぶには最良の

方法です。

既に実行中の場合は、 以下の操作をお勧めします。

� 「サンプル ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンと起動」 の説明に従って、 サン
プル ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンする。

� WebLogic Integration のサンプル アプ リ ケーシ ョ ンを実行する。

WebLogic Integration サンプル （サンプル起動ページで 「WLI sample」 と表示さ

れています） では、 既存のシステムの統合、 複雑なビジネス  プロセスの合理化、
ビジネス パートナへの接続を行う ための WebLogic Integration のさまざまな機能
の使用例を示しています。 『WebLogic Integration チュート リ アル』 では、 このサ
ンプルについて手順を追って説明しています。
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2 WebLogic Integration 管理ツール

と設計ツール

この章では、 WebLogic Integration 設計ツールと管理ツールを初めて使用する際
に必要な情報を提供します。 この章の内容は以下のとおりです。

� Web ブラウザ コンフ ィグレーシ ョ ンの要件

� サンプル起動ページの起動

� WebLogic Server Administration Console の起動

� Application View Console の起動

� Studio の起動

� Worklist の起動

� Format Builder の起動

� B2B Console の起動

� B2B Console での B2B エンジンの起動と終了

Web ブラウザ コンフ ィグレーショ ンの要件

WebLogic Integration を使用するには、 Netscape Navigator 4.7 以降または 
Microsoft Internet Explorer 5.x 以降を使用する必要もあ り ます。 さ らに、 ク ッ
キーを受け付けて、 プロキシ サーバを回避するよ うにブラウザをコンフ ィ グ
レーシ ョ ンする必要があ り ます。

注意 : UNIX システムでは、 PATH 変数に実行可能なブラウザ netscape を指定
する必要があ り ます。
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2 WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール
クッキーの受け付け

各ブラウザに対応した手順を実行して、 ク ッキーを受け付けるよ うにブラウザを
コンフ ィグレーシ ョ ンします。

� Netscape Navigator でク ッキーを受け付けるよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンす

る手順は次のとおりです。

a. [ 編集｜プリ ファレンス ] を選択します。

[ プリ ファレンス ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

b. [ カテゴ リ ] リ ス トから  [詳細 ] を選択し、 [詳細 ] オプシ ョ ンを表示しま
す。

c. [ すべてのク ッキー ] オプシ ョ ンを選択します。

� Microsoft Internet Explorer でク ッキーを受け付けるよ うにコンフ ィグレー
シ ョ ンする手順は次のとおりです。

a. [ ツール｜インターネッ ト  オプシ ョ ン ] を選択します。

[ インターネッ ト  オプシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

b. 対応する  Web コンテンツ  ゾーンのセキュ リテ ィ  レベル設定をカスタマイ
ズして、 ク ッキーを有効にします。

プロキシ サーバの回避

プロキシ サーバを使用してインターネッ ト にアクセスするよ うに Web ブラウザ
がコンフ ィ グレーシ ョ ンされている場合、 以下にアクセスする際にプロキシを回
避する必要があ り ます。

� WebLogic Integration サンプル起動ページ

� WebLogic Server Administration Console

� WebLogic Integration Application View Console

� WebLogic Integration B2B Console
2-2 WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ



Web ブラウザ コンフ ィ グレーシ ョ ンの要件
Netscape でのプロキシ サーバの回避

Netscape でのプロキシ サーバの回避

1. [ 編集｜プ リ ファレンス ] を選択し、 [ プリ ファレンス ] ダイアログ ボッ クス
を開きます。

2. [ カテゴ リ ] リ ス ト の [詳細 ] カテゴ リの [+] 記号をク リ ッ ク して拡張しま
す。

3. [ プロキシ ] をク リ ッ ク して [ プロキシ ] オプシ ョ ンを表示します。

4. [ プロキシの手動設定 ] をク リ ッ ク して  [ 表示 ] をク リ ッ ク します。

5. [ 以下で始まる ド メ インにはプロキシ  サーバを使用しない ] の下のフ ィール
ドで、 localhost、 または WebLogic Integration が動作しているシステムの 
IP アド レスを入力します。

Microsoft Internet Explorer でのプロキシ サーバの回避

Microsoft Internet Explorer でプロキシ サーバを回避する手順は次のとおりです。

1. [ ツール｜インターネッ ト  オプシ ョ ン ] を選択し、 [ インターネッ ト  オプシ ョ
ン ] ダイアログ ボッ クスを表示します。

2. [ 接続 ] タブを選択します。

3. タブの下部にある  [LAN の設定 ] ボタンをク リ ッ ク し、 [ ローカル エリ ア 
ネッ ト ワーク  (LAN) の設定 ] ダイアログ ボッ ク スを表示します。

4. [ プロキシ  サーバ ] セクシ ョ ンの [ ローカル アドレスにはプロキシ  サーバを
使用しない ] をオンにします。

5. [OK] をク リ ッ ク して設定を保存し、 [ ローカル エリ ア ネッ ト ワーク  (LAN) 
の設定 ] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

6. [OK] をク リ ッ ク して、 [ インターネッ ト  オプシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クスを
閉じます。
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2 WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール
サンプル起動ページの起動

サンプル起動ページは、 WebLogic Integration で提供されているサンプル アプリ

ケーシ ョ ンの機能を確認するための入口に当た り ます。 サンプル ド メ インで初
めて WebLogic Integration を起動する場合は、 1-15 ページの 「サンプル ド メ イン
のコンフ ィ グレーシ ョ ン と起動」 の説明に従って RunSamples コマンドを実行す
る必要があ り ます。 このコマンドは、 サンプル ド メ インをコンフ ィ グレーシ ョ

ンし、 サーバを起動し、 サンプル起動ページを開きます。

サンプル ド メ インをコンフ ィ グレーシ ョ ンしたら、 いつでもサンプル起動ペー

ジにアクセスできます。 サーバが実行されている場合、 ブラウザでサンプル起動
ページを開く こ と もできますし、 次の手順に従ってシ ョー ト カ ッ ト を使用する こ
と もできます。

サンプル起動ページを開く手順は次のとおりです。

1. まだ実行されていない場合は、 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 
の説明に従って、 サンプル ド メ インで WebLogic Integration を起動します。

2. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� Windows または UNIX システムでは、 Web ブラウザで次の URL を開き
ます。

http://host:7001/index.html

この URL では、 host はサンプル ド メ インのサーバを実行しているシス
テムのコンピュータ名または IP アドレス、 7001 は、 そのサーバ用にコン
フ ィ グレーシ ョ ンされた リ スン ポートです。 サーバが実行されているシ

ステムは特に限定されていません。 ローカル コンピュータで実行されて
いる場合は、 localhost または 127.0.0.1 を指定します。

� Windows システムでは、 サーバがローカル コンピュータで実行されてい
る場合、 [ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0 ｜
WebLogic Integration 7.0 ｜ Integration Examples ｜ Launcher Examples 
(start server first)] の順に選択します。

このシ ョート カ ッ トは、 ローカル システムで実行されているサーバのサ
ンプル起動ページを開きます。

サンプル起動ページは、 次のよ うに Web ブラウザで表示されます。
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サンプル起動ページの起動
図 2-1   WebLogic Integration サンプル起動ページ
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 サンプルの使用方法の学習

次の表に、 サンプル アプリ ケーシ ョ ンについて説明しているマニュアルを示し

ます。

サンプル 参照するマニュアル

WebLogic Integration (WLI) 『WebLogic Integration チュー ト リ アル』

注意 : このサンプルは 本リ リースでは

非推奨となった XOCP プロ ト コ

ルに基づいています。 詳細につ

いては 『 BEA WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト  』 を
参照して ください。

Business Process Management （BPM） 『WebLogic Integration BPM ユーザーズ 

ガイ ド 』 (WebLogic Integration で 
BPM を操作するためのチュー ト リ
アル。

B2B サンプル

� Hello Partner

� Channel Master

� Trading Partner Zeroweight Client

� Messaging API

� RosettaNet 2.0 Security

『B2B Integration サンプルの使い方』

注意 : Hello Partner、 Channel Master
および Messaging API サンプル

は、 本リ リースでは非推奨と

なった XOCP プロ ト コルに基づ

いています。 Trading Partner 
Zeroweight Client サンプルは、

本リ リースでは非推奨となった 
JSP tag library for the Messaging 
API、 B2B ブラウザ ク ラ イアン

トおよび B2B ファ イル共有ク

ラ イアン トに基づいています。

詳細については 『 BEA 
WebLogic Integration リ リース  
ノー ト  』 を参照して ください。

電子データ交換 （EDI） 『WebLogic Integration EDI ユーザズ  ガ
イ ド 』 の 「EDI のサンプル」
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サンプル起動ページの起動
Data Integration サンプル

� サーブレッ ト

� EJB

『Data Integration プラグイン  ユーザーズ 
ガイ ド 』 の 「WebLogic Integration サン

プル アプ リケーシ ョ ンの実行」

サンプル 参照するマニュアル
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2 WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール
WebLogic Server Administration Console 
の起動

WebLogic Server Administration Console を使用する と、 WebLogic Server でデプ
ロイ された  WebLogic Integration リ ソースのコンフ ィグレーシ ョ ンを表示または
変更できます。

WebLogic Server Administration Console を起動する手順は次のとおりです。

1. 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration を起動します。

2. 以下の各プラ ッ ト フォームに応じた手順を実行して WebLogic Server 
Administration Console を起動します。

� Windows または UNIX システムでは、 Web ブラウザで次の URL を開き
ます。

http://host:port/console

この URL では、 host はド メ インの管理サーバを実行しているシステム
のコンピュータ名または IP アドレス、 port は、 そのサーバ用にコンフ ィ
グレーシ ョ ンされた リ スン  ポートです。 サーバが実行されているシステ
ムは特に限定されていません。 ローカル コンピュータで実行されている
場合は、 localhost または 127.0.0.1 を指定します。

たとえば、 管理サーバがローカル コンピュータ上で実行され、 ポート  
7001 でリ スンするよ うにコンフ ィ グレーシ ョ ンされている場合、 次のよ
うに入力します。

http://localhost:7001/console

� Windows システムでは、 管理サーバがローカル コンピュータで実行され
ている場合、 [ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7． 0｜
WebLogic Server 7.0｜ Server Tour and Examples｜ Start Admin Console] 
を選択します。

このシ ョート カッ トは、 ローカル システムで実行されている管理サーバ
のコンソールを起動します。

3. 入力を求められたら、 サーバのユーザ名とパスワードを入力します。
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WebLogic Server Administration Console の起動
注意 : デフォル トのユーザ名とパスワードについては、 1-9 ページの
「WebLogic Integration ユーザおよびパスワード」 を参照して くださ
い。

WebLogic Server Administration Console は、 次のよ うに Web ブラウザに表
示されます。

図 2-2   WebLogic Server Administration Console
 

注意 : すぐにアクセスできるよ うにするために、 WebLogic Server 
Administration Console をブッ クマーク します。
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WebLogic Server Administration Console の使用
方法の学習

WebLogic Server 管理の詳細については、 次の URL の WebLogic Server 7.0 マ
ニュアルを参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/index.html

WebLogic Server Administration Console の詳細は、オンラ イン  ヘルプでも提供さ
れます。 ヘルプについては、 必要に応じてページの右上隅にある疑問符をク リ ッ
ク して ください。

Application View Console の起動

Application View Console を使用する と、 WebLogic Integration Adapter 
Development Kit (ADK) で開発するアダプタのアプリ ケーシ ョ ン  ビューを定義で
きます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューは、 アクテ ィブなド メ インでデプロイ される
アダプタに対してのみ定義できます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを定義する際に、
エンタープライズ アプ リ ケーシ ョ ンに対する  XML ベースのインタフェースを作
成できます。 Application Integration プラグインと共にこのビューを使用し、
Studio でモデリ ングしたワークフローでアプリ ケーシ ョ ンを使用するオペレー
シ ョ ンを含めるこ とができます。

Application View Console を起動する手順は次のとおりです。

1. 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration を起動します。 ビューの定義対象となるアダプタをデプロイする
よ うにド メ インをコンフ ィ グレーシ ョ ンする必要があ り ます。 各タイプのア
ダプタをデプロイする要件の詳細については、 『アダプタの開発』 を参照し
て ください。

注意 : Application View Console は、 ド メ インが Application Integration 機能
をサポートするよ うにコンフ ィ グレーシ ョ ンされている場合のみ使用
できます。

2. 以下の各プラ ッ ト フォームに対応した手順を実行してコンソールを起動しま
す。
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Application View Console の起動
� Windows または UNIX システムでは、 Web ブラウザで次の URL を開き
ます。

http://host:port/wlai

この URL では、 host は WebLogic Integration が実行されているシステム
のコンピュータ名または IP アドレス、 port は、 そのサーバ用にコンフ ィ
グレーシ ョ ンされた リ スン ポートです。 WebLogic Integration が実行され
ているマシンは特に限定されていません。 ローカル コンピュータで実行
されている場合は、 localhost または 127.0.0.1 を指定します。

たとえば、 管理サーバがローカル コンピュータ上で実行され、 ポー ト  
7001 で リ スンするよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされている場合、 次のよ
うに入力します。

http://localhost:7001/wlai

� Windows システムでは、 WebLogic Integration がローカル コンピュータ
で実行されている場合、 [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic 
Platform 7． 0｜WebLogic Integration 7． 0｜ Application View Console] 
の順に選択します。

このシ ョー ト カッ トは、 ローカル システムで実行されているサーバのコ
ンソールを起動します。

3. サーバのユーザ名とパスワードを入力します。 [Login] をク リ ッ ク します。

図 2-3   アプリケーション ビュー ログオン画面

注意 : 1-9 ページの 「WebLogic Integration ユーザおよびパスワード」 を参
照。
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Application View Console のホーム  ページが表示されます。 たとえば、 次の
図は、 サンプル ド メ インの Application View Console の初期ページです。

図 2-4   サンプル ド メインの Application View Console ページ

このページから、 既存のビューにアクセスするか、 デプロイ されたアダプタの新
しいビューを定義できます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビュー名を選択して、 指定したビューの概略が表示される
ページにアクセスします。 たとえば、 次の図は、 WebLogic Integration サンプル
で使用する  WLISAppView アプリ ケーシ ョ ン  ビューの概略ページです。
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Application View Console の起動
図 2-5   WLISAppView アプリケーション ビューの概略ページ

アプリケーション ビューの使用方法の学習

BEA WebLogic Integration ADK で構築されるアダプタを使用する際の詳細につ
いては、 『Application Integration ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。 この
マニュアルでは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー サービス と イベン ト の定義および使
用方法について説明します。
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Studio の起動

WebLogic Integration Studio は、 ワークフローを作成およびモニタするためのプ
ロセス  モデリ ング  ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンです。 studio.cmd コマンド
（Windows） または studio コマンド （UNIX） を実行する と、 WebLogic 
Integration のローカル インスタンスまたはリモート  インスタンスで実行されて
いるプロセス エンジンにログインするよ う要求されます。

以下の節では、 Studio を初めて使用するために必要な情報を提供します。

� Studio の起動手順

� BPM プラグインに関する注意

� Studio の使用方法の学習

Studio の起動手順

Studio を起動する手順は次のとおりです。

1. 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration を起動します。

2. 以下の各プラ ッ ト フォームに対応した手順を実行して Studio を起動します。

� Windows:

[ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7． 0｜WebLogic 
Integration 7． 0｜ Studio] を選択します。

studio.cmd コマンドを実行する と、 コマンド  ウ ィ ンド ウが短い間だけ
表示されます。 しばら く してから、 Studio ウ ィ ンド ウが表示されます。

� UNIX:

WLI_HOME/bin ディ レ ク ト リに移動し、 studio コマンドを実行します。

たとえば、 /home/bea/weblogic700/integration ディ レク ト リに 
WebLogic Integration をインス トールした場合は、 次のよ うに入力しま
す。
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Studio の起動
cd /home/bea/weblogic700/integration/bin
. ./studio

次の図に示すログオン  ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 2-6   Studio ログオン ダイアログ ボックス

3. ユーザ名とパスワードを入力します。 WebLogic Integration プロセス  エンジ
ンに対するユーザ名とパスワードが割り当てられていない場合、 デフォル ト
のユーザ名とパスワードを入力します。 1-9 ページの 「WebLogic Integration 
ユーザおよびパスワード」 を参照。

4. [サーバ URL] フ ィールドで、 WebLogic Integration を実行しているシステム
を次のよ うに指定します。

t3://host:port

こ こで host は、 システムのコンピュータ名または  IP アドレスです。 また、
port は、 サーバ用にコンフ ィグレーシ ョ ンされた リ スン  ポートです。 ロー
カル コンピュータで WebLogic Integration が実行されている場合は、
localhost または 127.0.0.1 を指定します。

5. [OK] をク リ ッ ク します。
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接続する と、 Studio アプ リ ケーシ ョ ン  ウ ィ ンド ウが表示されます。 次の図は、
サンプル ド メ インでプロセス  エンジンに接続されたと きに表示される  Studio ア
プ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ンド ウです。 こ こでは、 Hello Partner サンプルの要求側パー
トナのパブリ ッ ク  ワークフローが選択されています。

図 2-7   Studio で表示されるサンプル ワークフロー
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Studio の起動
BPM プラグインに関する注意

WebLogic Integration プロセス  エンジンと  Studio ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン
の機能は、 組み込み BPM プラグインまたはユーザが開発した  BPM プラグイン
によって拡張できます。 デプロイ されるプラグインは、 アクテ ィブなド メ インの
コンフ ィグレーシ ョ ンによって異な り ます。 次の表では、 WebLogic Integration 
ド メ インでのプラグインのデプロイ メン ト を示します。

現在デプロイ されているプラグインの リ ス ト を表示するには、 [Studio] メニュー
から、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜プラグイン ] を選択します。

カスタム プラグインの開発方法については、 『WebLogic Integration BPM プラグ
イン プログラ ミ ング ガイ ド』 を参照して ください。

表 2-1  ド メイン固有のプラグインのデプロイメント

プラグイン Studio 機能を拡張した結果

可能になること

デプロイするド メイン 

Data Integration Format Builder で開発された
メ ッセージ フォーマッ トでデー
タ変換を実行する。

任意の WebLogic 
Integration ド メ イン

Application 
integration

アプリ ケーシ ョ ン  ビュー サー
ビスおよびイベン ト をワークフ
ローで使用する。

Application Integration 機
能をサポートする任意の 
WebLogic Integration ド
メ イン

B2B Integration ト レーディング  パートナ交換で
使用するためのワークフローを
作成する。

B2B 機能をサポートする
任意の WebLogic 
Integration ド メ イン
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Studio の使用方法の学習

Studio を使用する際の詳細については、 以下のマニュアルで説明します。

Studio を使用する際の詳細については、 以下のオンラ イン ヘルプでも説明しま
す。

学習内容 参照するマニュアル

基礎知識 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ  ガイ
ド 』

『WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド 』
（手順に従って説明するチュート リ アル）

B2B アプ リ ケーシ ョ ンで使用す
るワークフローを作成する方法

『B2B Integration ワークフローの作成』

アプ リ ケーシ ョ ン ビュー サービ
スおよびイベン ト をワークフ
ローで使用する方法

『Application Integration ユーザズ ガイ ド 』 の
「Studio におけるアプ リケーシ ョ ン ビューの使
用」

ワークフロー アクシ ョ ンでデー
タ変換を利用する方法

『Data Integration プラグイン ユーザーズ  ガイ
ド 』

ユーザ独自のプラグインを作成
して機能を拡張する方法

『WebLogic Integration BPM プラグイン  プログ
ラ ミ ング ガイ ド 』

ヘルプの対象 選択 

Studio を使用する際の一般的な情報 [ヘルプ｜ヘルプ ト ピ ッ ク ]

Application Integration プラグイン [ヘルプ｜プラグイン  ヘルプ｜ AI ヘル
プ ]

Data Integration プラグイン [ヘルプ｜プラグイン  ヘルプ｜ DI ヘル
プ ]
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Worklist の起動
注意 : B2B Integration プラグイン用のオンライン  ヘルプは用意されていませ
ん。 B2B Integration プラグインの使用方法の詳細については、 『B2B 
Integration ワークフローの作成』 を参照して ください。

Worklist の起動

Worklist を使用する と、 ユーザの操作が必要なワークフロー タス クに関するシ
ステムからの通知およびユーザからの応答を管理できます。 次の手順では、
Worklist の起動方法を説明します。

注意 : Worklist ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 この リ リースの WebLogic 
Integration からは非推奨にな り ます。 Worklist に代わる機能の詳細につ
いては、 『WebLogic Integration リ リース ノート 』 を参照して ください。

Worklist を起動する手順は次のとおりです。

1. 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration を起動します。

2. 以下の各プラ ッ ト フォームに対応した手順を実行して  Studio を起動します。

� Windows:

[ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜Worklist] を選択します。

worklist.cmd コマンドを実行する と、 コマンド  ウ ィン ド ウが短い間だ
け表示されます。 しばら く してから、 Worklist アプリ ケーシ ョ ン ウ ィ ン
ドウが表示されます。

� UNIX:

WLI_HOME/bin ディ レク ト リに移動し、 worklist コマンドを実行します。

たとえば、 /home/bea/weblogic700/integration ディ レ ク ト リに 
WebLogic Integration をインス トールした場合は、 次のよ うに入力しま
す。

cd /home/bea/weblogic700/integration/bin
. ./worklist
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次の図に示すログオン  ダイアログ ボッ クスが表示されます。

図 2-8   Worklist ログオン ダイアログ ボックス

3. ユーザ名とパスワードを入力します。 WebLogic Integration プロセス  エンジ
ンに対するユーザ名とパスワードが割り当てられていない場合、 デフォル ト
のユーザ名とパスワードを入力します。 1-9 ページの 「WebLogic Integration 
ユーザおよびパスワード」 を参照して ください。

4. [サーバ URL] フ ィールドで、 WebLogic Integration を実行しているシステム
を次のよ うに指定します。

t3://host:port

こ こで host は、 システムのコンピュータ名または IP アドレスです。 また、
port は、 コンフ ィグレーシ ョ ンされた リ スン  ポートです。 ローカル コン
ピュータで WebLogic Integration が実行されている場合は、 localhost また
は 127.0.0.1 を指定します。

たとえば、 サーバがローカル コンピュータ上で実行され、 ポー ト  7001 でリ
スンするよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされている場合、 次のよ うに入力しま
す。

t3://localhost:7001

5. [OK] をク リ ッ ク します。
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Worklist の起動
接続する と、 次の図のよ うに Worklist アプリ ケーシ ョ ン  ウ ィン ド ウが表示され
ます。

図 2-9   Worklist アプリケーション ウィンドウ

Worklist の使用方法の学習

Worklist の使用法を学習するには、 『WebLogic Integration Worklist ユーザーズ ガ
イ ド』 を参照して ください。
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Format Builder の起動

Format Builder を使用する と、 ユーザの組織の他のシステムで使用されているバ
イナ リ  データの内容と構造を記述する  MFL (Message Format Language) ファ イル
（メ ッセージ フォーマッ ト ） を作成できます。 これらのメ ッセージ フォーマッ ト
は、 Data Integration プラグインと組み合わせて、 プロセス  エンジンでバイナリ  
データ と  XML のやり取り をするのに使用されます。 この変換機能は、 システム
との間でデータをやり取りするアクシ ョ ンをワークフローに組み込むタスクを単
純化します。

Format Builder を起動する手順は次のとおりです。

1. 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration を起動します。

2. 以下の各プラ ッ ト フォームに対応した手順を実行して Format Builder を起動
します。

� Windows:

[ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic 
Integration 7.0｜ Format Builder] を選択します。

fb.cmd コマンドを実行する と、 コマンド  ウ ィン ド ウが短い間だけ表示さ
れます。 しばら く してから、 Format Builder アプリ ケーシ ョ ン ウ ィ ン ド
ウが表示されます。

� UNIX:

WLI_HOME/bin ディ レ ク ト リに移動し、 fb コマンドを実行します。

たとえば、 /home/bea/weblogic700/integration ディ レク ト リに 
WebLogic Integration をインス トールした場合は、 次のよ うに入力しま
す。

cd /home/bea/weblogic700/integration/bin
. ./fb

Format Builder アプリ ケーシ ョ ン  ウ ィン ド ウが表示されます。

3. [Repository｜ LogIn] を選択します。

次の図に示すログオン  ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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Format Builder の起動
図 2-10   Format Builder ログイン ダイアログ ボックス

4. ユーザ名とパスワードを入力します。 XML リポジ ト リに対するユーザ名と
パスワードが割り当てられていない場合、 デフォル ト のユーザ名とパスワー
ドを入力します。 1-9 ページの 「WebLogic Integration ユーザおよびパスワー
ド」 を参照。

5. [ サーバ URL] フ ィールドで、 WebLogic Integration を実行しているシステム
を次のよ うに指定します。

t3://host:port

こ こで host は、 システムのコンピュータ名または IP アドレスです。 また、
port は、 サーバ用にコンフ ィグレーシ ョ ンされた リ スン  ポートです。
WebLogic Integration がローカル コンピュータで実行されている場合は、
localhost または 127.0.0.1 を指定します。

たとえば、 サーバがローカル コンピュータ上で実行され、 ポー ト  7001 でリ
スンするよ うにコンフ ィ グレーシ ョ ンされている場合、 次のよ うに入力しま
す。

t3://localhost:7001

6. [接続 ] をク リ ッ ク します。
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接続する と、 アプ リ ケーシ ョ ン ウ ィ ンド ウが表示されます。 新しいメ ッセージ  
フォーマッ ト を作成する こ と もできますし、 既存のフォーマッ ト を検索または修
正するこ と もできます。 たとえば、 XML リポジ ト リから項目を検索するには、
[Repository｜ Retrieve] を選択します。 次の図に示す検索ダイアログ  ボッ クスが
表示されます。

図 2-11   Format Builder の検索ダイアログ ボックス

Format Builder の使用方法の学習

Format Builder の使用法を学習するには、 『WebLogic Integration データ変換』 を
参照して ください。

Format Builder を使用する際の詳細については、 Format Builder 付属のオンラ イ
ン ヘルプでも説明します。 ヘルプを表示するには、 [ヘルプ｜ヘルプ ト ピ ッ ク ] 
を選択します。
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B2B Console の起動

WebLogic Integration B2B Console では、 以下のこ と を行う こ とができます。

� B2B エンジンの設定、 ト レーディ ング  パートナ、 会話の定義、 コラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン ト、 ビジネス  プロ ト コル定義、 およびロジッ ク  プラグ
インのコンフ ィグレーシ ョ ン

� コンフ ィグレーシ ョ ンされた要素のエクスポートおよびインポート

� B2B エンジン、 ト レーディ ング  パートナ セッシ ョ ン、 会話、 コラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン トのモニタ

� B2B エンジンの起動と終了

WebLogic Integration B2B Console を起動する手順は次のとおりです。

1. 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration を起動します。

2. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� Windows または UNIX システムでは、 Web ブラウザで次の URL を開き
ます。

http://host:port/b2bconsole

この URL では、 host は WebLogic Integration が実行されているシステム
のコンピュータ名または IP アドレス、 port は、 そのサーバ用にコンフ ィ
グレーシ ョ ンされた リ スン ポートです。 WebLogic Integration が実行され
ているシステムは特に限定されていません。 ローカル コンピュータで実
行されている場合は、 localhost または 127.0.0.1 を指定します。

たとえば、 管理サーバがローカル コンピュータ上で実行され、 ポー ト  
7001 で リ スンするよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされている場合、 次のよ
うに入力します。

http://localhost:7001/b2bconsole

� Windows システムでは、 WebLogic Integration がローカル コンピュータ
で実行されている場合、 [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic 
Platform 7.0｜WebLogic Integration 7.0｜ B2B Console] の順に選択しま
す。
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このシ ョート カッ トは、 ローカル システムで実行されているサーバのコ
ンソールを起動します。

3. プロンプ トが表示されたら、 サーバのユーザ名とパスワードを入力します。

注意 : デフォル トのユーザ名とパスワードについては、 1-9 ページの
「WebLogic Integration ユーザおよびパスワード」 を参照して くださ
い。

B2B Console は、 次のよ うに Web ブラウザに表示されます。

図 2-12   B2B Console の初期ビュー
 

注意 : すぐにアクセスできるよ うにするために、 B2B Console をブッ クマーク
します。
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B2B Console での B2B エンジンの起動と終了
注意 : ナビゲーシ ョ ン ツ リー （左ペイン） で表示される項目は、 B2B の設定に
よって決ま り ます。 たとえば、 [拡張コンフ ィ グレーシ ョ ン  コン ト ロー
ルを表示 ] オプシ ョ ンが無効になっている場合、 [ ロジッ ク  プラグイン ] 
は表示されません。 B2B の基本設定については、 『B2B Integration 
Administration Console オンライン ヘルプ』 の 「B2B Integration のコン
フ ィグレーシ ョ ン」 の 「[ プリ ファレンス ] の設定」 を参照して くださ
い。

B2B Console の使用方法の学習

WebLogic Integration に付属の B2B Integration 機能のコンフ ィグレーシ ョ ン要件
の概要、 B2B Console ツアー、 B2B リポジ ト リの詳細については、 『B2B 
Integration 管理ガイ ド 』 を参照して ください。

各ページのフ ィールドおよびオプシ ョ ンの説明を含む B2B Console の使用の詳細
は、 オンライン ヘルプで提供されています。 ヘルプについては、 必要に応じて 
B2B Console のページの右上隅にある疑問符をク リ ッ ク して ください。

注意 : オンライン ヘルプの情報は、 『B2B Integration Administration Console オ
ンライン  ヘルプ』 とい うマニュアルでも参照できます。

B2B Console での B2B エンジンの起動と
終了

こ こでは、 B2B Console で B2B エンジンをシャ ッ ト ダウンおよび再起動する手
順について説明します。

B2B Console で B2B エンジンをシャ ッ ト ダウンまたは再起動しても、 影響を受
けるのは B2B エンジンだけです。 B2B Console Web アプリ ケーシ ョ ン自体を内
蔵する  Web サーバも含めて、他の  WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンはすべ
て動作を続けます。
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B2B Console での B2B エンジンの終了

WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンおよびサービスを実行したままで、 B2B 
エンジンをシャ ッ ト ダウンする手順は次のとおりです。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーから  [B2B] を選択して B2B ページを表示します。

2. 次の図のよ うに、 最初に上位レベルの [モニタ ] タブを選択し、 その下の [
一般 ] タブを選択します。

図 2-13   B2B の [ モニタ ] タブの [一般 ] タブ

3. [ このサーバをシャ ッ ト  ダウン ] を選択します。

シャ ッ ト ダウン確認ページが表示されます。
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図 2-14   シャッ トダウン確認ページ

4. 表 2-2 の情報を参照して、 適切なシャ ッ ト ダウン モードを選択し、 B2B エン
ジンをシャ ッ ト ダウンしてもよいかとい う確認メ ッセージが表示されたら、 [
はい ] をク リ ッ ク します。

表 2-2  シャッ トダウン モード

選択肢 説明

[即時 ] すべてのアクテ ィビテ ィを直ちに停止する。

[停止 ] B2B エンジンをシャ ッ ト ダウンし、 ト レーディング 
パートナ セッシ ョ ンのシャ ッ ト ダウンを ト リ ガする。
これによ り、 すべての会話が終了し、 すべてのメ ッ

セージ  キューが削除される。

注意 : B2B エンジンをシャ ッ ト ダウンした後、
BulkLoader ユーテ ィ リ テ ィ または B2B Console 
を使用して、 リポジ ト リ  データをインポート し
たい場合は、 [停止 ] を選択してシャ ッ ト ダウ
ンを行って ください。
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5. B2B エンジンがシャッ ト ダウンされます。 WebLogic Server および他のすべ

ての WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンおよびリ ソースは、 アクテ ィブ

なままです。 B2B Console で B2B エンジンをシャ ッ ト ダウンしたら、 次の手

順に従って再起動できます。

B2B Console での B2B エンジンの再起動

B2B Console で B2B エンジンをシャ ッ ト ダウンした後で再起動する手順は次の

とおりです。

1. 次の図のよ うに、 最初に上位レベルの [ モニタ ] タブを選択し、 その下の [ 一
般 ] タブを選択します。

図 2-15   B2B の [ モニタ ] タブの [一般 ] タブ

2. [ このサーバを起動 ] を選択します。

起動確認ページが表示されます。
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図 2-16   起動確認ページ

3. [ はい ] をク リ ッ ク します。

再起動プロセスには、 数分かかるこ とがあ り ます。 プロセスが完了したら、 [ モ
ニタ ] の [ 一般 ] タブに戻り ます。
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イズ

以下の節では、 WebLogic Integration のデフォル ト  インス トールを変更する方法

について説明します。

� WebLogic Integration コマンド とサポート  ファ イル

� ド メ インに対する新しいデータベースのコンフ ィグレーシ ョ ン

� ド メ インに対するデータベースの初期化

� データベース  ウ ィザードの使用法

� WebLogic Server Administration Console からのデータベース  コンフ ィ グレー

シ ョ ンの更新

� 新規ド メ インの作成とカスタマイズ

� WebLogic Integration 環境の更新

� カスタム Java Message Service キューのコンフ ィグレーシ ョ ン

� ビジネス  オペレーシ ョ ンに対する  EJB と  Java ク ラスのデプロイ

� NULL 変数をサポートする  BPM のコンフ ィ グレーシ ョ ン

� BPM セキュ リ テ ィ  モデルについて

� パスワードの更新

� メール セッシ ョ ン プロパティのカスタマイズ

� ド メ インのルート  ディ レ ク ト リ

� 代替文字セッ ト の使用

� WebLogic Integration ポート番号の変更

� 非永続モードの B2B をデプロイする
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ク ラスタ化など、 高度なコンフ ィグレーシ ョ ン オプシ ョ ンについては、

『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 を参照して ください。

WebLogic Integration コマンド とサポート  
ファイル

WebLogic Integration には、 い くつかのコマンド とサポート  ファ イルが用意され

ています。 コマンドの多くは、 1-11 ページの 「ド メ イン  コンフ ィグレーシ ョ ン

の要件」 で説明している、 データベース  ウ ィザード と、 RunSamples スク リプ ト

で使用されます。 通常、 このよ う なコマンドは単独では呼び出されませんが、 コ

マンドを変更した り、 コマンドを実行する際の ト ラブルを解決した り しなければ

ならない場合があ り ます。 これらのコマンドの使用に習熟するために、 付録 B
「WebLogic Integration コマンド」 にコマンド  リ フ ァレンスが掲載されています。

また、 標準的な WebLogic Integration ド メ インのコンフ ィ グレーシ ョ ン と起動を

制御するファ イルのサンプルを、 付録 A 「WebLogic Integration サンプル コン
フ ィ グレーシ ョ ン ファ イル」 で紹介します。

ド メインに対する新しいデータベースのコ

ンフ ィグレーション

ド メ インに対する新規データベースの指定にどの方法を使用するかについては、

以下の条件を検討して ください。

� 切り替えるデータベースが、 サンプル ド メ イン用のものか、 それと もコン

フ ィ グレーシ ョ ン ウ ィザードを使用して作成したカスタム  ド メ イン用のも

のか。

注意 : WebLogic Integration ド メ インの作成とカスタマイズについては、

3-23 ページの 「新規ド メ インの作成とカスタマイズ」 を参照して くだ

さい。
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ド メ インに対する新しいデータベースのコンフ ィグレーシ ョ ン
� ド メ インの現在のデータベースに格納されている  WebLogic Integration リポ
ジ ト リ  データを保持する必要があるかど うか。

次の表では、 それぞれの状態で使用する方法について説明します。

表 3-1  データベース更新方法

更新するデータ

ベース

ユーザの目的 結果

カスタム  ド メ イン 既存のデータベー

スの リポジ ト リ  
データを保持しな

い。

1. 対象ド メ インのデータベース  ウ ィザードを起動す
る。

2. [データベースの作成 ] オプシ ョ ンを選択する。 こ
のオプシ ョ ンでは、 新しいデータベース  アクセス
情報を入力するよ う要求し、 データベースを初期

化する。

既存のデータベー

スの リポジ ト リ  
データを保持する。

1. 必要な情報をエクスポートする。

2. 対象ド メ インのデータベース  ウ ィザードを起動す
る。

3. [データベースの作成 ] オプシ ョ ンを選択する。 こ
のオプシ ョ ンでは、 新しいデータベース  アクセス
情報を入力するよ う要求し、 データベースを初期

化する。

4. 必要な情報をインポートする。

「注意」 を参照。
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次の表では、 以上のタスクを実行するのに必要な情報がある ト ピッ クを示しま

す。

サンプル ド メ イン 既存のデータベー

スの リポジ ト リ  
データを保持しな

い。

1. 対象ド メ インのデータベース  ウ ィザードを起動す
る。

2. [データベースの切り替え ] オプシ ョ ンを選択して
コンフ ィグレーシ ョ ンを更新する。

3. RunSamples コマンドを実行して、 新しいサンプル 
データベースを初期化する。

既存のデータベー

スの リポジ ト リ  
データを保持する。

1. 必要な情報をエクスポートする。

2. 対象ド メ インのデータベース  ウ ィザードを起動す
る。

3. [データベースの切り替え ] オプシ ョ ンを選択して
コンフ ィグレーシ ョ ンを更新する。

4. RunSamples コマンドを実行して、 新しいサンプル 
データベースを初期化する。

5. 必要な情報をインポートする。

注意

既存のド メ インを保持する方法もあ り ます。 既存のド メ インを保持するには、 3-23 ページの 「新規
ド メ インの作成とカスタマイズ」 の説明に従って、 新しいド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンを行い、
そのド メ インで新規データベースを使用して ください。 次に、 必要に応じてワークフロー パッケー
ジまたは B2B コンフ ィグレーシ ョ ン要素をエクスポート し、 新しいド メ インにインポート します。
不要になったら、 古くなったド メ インを削除できます。

表 3-1  データベース更新方法 （続き）

更新するデータ

ベース

ユーザの目的 結果

表 3-2  データベース更新手順に関するトピック

実行するタスク 参照 

データベース  ウ ィザードの起動 3-6 ページの 「データベース  ウ ィザードの使用法」

RunSamples コマン ドの実行 1-15 ページの 「サンプル ド メ インのコンフ ィグレー
シ ョ ンと起動」
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ド メインに対するデータベースの初期化

ド メ インのデータベースの初期化に使用する方法は、 データベースがサンプル 
ド メ イン用か、 コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードで作成されたカスタム  ド メ イ

ン用かによって異な り ます。

� サンプル ド メ イン用にデータベースを初期化する場合は、 1-15 ページの

「サンプル ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン と起動」 の説明に従って 
RunSamples コマンドでデータベースを初期化します。

� コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードで作成したド メ イン用のデータベースを初

期化する場合は、 データベース  ウ ィザードを使用します。 [ データベースの

作成 ] オプシ ョ ンを選択し、 データベースを作成し初期化してから、 システ

ム データをデータベースにロード します。 次の 「データベース  ウ ィザード

の使用法」 を参照して ください。

注意 : ド メ インの作成とカスタマイズについては、 3-23 ページの 「新規ド

メ インの作成とカスタマイズ」 を参照して ください。

RunSamples コマンド とデータベース  ウ ィザードで実行されるタス クの詳細につ

いては、 1-11 ページの 「ド メ イン コンフ ィグレーシ ョ ンの要件」 を参照して く

ださい。

B2B コンフ ィグレーシ ョ ン要素のエクス
ポートおよびインポート

『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「B2BIntegration コン
ポーネン トのインポート とエクスポート 」

ワークフロー パッケージのエクスポート
およびインポート

『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 』 の
「ワークフロー パッケージのインポート とエクスポー ト 」

表 3-2  データベース更新手順に関するトピック

実行するタスク 参照 
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データベース ウィザードの使用法

WebLogic Integration データベース  ウ ィザードは、 1-14 ページの 「ド メ インに対
するデータベースのコンフ ィグレーシ ョ ン」 で説明されているよ うに、 データ
ベース  コンフ ィグレーシ ョ ン  タスクを自動化します。 各 WebLogic Integration 
ド メ インには、 ド メ イン固有バージ ョ ンのコマンドがインス トールされます。

以下の節では、 データベース  ウ ィザードによる ド メ インのデータベースの初期
化、 ド メ インに対する新しいデータベースの指定、 または WebLogic Integration 
2.1 データベースから  WebLogic Integration 7.0 への移行に必要な情報について説
明します。

� データベース接続情報

� データベース ウ ィザード  オプシ ョ ン

� データベース ウ ィザードの仕組み

� データベース コンフ ィグレーシ ョ ン  モード

� グラフ ィ ッ ク  モードによるデータベース  ウ ィザードの使用法

� コンソール モードによるデータベース  ウ ィザードの使用法

データベース接続情報

次の表では、 サポート されている各データベースへの接続に必要な情報を示しま

す。 データベース  ウ ィザードでは、 コンフ ィ グレーシ ョ ン対象データベースへ
の接続に必要な値の入力が必要です。

表 3-3  データベース アクセス情報

データベースの

種類

接続パラメータ 説明

PointBase なし PointBase データベースは、
DOMAIN_HOME\dbInfo\cloudscape\db ディ レク
ト リ内にある ド メ イン用に作成される。 デフォル

ト  アクセス  パラ メータが使用される。
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データベース ウ ィザードの使用法
Oracle [Server Hostname] Oracle サーバのホス ト となるシステム名

[Server Port Number] Oracle ポート番号 （デフォル トは 1521）

[User] ユーザ ID （スキーマ）

[Password] ユーザ パスワード

[Oracle SID] Oracle システム  ID

[Net Service Name] tnsnames.ora または Names サーバで表示される
データベース名

Microsoft SQL 
Server

[Hostname] Microsoft SQL Server のホス ト となるシステム名

[Port] Microsoft ポート番号 （デフォル トは 1433）

[User] アカウン ト  ログイン名

[Password] アカウン ト  パスワード

[Database Name] Microsoft SQL Server で定義されているデータベー
ス名

[Server Name] ク ラ イアン ト  ネッ ト ワーク  ユーテ ィ リ テ ィの [一
般 ] タブに表示されるサーバ エリ アス。 エ リアス
がコンフ ィグレーシ ョ ンされていない場合は、

Hostname が使用される。

表 3-3  データベース アクセス情報 （続き）

データベースの

種類

接続パラメータ 説明
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データベース ウィザード  オプション

データベース ウ ィザードには、 以下のオプシ ョ ンがあ り ます。

� [データベースの切り替え ]
このオプシ ョ ンを選択する と、 ド メ インに対するデータベースを切り替える

こ とができます。 データベースを初期化するために呼び出されるコマンド

（CreateDB および RunSamples など） で使用される環境変数は更新され、

config.xml ファ イルは、 新しい設定を反映するよ うに変更されます。 この

オプシ ョ ンは、 データベースを初期化するわけではあ り ません。 データベー

スの初期化に備えて環境をコンフ ィグレーシ ョ ンするだけです。

Sybase [Hostname] Sybase サーバのホス ト となるシステム名

[Port] Sybase ポート番号 （デフォル トは 5000）

[User] アカウン ト  ログイン名

[Password] アカウン ト  パスワード

[Database Name] Sybase サーバで定義されているデータベース名

[Server Name] Sybase ク ラ イアン ト  コンフ ィグレーシ ョ ンで割り
当てられたサーバ名。 この名前は、 Directory 
Services Editor （DSEDIT1） で設定する。

表 3-3  データベース アクセス情報 （続き）

データベースの

種類

接続パラメータ 説明
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データベース ウ ィザードの使用法
� [データベースの作成 ]
このオプシ ョ ンを選択する と、 現在指定されているデータベースを初期化す

るか、 新しいデータベースに切り替えてから初期化するこ とができます。

注意 : このオプシ ョ ンは、 サンプル ド メ インでも使用できますが、 サンプ

ル データベースの初期化に必要な全タスクを完了するこ とができま

せん。 サンプル ド メ インでデータベースを初期化する場合は、 1-15 
ページの 「サンプル ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン と起動」 の説明
に従って RunSamples コマンドを実行する必要があ り ます。

データベース ウィザードの仕組み

WebLogic Integration データベース  ウ ィザードは、 ド メ インの setDBVars コマン

ド と  setDBVarsExt コマンドで設定された環境変数を更新し、 提供したデータ

ベース  アクセス情報を反映するよ うに config.xml ファ イルを変更し、 選択し

たタスクの実行に必要なコマンドを呼び出します。

環境変数と コマンド  ファ イルの詳細については、 付録 B 「WebLogic Integration 
コマンド」 の wliconfig コマンドを参照して ください。

データベース コンフ ィグレーシ ョン モード

WebLogic Integration データベース  ウ ィザードは、 WebLogic Integration インス

トール プログラムと同様に、 以下のモードをサポート しています。

� グラフ ィ ッ ク  モード
Windows バージ ョ ンおよび UNIX バージ ョ ンのウ ィザードは、 対話型のグ

ラフ ィカル モードを提供します。 このモードでは、 グラフ ィ ッ ク （ウ ィ ンド

ウ） ターミナルまたはワークステーシ ョ ンが必要です。

� コンソール モード
UNIX バージ ョ ンのウ ィザードでは、 対話型のテキス ト のみのモードを使用

して、 グラフ ィ ッ ク  ターミナルまたはワークステーシ ョ ンのないシステムに

対して、 ド メ イン用のデータベースをコンフ ィグレーシ ョ ンできます。

以下の節の説明に従って、 システムに対応した手順を実行します。

� グラフ ィ ッ ク  モードによるデータベース  ウ ィザードの使用法
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� コンソール モードによるデータベース  ウ ィザードの使用法

グラフ ィ ック モードによるデータベース ウィザー
ドの使用法

次の手順では、 WebLogic Integration データベース ウ ィザードを、 グラフ ィ ッ ク  
モードで使用してデータベース  コンフ ィ グレーシ ョ ンを更新する方法について

説明します。

ド メ インに対してデータベースをコンフ ィ グレーシ ョ ンする手順は次のとおりで

す。

1. UNIX プラ ッ ト フォームを使用する場合は、 手順 2 に進んでください。

Windows プラ ッ ト フォームを使用する場合は、 次の表の該当する手順を完了

して ください。

[ コンフ ィ グレーシ ョ ン  オプシ ョ ンの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され

ます。 手順 3 に進みます。

2. UNIX プラ ッ ト フォームでは、 次の手順を実行します。

a. DOMAIN_HOME ディ レク ト リに移動します。

データベース

コンフ ィグレー

ションの対象

選択

WebLogic 
Integration サンプ
ル ド メ イン

[ スタート｜プログラム｜ BEA 
WebLogic Platform 7.0｜
WebLogic Integration 7.0｜
Integration Examples｜
Integration Database Wizard]

コンフ ィグレー
シ ョ ン  ウ ィザー
ドで作成された
ド メ イン

[ スタート｜プログラム｜ BEA 
WebLogic Platform 7.0｜ User 
Projects｜ domain｜ Integration 
Database Wizard]
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たとえば、 /home/bea/user_projects ディ レ ク ト リに、 mydomain を作
成した場合、 次のよ うに入力します。

cd /home/bea/user_projects/mydomain

b. 次のコマンドを実行します。

wliconfig

次の図に示す [ コンフ ィグレーシ ョ ン  オプシ ョ ンの選択 ] ダイアログ ボッ ク

スが表示されます。

図 3-1   [ コンフ ィグレーション オプションの選択 ] ダイアログ ボックス

注意 : UNIX 用の Microsoft SQL ク ラ イアン ト がないので、 UNIX システム

で Microsoft SQL Server データベースに接続している場合、 ウ ィザー

ドでデータベースを初期化する こ とはできません。 Windows システ

ムからデータベースを初期化する必要があ り ます。

3. オプシ ョ ンを選択します。 3-8 ページの 「データベース  ウ ィザード  オプシ ョ

ン」 を参照。

4. [Next] をク リ ッ ク します。
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[ データベースの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 このダイアロ

グ  ボッ ク スは、 ド メ イン用に現在コンフ ィグレーシ ョ ンされているデータ

ベースを反映しています。 次の図に示すよ うに、 ド メ インを作成した際に、

Pointbase データベースの接続パラ メータを指定した場合は、 Pointbase が選
択されます。

図 3-2   データベース選択ダイアログ ボックス

5. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� 現在の設定でよければ、 [Next] をク リ ッ ク します。

� 新しいデータベースに変更するには、 目的のデータベースを選択してか

ら  [Next] をク リ ッ ク します。

� 次の図に示すよ うに、 データベース  コンフ ィ グレーシ ョ ン  ダイアログ 
ボッ ク スが表示されます。 ダイアログ  ボッ クスは、 ド メ インを作成した

と き、 またはウ ィザードで最後に新しいデータベースを指定したと きに

提供した情報を反映します。
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図 3-3   データベース コンフ ィグレーション ダイアログ ボックス

6. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� 現在の値でよければ、 [Next] をク リ ッ ク します。

� 新しいデータベースに変更するには、 データベースへの接続に必要な情

報を入力してから  [Next] をク リ ッ ク します。 各データベース  タイプで必
要な情報の概要については、 3-6 ページの 「データベース接続情報」 を参
照して ください。

結果は次のよ うにな り ます。

� [ データベースの切り替え ] を選択した場合、 選択した操作が続行されま

す。 変更が完了する と、 図 3-7 に示す [ 変更の成功 ] ダイアログ  ボッ ク

スが表示されます。 手順 12 に進みます。

� [ データベースの作成 ] を選択した場合は、 次の図に示すよ うにデータ

ベースのク ラ イアン ト  インス トール ディ レ ク ト リ を指定するよ う要求さ

れます。
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図 3-4   [ データベース クライアントの指定 ] ダイアログ ボックス

7. [Browse] をク リ ッ ク して、 [ 開く ] ダイアログ  ボッ クスを表示します。

8. データベースのク ライアン ト  インス トール ディ レク ト リ を検索します。 た

とえば、 Microsoft SQL Server 7.0 ク ラ イアン トの場合、 次の図のよ うに 
MSQL7 ディ レ ク ト リ を検索します。 ( この例では、 データベース  ク ラ イア
ン ト  インス トール ディ レ ク ト リは、 c:\Program Files\MSSQL7 です）。
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図 3-5   [ 開く ] ダイアログ ボックス

9. [ 開く ] をク リ ッ ク します。

次の図のよ うに、 適切なク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンが見つかったとい う

確認メ ッセージが表示されます。

図 3-6   確認メ ッセージ

注意 : ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンが見つからなかったとい う エラー 
メ ッセージが表示されたら、 [OK] をク リ ッ ク して メ ッセージを閉じ、

[ 参照 ] をク リ ッ ク して正しいディ レク ト リ を検索します。

10. [OK] をク リ ッ ク して メ ッセージを閉じ、 [ データベース  ク ラ イアン トの指定

] ダイアログ  ボッ ク スに戻り ます。

11. [Next] を押して継続します。

変更が完了する と、 次の図に示す [ 変更の成功 ] ダイアログ ボッ クスが表示

されます。
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図 3-7   [ 変更の成功 ] ダイアログ ボックス

注意 : 選択した操作でエラーが発生した場合は、 [ エラー ] ダイアログ  ボッ

クスが表示されます。 このダイアログ  ボッ クスは、 ログ ファ イルの

場所を示します。 ログ  ファ イルを参照し、 問題に対処する方法を検

討して ください。

12. [Finish] をク リ ッ ク してインス トール プログラムを終了します。

コンソール モードによるデータベース ウィザード
の使用法

この節では、 グラフ ィ カルなインス トール手順をエミ ュレー トする一連の手順で

ある、 コンソール モードによるデータベースのコンフ ィ グレーシ ョ ン手順を説

明します。

コンソール モードでデータベース  ウ ィザードを起動するには、 プロンプ ト で次

のコマンドを入力します。
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cd DOMAIN_HOME
wliconfig console

次の リ ス ト では、 3-8 ページの 「データベース  ウ ィザード  オプシ ョ ン」 で説明さ

れている  [ データベースの作成 ] オプシ ョ ンのコンソール モード  プロンプ トおよ

び応答を示します （応答は太字で示されています）。

表示されるプロンプ トは、 「Please Select Configuration Option:」 および

「Please specify the database type to configure:」 プロンプ トに対する

応答によって、 例とは異な り ます。

コード  リス ト  3-1   コンソール モードによるデータベース ウィザードの手順

===============================================================================
BEA WebLogic Integration Database Wizard 7.0
-------------------------------------------------------------------------------

===============================================================================
Configuration Selection
--------------------------------------------------

          1- Switch Database
          2- Create Database

Please Select Configuration Option: 2

===============================================================================
Database Selection
--------------------------------------------------

Please specify the database type to configure.

          1- Oracle
        ->2- Microsoft SQL Server
          3- Sybase
          
Select a number or <Enter> for default(2): 1
Oracle Server Hostname: oraclehost
Oracle Server Port Number: 1521
Oracle User: myuser
Oracle Password: mypassword
Oracle SID: nj908
Oracle Net Service Name: oraclehost.world
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Please enter the location of your Oracle client installation: c:\oracle
Searching for Oracle client(Sqlplus.exe)...

Found client Sqlplus.exe at c:\oracle\sqlplus.exe

        ->1- Use Located Client
          2- Choose new Location

Please choose a number(1): 1

===============================================================================
Switching Database please wait...
--------------------------------------------------

===============================================================================
Creating Database please wait...
--------------------------------------------------

===============================================================================
Finalizing changes, please wait...
--------------------------------------------------

Your configuration changes were successful. Press Enter to exit the Configuration 
Utility.

WebLogic Server Administration Console 
からのデータベース コンフ ィグレーショ ン
の更新

WebLogic Integration ド メ インに対するデータベース  コンフ ィ グレーシ ョ ンの更
新にはデータベース  ウ ィザードを使用しますが、 WebLogic Server 
Administration Console からコンフ ィグレーシ ョ ンを更新しなければならない場
合もあ り ます。 こ こでは、 その手順について説明します。
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この方法で新しいデータベースに変更する場合は、 データベースに対してテーブ
ルを作成した り、 データを入れた りするのに、 ウ ィザード、 createDB コマン
ド、 または RunSamples コマンドを使用する こ とはできな く な り ます。 これらの
コマンドは、 DOMAIN_HOME/dbInfo ディ レク ト リに格納されている一部の環境変
数およびデータベース  アクセス情報に依存します。 この情報を手動で更新しな
い限り、 ウ ィザード、 createDB コマンド、 および RunSamples コマンドは、 新
しいデータベースで動作しません。

WebLogic Server Administration Console でデータベース  コンフ ィグレーシ ョ ンを
更新する場合、 WLI_HOME/dbscripts ディ レク ト リにあるデータベース固有の 
SQL スク リプ ト を実行する と、 テーブルを作成できます。 テーブルを作成した
ら、 Bulk Loader または B2B Console を使用して、
WLI_HOME/dbscripts/SystemRepData.xml ファ イルのシステム  データをイン
ポートできます。

JDBC 接続プールの更新

WebLogic Integration JDBC 接続プールを更新する手順は次のとおりです。

1. 2-8 ページの 「WebLogic Server Administration Console の起動」 の説明に従っ
て、 WebLogic Server Administration Console を起動します。

2. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [ サービス｜ JDBC｜接続プール｜ wlipool] を選
択します。

3. 上位レベルの [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブを選択します。

4. 表示が無い場合は、 その下の [一般 ] タブを選択します。

5. [URL]、 [ ド ラ イバ ク ラス名 ]、 [ プロパティ ] を必要に応じて編集し、 JDBC 
接続プールの設定をカスタマイズします。 詳細については、 3-21 ページの
「データベース  アクセス  パラ メータ」 を参照して ください。

6. [適用 ] をク リ ッ ク して変更を保存します。

7. WebLogic Server Administration Console を閉じます。

8. WebLogic Integration をシャ ッ ト ダウンして再起動し、 新しい設定を有効に
します。
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RDBMS レルム プロパティの更新

デフォル トでは、 RDBMS レルムは、 サンプル ド メ インやコンフ ィグレーシ ョ
ン ウ ィザードで作成したカスタム ド メ イン用にはコンフ ィ グレーシ ョ ンされま
せん。 ド メ イン用に RDBMS レルムのコンフ ィ グレーシ ョ ンを行うには、
config.xml ファ イルに要素を手動で追加する必要があ り ます。 手順について
は、 『BEA WebLogic Integration 移行ガイ ド』 の 「WebLogic Integration 2.1 から  
WebLogic Integration 7.0 への移行」 の 「RDBMS レルムからの移行」 を参照して
ください。 事前に、 RDBMS レルムのコンフ ィグレーシ ョ ンを行わないと、
RDBMS レルムのプロパティ を更新できません。

RDBMS レルム プロパティ を更新する手順は次のとおりです。

1. 2-8 ページの 「WebLogic Server Administration Console の起動」 の説明に従っ
て、 WebLogic Server Administration Console を起動します。

2. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [ セキュ リ テ ィ｜レルム｜ wlpiRDBMSRealm] を
選択します。

3. 上位レベルの [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブを選択します。

4. 下部の [データベース ] タブを選択します。

5. [ ド ラ イバ ]、 [URL]、 [ ユーザ名 ]、 [パスワード ] を必要に応じて編集し、
データベースの設定をカスタマイズします。 詳細については、 次の 「データ
ベース  アクセス  パラ メータ」 を参照して ください。

6. [適用 ] をク リ ッ ク して変更を保存します。

7. WebLogic Server Administration Console を閉じます。

8. WebLogic Integration をシャッ ト ダウンして再起動し、 新しい設定を有効に
します。
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データベース アクセス パラメータ

次の表では、WebLogic Server Administration Console による  JDBC 接続プールの
コンフ ィグレーシ ョ ンに必要なデータベース  アクセス  パラ メータ情報の概要を
示します。

表 3-4  JDBC 接続プール パラメータ

パラメータ 説明

[JDBC Driver] データベースの接続に使用する  JDBC ド ラ イバ

� Oracle Thin ド ラ イバを使用している場合に入力するコマ
ンド  :
oracle.jdbc.driver.OracleDriver

� Sybase jConnect ド ラ イバを使用している場合に入力するコ
マン ド  :
com.sybase.jdbc.SybDriver

� PointBase ド ラ イバを使用している場合に入力するコマン
ド  :
com.pointbase.jdbc.jdbcUniversalDriver

� WebLogic jDriver for SQL Server ド ラ イバを使用している
場合に入力するコマン ド  : 
weblogic.jdbc.mssqlserver4.Driver

[Database User] データベース  サーバへの接続に必要なアカウン ト  ログイン名

[Database 
Password]

データベース  サーバへの接続に必要なパスワード

[URL] JDBC ド ラ イバのマニュアルで指定されているデータベースの 
URL。 JDBC 接続プールの URL の形式については、 次節を参
照。
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データベース アクセス URL の形式

各 JDBC 接続プール URL には、 以下の情報が含まれます。

� host は、 データベース  サーバ ホス ト名。

� port は、 データベース  サーバへの接続に使用するポート 。

� database は、 データベース  サーバで リポジ ト リ  テーブルを格納している
データベース。

次の表では、 サポート されている各データベースに対するサンプル URL を示し
ています。

対象ドライバ URL

Oracle Thin ド ラ イバ jdbc:oracle:thin:@host:port:database 

たとえば、 jdbc:oracle:thin:@rdbmshost:1521:wlidb

WebLogic jDriver for 
Microft SQL Server

jdbc:weblogic:mssqlserver4:database@host:port?sql7=true

たとえば、
jdbc:weblogic:mssqlserver4:wlidb@rdbmshost:1433?sql7=true

Sybase jConnect ド ラ
イバ

jdbc:sybase:Tds:host:5000/database

たとえば、 jdbc:sybase:Tds:rdbmshost:5000/wlidb

PointBase ド ラ イバ jdbc:pointbase://host:port/database

たとえば、 jdbc:pointbase://localhost:9092/WLIDB
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新規ド メインの作成とカスタマイズ

この節では、 WebLogic Integration ド メ インの作成とカスタマイズに関する基本
手順について説明します。 詳細については、 次のマニュアル参照して ください。

� 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』

� 『コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードの使い方』

� 『コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザード  テンプレー ト  リ ファレンス』

ド メイン作成の準備

新しいド メ インを作成する前に、 必ず完了しておかな くてはならないタスクを次
に示します。

� ご使用のアプリ ケーシ ョ ンの要件に最適な、 コンフ ィグレーシ ョ ン  テンプ
レー トの確認

一連のド メ イン  コンフ ィグレーシ ョ ン  テンプレー トは、 WebLogic Platform 
インス トール プログラムに含まれています。 コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィ
ザードでは、 これらのテンプレー ト を使用して、 新規 WebLogic Server ド メ
インを作成します。 ご使用のアプリ ケーシ ョ ンの要件に最適なコンフ ィ グ
レーシ ョ ン テンプレー ト を決定するには、 1-5 ページの 「WebLogic 
Integration コンフ ィグレーシ ョ ン  テンプレー ト 」 および 『コンフ ィ グレー

シ ョ ン ウ ィザード  テンプレート  リ ファレンス』 を参照して ください。

注意 : 必ず、 WebLogic Integration の機能をサポートするテンプレー ト を選
択して ください。 このタイプのテンプレー ト を使用すれば、 確実に、
互換モードの WebLogic Server 6.x ファ イル ベースのレルム
（FileRealm） に基づく ド メ インを作成できます。 WebLogic 
Integration では、新しい WebLogic Server 7.0 LDAP ベースのレルムは
サポート されません。 WebLogic Server または WebLogic Portal テン
プレー ト を選択して新規ド メ インを作成する と、 新規ド メ インでは、
WebLogic Server 7.0 LDAP ベースのレルムが使用されます。
WebLogic Integration 用の RDBMS レルムのコンフ ィグレーシ ョ ン手
順については、 『BEA WebLogic Integration 移行ガイ ド 』 の
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「WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行」 の
「RDBMS レルムからの移行」 を参照して ください。

� 「コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードの使い方」 を参照して、 入力する必要の
ある情報を確認する。

� 対象のド メ インが、 単一サーバ （スタンドアロン） 構成で使用されるのか複

数サーバ コンフ ィ グレーシ ョ ンで使用されるのかを確認します。 単一サーバ
（スタンドアロン） コンフ ィグレーシ ョ ンで新規ド メ インを作成する手順は
次のとおりです。 複数サーバ コンフ ィグレーシ ョ ンでの作成手順について
は、 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の 「ク ラスタ  
デプロイ メ ン トのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 の 「手順 2. WebLogic Integration 
ド メ インの作成」 を参照して ください。

単一サーバ用ド メインの作成およびカスタマイズ手

順

単一サーバ用に WebLogic Integration ド メ インを作成してカスタマイズする手順
は次のとおりです。

1. ご使用のプラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 コンフ ィ グレー
シ ョ ン ウ ィザードを起動します。

� Windows システムでは、 次の 3 つの方法があ り ます。

� メニューからコンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードを起動する手順は次のと
おりです。

[ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7． 0｜ Domain 
Configuration Wizard] を選択します。

� コマンド  ラインからコンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードをグラフ ィ ッ ク  
モードで起動するには、 次のよ うに入力します。

cd c:\bea\weblogic700\integration
setenv.cmd
cd c:\bea\weblogic700\common\bin
dmwiz

� コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードをコンソールまたはテキス ト  ベース
モードで起動するには、 次のよ うに入力します。
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cd c:\bea\weblogic700\integration
setenv.cmd
cd c:\bea\weblogic700\common\bin
dmwiz console

� UNIX システムでは、 次の 2 つの方法があ り ます。

� コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードをグラフ ィ ッ ク  モードで起動するに
は、 次のよ うに入力します。

cd /home/joe/bea/weblogic700/integration
. setenv.sh
cd /home/joe/bea/weblogic700/common/bin
dmwiz.sh

� コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードをコンソールまたはテキス ト  ベース
モードで起動するには、 次のよ うに入力します。

cd /home/joe/bea/weblogic700/integration
. setenv.sh
cd /home/joe/bea/weblogic700/common/bin
dmwiz.sh console

[ ド メ インのタイプと名前を選択 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

詳細については、 次の URL から  BEA WebLogic Platform ドキュ メ ン ト内の
『コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードの使い方』 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/in
dex.html

2. [ ド メ インのタイプと名前を選択 ] ダイアログ  ボッ クスで、 ご使用のアプリ
ケーシ ョ ンで必要な  WebLogic Integration コンポーネン ト を含むド メ イン  テ
ンプレート を選択します。

3. [ サーバ タイプを選択 ] ダイアログ ボッ クスで、 [Single Server (Standalone 
Server)] を選択します。

4. プロンプ ト が表示されたら、 引き続き新規ド メ インの作成に必要な情報を入
力します。 プロセスが完了したら、 [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ウ ィザードが完
了しました ] ダイアログ  ボッ クスで [ コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードを終
了します ] を選択し、 次に、 [Done] ボタンをク リ ッ ク してコンフ ィグレー
シ ョ ン ウ ィザードを終了します。
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5. （省略可能） 生成される  config.xml ファ イルのコピーを保存します。 生成さ
れる  config.xml ファ イルの各コ メ ン トには、 コンフ ィグレーシ ョ ン情報が
記載されます。 この情報は、 WebLogic Server のインスタンスが起動したと
き、 削除されます。 config.xml ファ イルのコピーを作成するには、 ご使用
のオペレーティ ング システムに合わせて、 次のコマンドを入力します。

� Windows システムの場合

copy config.xml config.xml.backup

� UNIX システムの場合

cp config.xml config.xml.backup

6. 新規ド メ インのデータベース接続情報のコンフ ィグレーシ ョ ンを行います。
手順 1 ～ 4 で作成した新規ド メ インで、 WebLogic Integration データベース  
ウ ィザード （wliconfig） を起動します。

たとえば、 デフォル ト位置に mydomain と名付けたド メ インを作成した場合、
ご使用のオペレーティ ング  システムに合わせて次のコマンドを入力します。

� Windows システムの場合

cd %BEA_HOME%\user_projects\mydomain
wliconfig

� UNIX システムの場合

cd $BEA_HOME/user_projects/mydomain
wliconfig

[ コンフ ィ グレーシ ョ ン  オプシ ョ ンの選択 ] ウ ィ ン ドウが表示されます。

7. 引き続き、 データベースのコンフ ィグレーシ ョ ンを行うのに必要な情報を入
力します。 詳細については、 3-10 ページの 「グラフ ィ ッ ク  モードによるデー
タベース  ウ ィザードの使用法」 を参照して ください。

次の節では、 WebLogic Integration ド メ インの作成の際にインス トールされる
ディ レク ト リおよびファ イルについて詳し く説明します。

サポート されているディレク ト リおよびファイル

次の表に、 WebLogic Integration をサポートする ド メ インに含まれるディ レ ク ト
リおよびファ イルを示します。 表 3-5 に示されるスク リプ トおよびディ レ ク ト リ
は、 すべてド メ イン ディ レ ク ト リに配置されます。 たとえば、
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c:\bea\user_projects\mydomain ディ レク ト リのコンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィ
ザードを使用してド メ インを作成した場合、 アプ リ ケーシ ョ ンのディ レ ク ト リ  
パスは、 c:\bea\user_projects\mydomain\applications にな り ます。

注意 : 特に指定しない限り、 表の各項目は、 WebLogic Integration をサポートす
るすべてのド メ インに含まれます。

表 3-5  ド メイン ディ レク ト リの内容

ディレク ト リ / ファイル 内容説明

applications ディレク ト
リ

次のよ う なアプ リケーシ ョ ン固有の情報。 このディレ ク ト リの内容

は、 ご使用のアプ リケーシ ョ ンの要件によ り決まる。

applications ディ レク ト リのセッ ト アップの詳細については、 次の 
URL から  BEA WebLogic Server ドキュ メ ンテーシ ョ ン内の 『Web アプ
リケーシ ョ ンのアセンブルと コンフ ィグレーシ ョ ン  』 の 「Web アプ リ
ケーシ ョ ンの基本事項」 の 「ディ レ ク ト リ構造」 を参照。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/webapp/basics
.html
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dbInfo ディレク ト リ データベースを作成して初期化する際に使用されるデータベース固有

の情報

注意 : 各サブディ レク ト リのデータベース変数ファ イルのコンフ ィ
グレーシ ョ ン情報を更新する必要がある場合は、 データベー

ス  ウ ィザードを使用して更新を行って ください。 詳細につい
ては、 3-6 ページの 「データベース  ウ ィザードの使用法」 を参
照して ください。

このディレク ト リには、 次のサブディ レク ト リが配置される （サポー

ト されている各データベースに対応）。

� oracle : Oracle データベース

� pointbase :  PointBase データベース

� mssql :  Microsoft SQL データベース

� sybase : Sybase データベース

それぞれのデータベース  ディ レク ト リ には、 次のファ イルが定義され
る。

� setDBVars コマンド－ド メ インの基本データベース変数

� setDBVarsExt コマンド－ド メ インの拡張データベース変数

setDBVars および setDBVarsExt の詳細については、 B-37 ページの
「setDBVars setDBVarsExt」 を参照。

scripts ディ レク ト リ 現在のデータベース設定を変更したり、 ド メ イン固有のファ イルを処

理したりするスク リプ ト 。

このディレク ト リは、 ト ップ レベルのスク リプ ト
（WLI_HOME/lib/scripts/SwitchDB.xml） を参照する単一の Ant 
コールを含む。

このスク リプ トは、 データベース  ウ ィザードが、 switchdb コマンド
を実行して、 ド メ イン用にコンフ ィグレーシ ョ ンされているデータ

ベースを更新する際に呼び出される。 switchdb コマン ドの詳細につ
いては、 B-50 ページの 「switchdb」 を参照。

表 3-5  ド メイン ディレク ト リの内容 （続き）

ディ レク ト リ / ファイル 内容説明
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config.xml ファ イル WebLogic Server ド メ インについて記述し、 デプロイ されている リ
ソースを管理するコンフ ィグレーシ ョ ン情報。

config.xml フ ァ イルの内容の詳細については、 A-2 ページの
「config.xml」 を参照。

fileRealm.properties 
ファ イル

WebLogic Server が起動される と き作成される  User、 Group、 および 
ACL オブジェ ク トが保存されるデフォル トのセキュ リ テ ィ  レルム。

このファ イルの内容の詳細については、 A-18 ページの
「fileRealm.properties」 を参照。 BPM セキュ リ テ ィ  モデルの詳細につい
ては、 3-48 ページの 「BPM セキュ リ ティ  モデルについて」 を参照。

SerializedSystemIni.dat 
ファ イル

システム  パスワードのハッシュ値を生成するために使用されるデータ  
ファ イル。 このファ イルは、 対応する  fileRealm.properties ファ
イルに関連付けられる。

このファ イルの詳細については、 『WebLogic Security の管理 』 の
「WebLogic Security のコンフ ィグレーシ ョ ン」 の 「ユーザ アカウン ト
の保護」 を参照。 このガイ ドは、 次の URL からアクセスでき る  BEA 
WebLogic Server ドキュ メ ンテーシ ョ ン内にある。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/secmanage/
security7.html

表 3-5  ド メイン ディ レク ト リの内容 （続き）

ディレク ト リ / ファイル 内容説明
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起動スク リプ ト

たとえば、
startWeblogic.cmd 
(Windows) または 
startWeblogic.exe 
(UNIX)

現在のド メ インで WebLogic Server インスタンスの起動に使用するス
ク リプ ト 。

このスク リプ トの機能は必要に応じて変更できるが、 通常は、 次のよ

う なタス クを実行する。

� setenv コマン ドを呼び出して環境設定する。

� 該当するコマンドを呼び出して、 現在のド メ インを設定する。

� setdbdata コマンドを使用して、 データベース固有の変数を現在
のプロセスにロードする。

� 古いログ ファ イルを削除する。

� ド メ イン内の WebLogic Server を起動し、 config.xml ファ イル
（この表の前の項で説明済み） の指定に従って、 WebLogic 
Integration アプ リケーシ ョ ンと リ ソースをデプロイする  Java コマ
ンドを実行する。

注意 : 起動スク リプ トおよびこのス ク リプ トで定義できる コマン ド
の詳細については、 B-46 ページの 「startWeblogic」 を参照し
て ください。

注意 : ご使用のアプ リケーシ ョ ンで必要な場合は、 コマンド  ラ イン 
オプシ ョ ンを更新したり他のコマン ド  ラ イン  オプシ ョ ンを追
加したりする こ とができます。WebLogic Server コマン ド  ラ イ
ン オプシ ョ ンの詳細については、 「管理サーバの起動」 の 「コ
マン ド  ラ インからの管理対象サーバの起動」 を参照して くだ
さい （『WebLogic Server 管理者ガイ ド 』 の 「WebLogic Server 
の起動と停止」 にあ り ます）。 このガイ ドは、 次の URL から
アクセスできる  BEA WebLogic Server ドキュ メ ンテーシ ョ ン
内にあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/admi
nguide/startstop.html

表 3-5  ド メイン ディレク ト リの内容 （続き）

ディ レク ト リ / ファイル 内容説明
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停止スク リプ ト

たとえば、
stopWeblogic.cmd 
(Windows) または 
stopWeblogic.exe 
(UNIX)

現在のド メ インの WebLogic Server インス タンスを正常にシャ ッ ト ダ
ウンするためのスク リプ ト 。

このス ク リプ トの機能は必要に応じて変更できるが、 通常は、 次のよ

うなタスクを実行する。

� setenv コマンドを呼び出して環境設定する。

� ド メ インで実行されている  WebLogic Server インスタンスに対す
るシャ ッ ト ダウン要求を発行する。

停止スク リプ トおよびこのス ク リプ トで定義できるコマンドの詳細に

ついては、 B-48 ページの 「stopWeblogic」 を参照。

ご使用のアプ リケーシ ョ ンでの必要な場合に、 コマンド  ラ イン オプ
シ ョ ンを更新または追加できる。 WebLogic Server コマン ド  ラ イン  オ
プシ ョ ンの詳細については、 「管理サーバの起動」 の 「Starting the 
WebLogic Administration Server from the Command Line」 を参照
（『WebLogic Server 管理者ガイ ド 』 の 「WebLogic Server の起動と停止」
に掲載）。 このガイ ドは、 次の  URL からアクセスできる  BEA 
WebLogic Server ドキュ メ ンテーシ ョ ン内にある。
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide
/startstop.html

表 3-5  ド メイン ディ レク ト リの内容 （続き）

ディレク ト リ / ファイル 内容説明
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WebLogic Integration環境の更新

WebLogic Integration で使用する環境変数は、 setEnv.cmd ファ イル （Windows）
または setenv.sh ファ イル （UNIX） で設定します。 このファ イルは、
WebLogic Integration のインス トール ディ レク ト リ （WLI_HOME） にあ り ます。 以

上の各ファ イルの例は、 付録 A 「WebLogic Integration サンプル コンフ ィグレー
シ ョ ン ファ イル」 にあ り ます。

setEnv ファ イルの変数は、 WebLogic Integration のインス トール時に設定され、
通常更新する必要はあ り ません。 ただし、 その必要がある場合は、 次の手順を実
行する と環境を更新できます。

他の WebLogic Integration 
コマン ドのカスタム  バー
ジ ョ ン

ご使用のアプ リケーシ ョ ン環境内でカスタマイズできる  WebLogic 
Integration コマン ド。

たとえば、 ド メ インの作成に使用したテンプレートによっては、 次の 
WebLogic Integration コマン ドのカスタム  バージ ョ ンがド メ インに含
まれる こ とがある。

� checkdomain －カスタム  バージ ョ ンは、 setdomain (echo 行 ) 
への呼び出しで現在のド メ インを反映する。 このコマンドは、

setdbdata コマンドによ り呼び出される。

� setdbdata －このコマン ドのカスタマイズされたバージ ョ ンによ
り、 checkdomain コマン ドのカスタム  バージ ョ ンが呼び出され
る。 このコマンドは、 setDomainTypeData コマンドによ り呼び
出される。

� setDomainTypeData －カスタム バージ ョ ンは、 ド メ イン固有の
環境変数を設定し、 setdbdata コマンドのカスタム バージ ョ ンを
呼び出す。 Application Integration 固有の変数を設定する場合に、
このファ イルを使用するこ とをお勧めする。 このコマンドは、 こ

の表の前の項で説明した、 対応する起動スク リプ トによ り呼び出

される。

詳細については、 B-1 ページの 「WebLogic Integration コマンド」 を参
照。

表 3-5  ド メイン ディレク ト リの内容 （続き）

ディ レク ト リ / ファイル 内容説明
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WebLogic Integration環境を更新する手順は次のとおりです。

1. 以下のいずれか 1 つを実行します。

� Windows の場合

WebLogic Integration インス トール ディ レク ト リに移動して  
[setEnv.cmd] を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  [編集 ] を
選択して メモ帳でファ イルを開きます。

� UNIX の場合

目的のド メ イン  ディ レク ト リに移動し、 任意のテキス ト  エディ タで 
setenv.sh を開きます。

2. 以下の変数を、 使用している環境に対応した値に設定します。

� JAVA_HOME

JDK 1.3.1 をインス トールした場所。 たとえば、 C:\bea\jdk131_03.

� BEA_HOME

BEA Home ディ レク ト リの場所。 たとえば、 C:\bea.

� WL_HOME

WebLogic プラ ッ ト フォームをインス トールした場所。 たとえば、
C:\bea\weblogic700\server.

� WLI_HOME

WebLogic Integration をインス トールした場所。 たとえば、
C:\bea\weblogic700\integration.

� SAMPLES_HOME

WebLogic Integration サンプルの場所。 たとえば、
C:\bea\weblogic700\samples.詳細については、 付録 A 「WebLogic 
Integration サンプル コンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ イル」 を参照して くださ
い。

3. 変更を保存し、 ファ イルを閉じます。

1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って startWeblogic コ
マンドを実行する と、 setEnv コマンドが呼び出され、 環境変数が有効にな り ま
す。
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カスタム Java Message Service キューの
コンフ ィグレーショ ン

カスタム Java Message Service (JMS) キューを作成し、 Message Driven Bean 
Generator ユーティ リ テ ィ を実行して、 カスタム キューでリ スンするデプロイ可
能な Java Archive (JAR) ファ イルを生成できます。 カスタム キューをコンフ ィグ
レーシ ョ ンする手順は次のとおりです。

� WebLogic Server Administration Console で、 選択したド メ インに対するカス
タム JMS キューを作成する。

� mdbgenerator ユーティ リ テ ィ を実行して、 キューでリ スンする  MDB 
(Message-Driven Bean : メ ッセージ駆動型 Bean) を生成する。

� WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ンを更新して新しい  MDB を認識
する。

JMS キュー作成の詳細については、 WebLogic Server 7.0 マニュアルを参照して
ください。

カスタム JMS キューを作成する手順は次のとおりです。

1. 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration を起動します。

2. 2-8 ページの 「WebLogic Server Administration Console の起動」 の説明に従っ
て、 WebLogic Server Administration Console を起動します。

3. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで [JMS｜サーバ｜ WLIJMSServer｜送り先のコン
フ ィ グレーシ ョ ン ] を選択します。 新しい JMSQueue を作成するには、 [送
り先のコンフ ィ グレーシ ョ ン ] を右ク リ ッ ク し  [新しい JMSQueue のコン
フ ィ グレーシ ョ ン ] を選択します。 キューの名前と  JNDI 名を指定します。
ほかのフ ィールドをデフォル ト設定にするか、 WebLogic Server 7.0 マニュア
ルを参照してその他の値を設定します。

注意 : 順序付けされたキューに対して優先順位を設定しないでください。

4. 1-21 ページの 「WebLogic Integration の終了」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration をシャ ッ ト ダウンします。
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5. 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration を再起動します。

6. サーバが再び実行されたら、 WebLogic Server Administration Console を再起
動し、 [JMS｜サーバ｜ WLIJMSServer｜送り先のコンフ ィ グレーシ ョ ン ] 
を選択して、 キューが作成されている こ と を確認します。

mdbgenerator ユーテ ィ リ テ ィ を実行する手順は次のとおりです。

1. コマンド  ウ ィン ド ウを開き、 WebLogic Integration インス トール ディ レ ク ト
リの bin サブディ レク ト リに移動します。

2. コマンド  プロンプ ト で、 次のよ うに入力します。

mdbgenerator -queue queue_name [-min number] [-max number]
[-order number] [-transact] [-validate] [-timeout seconds] [-help]

次の表では、 mdbgenerator コマンドのオプシ ョ ンを示します。

表 3-6  mdbgenerator コマンド  ライン オプション

オプション 説明

-queue queue_name MDB を生成するカスタム  キュー名。 このオプシ ョ ンは
必須。

-min number 順序付けされていない リ スナの最少数。

-max number 順序付けされていない リ スナの最大数。

-order number 順序付けされた リ スナの数。 31 以下の素数でなければな
らない。

-transact ト ランザクシ ョ ンを必須に設定する。

-validate XML 検証を有効にする。
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queue_name-mdb- generator.jar ファ イルが bin ディ レク ト リに作成され
ます。

3. 生成したファ イルを、 WebLogic Integration インス トール ディ レク ト リの 
lib サブディ レク ト リに移動します。

4. ド メ インで実行されている場合は、 1-21 ページの 「WebLogic Integration の
終了」 の説明に従って、 WebLogic Integration をシャ ッ ト ダウンします。

5. ド メ インの config.xml ファ イルを開きます。

6. 次の XML タグを追加します。

<Application Name=”WebLogic Integration” 
Path=”c:/bea/weblogic700/integration/lib>

他のすべての <EJB Component> 要素の後に、 次の行を追加します。

<EJBComponent Name="MyComponent" Targets="myserver" 
URI="queue_name-mdb-generator.jar"/>

注意 : config.xml ファ イルでは、 大文字と小文字を区別します。 正しい形
式でテキス ト を入力して ください。

7. path/META-INF ディ レク ト リにある  application.xml ファ イルを更新しま
す。 こ こで path は、 手順 6 に示すよ うに （太字で強調）、 application 要素の 
Path 属性によ り指定された位置を示します。 たとえば、 手順 6 では 
application.xml ファ イルは、 次のディ レク ト リに配置されます。

c:\bea\weblogic700\integration\lib\META-INF

-timeout seconds ト ランザクシ ョ ン タイムアウ ト を設定する （秒単位）。

このオプシ ョ ンは、 デフォル トで、 30 秒に設定されてい
る。

この値は、 transact フラグが設定されていない場合に
のみ使用される。 transact フラグが設定されている場
合、 ユーティ リ テ ィは、 WebLogic Server ト ランザク
シ ョ ン  タ イムアウ ト値を使用する。 この値は、
Administration Console で設定でき、 デフォルトでは 30。

-help コマン ドの用法を示す構文を表示する。

表 3-6  mdbgenerator コマンド  ライン オプション

オプション 説明
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J2EE コンポーネン ト のデプロイ順は、 application.xml ファ イルでのコン
ポーネン ト の順序によ り決定されます。

警告 : application.xml ファ イルで示されている  WebLogic Integration コン
ポーネン ト を削除した りその順序を変更した りするこ とは避けて くだ
さい。

application.xml ファ イルの application 要素の終わり付近にある  
bpm-init-ejb.jar module 要素のすぐ前に、 JAR ファ イル用の <module> 
要素および <ejb> 要素を追加します。 たとえば、 コード  リ ス ト  3-4 で太字
で強調されているコード行を参照して ください。

コード  リス ト  3-2   サンプル ド メインの application.xml ファイル

<!DOCTYPE application PUBLIC '-//Sun Microsystems, Inc.//DTD J2EE Application 
1.2//EN' 'http://java.sun.com/j2ee/dtds/application_1_2.dtd'>
<application>

<display-name>WebLogic Integration</display-name>
.
.
.
<module>

<ejb>queue_name-mdb-generator.jar</ejb>
</module>

<!--BPM Initialization Bean must be deployed after BPM plug-ins-->
<module>

<ejb>bpm-init-ejb.jar</ejb>
</module>

</application>

8. ファ イルを保存します。

9. 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration を再起動します。
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ビジネス オペレーショ ンに対する EJB と  
Java クラスのデプロイ

EJB をデプロイして、 関連付けられたビジネス  オペレーシ ョ ンを  WebLogic 
Integration で使用できるよ うにする手順は次のとおりです。

1. EJB JAR ファ イルを  WLI_HOME/lib ディ レク ト リにコピーまたは移動します。

2. EBJ のデプロイ メ ン ト記述子を  WebLogic Integration application 要素に追
加します。

EJB デプロイ メ ン ト記述子ファ イルの詳細については、 次の URL から  BEA 
WebLogic Server ドキュ メ ンテーシ ョ ン内の 『WebLogic エンタープライズ 
Java Beans プログラマーズガイ ド』 の 「WebLogic Server への EJB のデプロ
イ」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ejb/deploy.html

3. コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イル config.xml を手動で更新して、 EJB を  
WebLogic Integration の application 要素に追加します。 このファ イルは、
DOMAIN_HOME ディ レク ト リに配置されています。 こ こで、 DOMAIN_HOME はド
メ インのルートのフル パス名 （たとえば、 c:\bea\user_projects\domain）

です。

この手順については、 3-39 ページの 「WebLogic Integration application 要素
に EJB を追加する」 を参照して ください。 WebLogic Integration 
application 要素の初期コンフ ィ グレーシ ョ ンについては、 図 A-3 で示しま
す。 （詳細については、 付録 A 「WebLogic Integration サンプル コンフ ィ グ
レーシ ョ ン  ファ イル」 を参照して ください）。

カスタム Java ク ラスをデプロイして、 WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンで
使用できるよ うにするには、カスタム Java ク ラスを格納する  JAR (Java Archive) 
ファ イルを、 CLASSPATH に追加する必要があ り ます。 この手順については、 3-42 
ページの 「Java ク ラスの CLASSPATH への追加」 を参照して ください。

注意 : WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ン とい う用語は、 WebLogic 
Integration を使用して開発されたアプ リ ケーシ ョ ンを意味します。 この
用語を  config.xml ファ イルの WebLogic Integration application 要素
や WLI application 要素と混同しないでください。 WebLogic 
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Integration application 要素は、 WebLogic Integration を構成する  J2EE 
コンポーネン ト の集ま り を含みます。 WebLogic Integration サンプル 
config.xml ファ イルでは、 WLI が、 WebLogic Integration を構成する  
J2EE コンポーネン ト の集ま り を含む application 要素の名前です。 コン
フ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードで生成された  config.xml ファ イルでは、
WebLogic Integration が、 WebLogic Integration を構成する  J2EE コン
ポーネン ト の集ま り を含む application 要素の名前です。

WebLogic Integration application 要素に EJB を
追加する

EJB を  WebLogic Integration application 要素に追加する手順は次のとおりで
す。

1. config.xml (DOMAIN_HOME ディ レ ク ト リにあるコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イ
ル ) を更新して、 WebLogic Integration application 要素に関連付けられた
デプロイ メン ト記述子ファ イルを指定します。

EJB 記述子ファ イルを指定するには、 <EJBComponent> 要素を使用します。

次のコード  リ ス トは、 サンプル ド メ インの config.xml ファ イルから抜粋
したものです。 このコード  リ ス ト には、 MyEJB.jar とい う名前の EJB をデ
プロイするのに必要な情報が示されています。 このファ イルは、
SAMPLES_HOME/integration/config/samples ディ レク ト リに配置されて
います。 こ こで、 SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform サンプル ディ レク
ト リ を示します。 重要なコード行は、 太字で表示されています。

コード  リス ト  3-3   WebLogic Integration application 要素に EJB を追加する

<Application Name="WebLogic Integration"
  Path="c:/bea/weblogic700/integration/lib" TwoPhase="true">

<!--Repository-->
<EJBComponent Name="repository-ejb.jar" Targets="myserver"
   URI="repository-ejb.jar" />

<!--B2B-->
<EJBComponent Name="WLI-B2B Startup" Targets="myserver" 
   URI="b2b-startup.jar" />
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<WebAppComponent Name="TransportServlet" Targets="myserver"
   URI="b2b.war" />
<EJBComponent Name="WLI-B2B RN MDB" Targets="myserver"
   URI="b2b-rosettanet.jar" />
<WebAppComponent Name="b2bconsole" ServletReloadCheckSecs="1"
   Targets="myserver" URI="b2bconsole.war"/>

<!--AI-->
<EJBComponent Name="WLI-AI Server" Targets="myserver"
   URI="wlai-server-ejb.jar"/>
<WebAppComponent Name="wlai" URI="wlai.war" Targets="myserver"/>
<EJBComponent Name="WLI-AI Async Processor" Targets="myserver"
   URI="wlai-asyncprocessor-ejb.jar"/>
<EJBComponent Name="WLI-AI Event Processor" Targets="myserver"
   URI="wlai-eventprocessor-ejb.jar"/>

<!--BPM-->
<EJBComponent Name="wlpi-ejb.jar" Targets="myserver" URI="wlpi-ejb.jar" />
<EJBComponent Name="wlpi-master-ejb.jar" Targets="myserver"
   URI="wlpi-master-ejb.jar" />
<EJBComponent Name="wlpi-mdb-ejb.jar" Targets="myserver"
   URI="wlpi-mdb-ejb.jar" />

<!--XT-->
<EJBComponent Name="wlxtpi.jar" Targets="myserver" URI="wlxtpi.jar"/>

<!--Plugins-->
<EJBComponent Name="WLI-B2B RN Plugin for BPM" Targets="myserver"
   URI="wlc-wlpi-plugin.jar" />
<EJBComponent Name="WLI-B2B EBXML Plugin for BPM" Targets="myserver"
   URI="ebxml-bpm-plugin.jar"/>
<EJBComponent Name="WLI-AI Plug-In for BPM" Targets="myserver"
   URI="wlai-plugin-ejb.jar"/>
<WebAppComponent Name="WLAIPlugin" URI="wlai-plugin.war" Targets="myserver"/>
<WebAppComponent Name="XTPlugin" Targets="myserver" URI="wlxtpi.war"/>

<!--Samples-->
<WebAppComponent Name="com.bea.wlpi.SamplePlugin" Targets=""
   URI="sampleplugin.war"/>
<EJBComponent Name="sampleplugin-ejb.jar" Targets=""
   URI="sampleplugin-ejb.jar"/>
<EJBComponent Name="wlxtejb.jar" Targets="" URI="WLXTEJB.jar"/>
<EJBComponent Name="pobean.jar" Targets="myserver" URI="pobean.jar"/>

<!--BPM Initialization-->
<EJBComponent Name="WLI-BPM Initialization" Targets="myserver"
   URI="bpm-init-ejb.jar"/>
<EJBComponent Name="WLI Error Listener" Targets="myserver"
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   URI="wli-errorlistener-mdb.jar"/>
</Application>

注意 : WebLogic Integration の最後すなわち WLI の application 要素リ ス ト
（</Application> タグの前） に EJB を追加します。

警告 : サンプル config.xml ファ イルでは、 WLI が、 WebLogic Integration を構
成する  J2EE コンポーネン トの集ま り を含む application 要素の名前です。
コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードで生成された config.xml ファ イルで
は、 WebLogic Integration が、 WebLogic Integration を構成する  J2EE 
コンポーネン ト の集ま り を含む application 要素の名前です。

config.xml ファ イルの更新の詳細については、 次の URL から  BEA 
WebLogic Server ドキュ メ ンテーシ ョ ン内の 『WebLogic Server コンフ ィグ
レーシ ョ ン リ ファレンス』 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/config_xml/index.ht
ml

2. application.xml ファ イルを更新します。 このファ イルは、 path/META-INF 
ディ レ ク ト リに配置されています。 こ こで、 path は、 コード  リ ス ト  3-3 で
示す （太字で強調） よ うに、 application 要素の Path 属性で指定された位置を
意味します。 コード  リ ス ト  3-3 のサンプルでは、 application.xml ファ イ
ルは、 次のディ レク ト リに配置されています。

c:\bea\weblogic700\integration\lib\META-INF

次のコード  リ ス トは、 サンプル ド メ インの application.xml ファ イルから
抜粋したものです。 このコード  リ ス トには、 MyEJB.jar とい う名前の EJB 
をデプロイするのに必要な情報が示されています。

EJB JAR ファ イルのデプロイ順は、 application.xml ファ イルでの EJB 
JAR ファ イルの並び順によって決ま り ます。 複数の EJB JAR ファ イルを追
加するケースでは、 EJB A が EJB B に依存する場合、 必ず、 EJB B を先にデ
プロイ して ください。

警告 : application.xml ファ イルで示されている  WebLogic Integration EJB 
JAR ファ イルや WAR ファ イルを削除した りその順序を変更した りす
るこ とは避けて ください。

EJB JAR ファ イルを指定するには、 application.xml ファ イルの 
application 要素の終わり付近にある  bpm-init-ejb.jar module 要素のす
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ぐ前に、 各 EJB JAR ファ イルの <module> 要素および <ejb> 要素を追加し
ます。 たとえば、 コード  リ ス ト  3-4 で強調表示されているコード行を参照し
て ください。

コード  リスト  3-4   サンプル ド メインの application.xml ファイル

<!DOCTYPE application PUBLIC '-//Sun Microsystems, Inc.//DTD J2EE Application
  1.2//EN' 'http://java.sun.com/j2ee/dtds/application_1_2.dtd'>
<application>

<display-name>WebLogic Integration</display-name>
.
.
.
<module>

<ejb>MyEJB.jar</ejb>
</module>

<!--BPM Initialization Bean must be deployed after BPM plug-ins-->
<module>

<ejb>bpm-init-ejb.jar</ejb>
</module>

</application>

3. 1-1 ページの 「はじめに」 の説明に従って、 サーバを再起動します。

Java クラスの CLASSPATH への追加

以下のいずれかの方法で、 カスタム Java ク ラスの JAR ファ イルをサーバの 
CLASSPATH に追加できます。

� JAR ファ イルを setenv コマンド  ファ イルに追加する方法
JAR ファ イルを  setEnv コマンド  ファ イルの WLISERVERCP 環境変数に追加
する と、 マシンにインス トールされている任意の WebLogic Integration ド メ
インで使用できるよ うにな り ます。 startWeblogic を実行するたびに、
setEnv コマンドが呼び出されてから、 サーバを起動する  Java コマンドが発
行されます。
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� JAR ファ イルを startWeblogic コマンド  ファ イルに追加する方法
startWeblogic コマンド  ファ イルで指定した  CLASSPATH に JAR ファ イル
を追加する と、 そのコマンド  ファ イルで起動したサーバ上でのみ Java ク ラ
スを使用できるよ うにな り ます。

JAR ファイルを setenv コマンド  ファイルに追加する方法

JAR ファ イルを  setEnv コマンド  ファ イルに追加する手順は次のとおりです。

1. WLI_HOME/setEnv.cmd (Windows) または WLI_HOME/setenv.sh (UNIX) を任
意のテキス ト  エディ タで開きます。

2. 次の行を追加します。

set WLISERVERCP=%WLISERVERCP%;%JAVA_HOME%\lib\tools.jar

3. 絶対パス名をこの文の最後に追加します。 セ ミ コロンで、 既存のエン ト リ と
新しいエン ト リ を区切 り ます。

4. ファ イルを保存して閉じます。

Java ク ラスをク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンで使用できるよ うにするために、
WebLogic Integration ク ラ イアン トに対する  CLASSPATH の設定に使用した WLICP 
変数に Java ク ラスを追加する こ と もできます。

注意 : WLISERVERCP 環境変数は、 startWeblogic コマンド  ファ イルに表示さ
れないこ とがあ り ます。 ド メ インご とに、 setEnv コマンド  ファ イルの
後で setDomainTypeData ファ イルが呼び出されます。 WLISERVERCP 環
境変数の値は、 このコマンド  ファ イルの SVRCP 環境変数に転送されま
す。

JAR ファイルを startWebLogic コマンド  ファイルに追加す
る方法

JAR ファ イルを  startWeblogic コマンド  ファ イルに追加する手順は次のとおり
です。

1. startWeblogic.cmd コマンド  ファ イル （Windows） または startWeblogic 
コマンド  ファ イル （UNIX） を任意のテキス ト  エディ タで開きます。

2. サーバを起動する  Java コマンドを見つけます。
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REM Start weblogic
%JAVA_HOME%\bin\java %DB_JVMARGS% -Xmx256m -classpath %SVRCP%...

3. サーバ起動コマンドのすぐ上に次のコマンドを追加します。

set SVRCP=%SVRCP%;MyJAR

こ こでは、 MyJAR は、 Java ク ラスを格納する  JAR ファ イルの絶対パス名で
す。

4. ファ イルを保存して閉じます。
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NULL 変数をサポートする BPM のコンフ ィ
グレーション

startWeblogic コマンドの Java コマンドに次の行を追加する こ とで、 サーバ起
動時に NULL 変数のサポート を有効にできます。

-Dwli.bpm.server.evaluator.supportsNull=true

サーバを起動する  Java コマンドに追加する と きに、 このオプシ ョ ンは、 BPM に
対する  NULL 変数サポート を有効にします。 このオプシ ョ ンが false に設定さ
れている場合、 またはコマンドで指定されていない場合、 NULL 変数サポートは
無効です。

サーバがド メ インで起動し、 式が初めて評価される と、 NULL 変数サポートのス
テータスを示すメ ッセージが表示されます。

� NULL サポートが有効になっている場合、 「WebLogic Integration BPM 
server supports NULL」 とい う メ ッセージが表示されます。

� NULL サポートが無効になっている場合、 「WebLogic Integration BPM 
server does not support NULL」 とい う メ ッセージが表示されます。

サーバは、 式を初めて評価した と きに一度だけこのメ ッセージを表示します。

以下の節では、 NULL サポートが有効になっている と き、 および無効になってい
る と きの変数の初期値と式の評価の仕組みについて説明します。

 wli.bpm.server.evaluator.supportsNull=true

wli.bpm.server.evaluator.supportsNull=true の場合は、 以下の規則が適
用されます。

� 値 NULL (大文字でも小文字でも可 ) は、 null を発行する式で有効な定数とな
り ます。 たとえば、 ワークフロー変数 $a 式 NULL を設定します。
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� 演算子 = および <> を、 NULL 値の比較に使用できます。 その他の比較演算
子 (>=, < ... ) で他の NULL 値のものはすべて、 false にな り ます。

たとえば、 ワークフロー変数 $a および $c に NULL 値があ り、 $b に非 
NULL 値がある場合は、 次のよ うにな り ます。

$a=NULL      true
$a=$c        true
$a<>NULL     false
$b<>NULL     true
$b>$a        false

� 算術演算式に NULL 値を使用する こ とはできません。 たとえば、 $a * NULL 
では、 例外が発生します。

� 論理演算式に NULL 値を使用する こ とはできません。 たとえば、
$a XOR NULL では、 例外が発生します。

� 文字列連結 （StrCat） では、 NULL 値を使用できます。 たとえば、 "wli "+ 

NULL では "wli null" とい う結果にな り ます。

� 変数初期値に関して、 変数には初期値が割り当てられません。 つま り、 すべ

ての変数は、 初期値と して NULL を持ちます。 これは、 NULL サポートが無
効の場合に適用される機能とは異な り ます。

� どのタイプの変数にも  NULL 値を割 り当てるこ とができます。

� NULL 変数値は、 Studio でモニタおよび更新できます。 ワークフロー インス
タンスをモニタする場合、 NULL 変数値は null と表示されます。 [変数を更
新 ] ダイアログ  ボッ ク スで、 変数値を  null に設定できます。

次の節では、 wli.bpm.server.evaluator.supportsNull=false の場合に適用
される規則について説明します。 このオプシ ョ ンを  true に設定する前に、 違い
を理解しておく こ とが重要です。

旧バージ ョ ンで定義されたワークフローまたは NULL サポートが無効なワーク
フローは、 影響を受ける機能に依存している場合、 以前と同じ よ うには機能しま
せん。 従来のワークフローを再検証し、 適切なワークフロー変数値を初期化する
必要があ り ます。 そ う しない場合、 NULL 変数サポート を有効にした場合にワー
クフローが機能しない可能性があ り ます。
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wli.bpm.server.evaluator.supportsNull=false

wli.bpm.server.evaluator.supportsNull=false の場合、 WebLogic 
Integration プロセス エンジンは、 旧 リ リース と まった く同じ よ うに動作します。
以下の規則が適用されます。

� 値 NULL (大文字でも小文字でも可 ) は、 どの式でも有効ではあ り ません。 た
とえば、 $a * NULL は無効です。

� All comparison operations (=, <>, >=, < ... ) on any null value yield false.

たとえば、 ワークフロー変数 $a および $c に NULL 値があ り、 $b に非 
NULL 値がある場合は、 次のよ うにな り ます。

$a=$c      false
$a<>$c     false
$b<>$c     false
$b>$a      false

� 算術演算式に NULL 値を使用するこ とはできません。 たとえば、 $b * NULL 
では、 例外が発生します。

� 論理演算式に NULL 値を使用するこ とはできません。 たとえば、 $a XOR 

NULL では、 例外が発生します。

� 文字列連結 （StrCat） では、 NULL 値を使用できます。 たとえば、 "wli "+ 

EventAttribute("not-existing-attribute") では、 "wli null" とい う
結果にな り ます。

� 変数は、 以下の初期値に設定されます。

String       ""
Boolean      false
Integer      0
Double       0.0
Date         現在の日付
Entity       Null
Session      Null
Object       Null
XML          Null

� 文字列変数にのみ、 NULL 値を割 り当てるこ とができます。 NULL 値をほか
のタイプの変数に割 り当てる と、 例外が発生します。

� NULL 変数値をモニタまたは更新するこ とはできません。
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BPM セキュリテ ィ  モデルについて

WebLogic Integration の Business Process Management (BPM) 機能用のセキュ リ
テ ィ  モデルには、 以下の特性があ り ます。

� ユーザおよびグループは、 BEA WebLogic Server セキュ リテ ィ  レルムで保持
されます。

� オーガニゼーシ ョ ンは、 セキュ リ テ ィ  レルムの外にある  BPM 固有のエン
ティテ ィです。

� ロールは、 WebLogic Server グループにマップされます。

注意 : WebLogic Server Security Service に関する重要な背景知識を得るには、
次のドキュ メ ン ト を参照して ください。

� 『BEA WebLogic Platform Security の紹介』 －他の BEA WebLogic 
Platform コンポーネン ト を使用して  BPM を使用する計画を立てる場
合、 このドキュ メ ン トの情報は重要です。

� 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の

「WebLogic Integration セキュ リ テ ィの使い方」 － WebLogic 
Integration セキュ リ テ ィの概要を説明し、 WebLogic Integration ド メ
インのセキュ リテ ィのコンフ ィ グレーシ ョ ンに関する実用的なアドバ
イスを掲載しています。

コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードを使用して、 BPM 機能をサポートする ド メ イ
ンを作成する と、 ド メ インは FileRealm セキュ リ テ ィ  レルムを使用するよ うにコ
ンフ ィグレーシ ョ ンされます。 このタイプのレルムでは、 デフォル ト  ユーザ、
グループ、 およびアクセス制御 リ ス ト （ACL） は、 ド メ イン ディ レク ト リにあ
る  fileRealm.properties ファ イルに保持されます。

デフォル トの RDBMSRealm のコンフ ィ グレーシ ョ ンも行えます。 ド メ インの 
RDBMS レルムのコンフ ィグレーシ ョ ンを行う手順は次のとおりです。

� config.xml ファ イルに、 手動で要素を追加します。 手順については、 『BEA 
WebLogic Integration 移行ガイ ド 』 の 「WebLogic Integration 2.1 から  
WebLogic Integration 7.0 への移行」 の 「RDBMS レルム からの移行」 で説明
します。
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� rdbmsrealm.jar ファ イルのパスを  classpath に追加します。 デフォル トで
は、 この JAR ファ イルは WLI_HOME\lib ディ レク ト リに配置されています。

このレルムのコンフ ィグレーシ ョ ンを行う と、 ユーザとグループは、 WebLogic 
Integration リポジ ト リ用にコンフ ィグレーシ ョ ンされたデータベースで保持され
ます。

BPM 定義の ACL オブジェ ク ト は、 ユーザとグループでは違った方法で管理され
ます。 RDBMSRealm を有効にしても、 ACL オブジェ ク トは、 FileRealm 
(fileRealm.properties ファ イル ) に格納され、 WebLogic Server 
Administration Console で管理する必要があ り ます。

既存の FileRealm を使用した り、 RDBMSRealm を有効にした り、 代わりのセ
キュ リテ ィ  レルムをコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とができます。 サポート され
ている  WebLogic Server セキュ リ テ ィ  レルムのタイプの概要については、 次の 
URL から 「セキュ リ テ ィの基礎概念」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/security/concepts.htm

l 

コンフ ィグレーシ ョ ンするセキュ リ テ ィ  レルムのタイプに関わらず、 セキュ リ
テ ィ  レルムが 3-51 ページの 「セキュ リ テ ィ  レルムのガイ ド ラ イン」 のガイ ド ラ
インに従っている限 り 、 WebLogic Integration Studio でユーザ、 オーガニゼー
シ ョ ン、 およびロールの作成を継続できます。

注意 : WebLogic Integration および WebLogic Server のユーザ名とパスワード
（WebLogic Integration Studio を使用して作成されたユーザ） は、 JDK が
サポートする文字セッ トに含まれる任意の文字 （国際文字を含む） で構
成できます。

RDBMSRealm を有効にする手順については、 3-52 ページの 「RDBMS セキュ リ
テ ィ  レルムの有効化」 で説明します。

カスタム セキュ リ テ ィ  レルムを作成する手順については、 3-54 ページの 「カス

タム セキュ リ テ ィ  レルムのコンフ ィグレーシ ョ ン」 で説明します。 別のタイプ
（NT または UNIX など） のセキュ リ テ ィ  レルムを作成する場合は、 WebLogic 
Server マニュアルで手順を参照して ください。
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BPM ユーザ グループおよびパーミ ッシ ョ ン

BPM 機能をサポートするために、 1-9 ページの 「WebLogic Integration ユーザお
よびパスワード」 で説明されているデフォル ト  ユーザは、 次に示す 3 種類のユー
ザ グループにま とめられます。

� パー ミ ッシ ョ ン グループ－メ ンバーは、 それぞれが実行可能な操作の種類を
基に定義されます。

� システム グループ－プロセス  エンジンが必要と します。

� ロール グループ－メ ンバーは、 BPM 定義ロールによ り定義されます。
Studio でロールを作成する と、 対応するロール固有のグループがセキュ リ
テ ィ  レルムで作成されます。

次の表に、 デフォル ト  グループとそれぞれのグループに割 り当てられたデフォ
ル ト  メ ンバーを示します。

 

表 3-7  パーミ ッション グループとメンバー

パーミ ッション グルー
プ

メンバー

AdministerUser admin、 joe、 mary、 guest、 wlisystem

ConfigureComponents admin、 joe、 mary、 guest、 wlisystem

ConfigureSystem admin、 joe、 mary、 guest、 wlisystem

CreateTemplate admin、 joe、 mary、 guest、 wlisystem

DeleteTemplate admin、 joe、 mary、 guest、 wlisystem

ExecuteTemplate admin、 joe、 mary、 guest、 wlisystem

MonitorInstance admin、 joe、 mary、 guest、 wlisystem

UpdateTemplate admin、 joe、 mary、 guest、 wlisystem
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セキュリティ  レルムのガイドライン

以下のガイ ド ラ インに従っている限り 、 代替セキュ リ テ ィ  レルムを作成できま
す。

� BPM ユーザは WebLogic Server ユーザでなければなり ません。

� system、 admin、 および wlisystem のユーザを作成する必要があ り ます。 .

� 以下の WebLogic Server グループを作成する必要があ り ます。

� すべてのパー ミ ッシ ョ ン  グループ （表 3-7 を参照）

表 3-8  システム グループとメンバー

システム グループ メンバー

everyone admin、 joe、 system、 mary、 guest、 wlisystem

wlpiAdministrators admin、 joe、 system、 mary、 guest、 wlisystem

wlpiUsers admin、 joe、 system、 mary、 guest、 wlisystem

表 3-9  ロール グループと メンバー

ロール グループ メンバー

AccountingCDE admin、 joe

CustomerServiceCDE admin

Role1Org1 admin、 joe、 mary

Role2Org1 admin、 joe、 mary

Role1Org2 admin、 joe、 mary

Role2Org2 admin、 joe、 mary

ShippingCDE admin、 mary
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� wlpiUsers グループ

� wlisystem ユーザは、 必要なすべてのグループのメ ンバーでなければな り ま
せん。

� WebLogic Integration プロセス  エンジンまたは XML リポジ ト リへのアクセ
スが必要なユーザは、 wlpiUsers グループのメ ンバーでなければな り ませ
ん。

代替セキュ リ テ ィ  レルムの作成手順については、 WebLogic Server 7.0 マニュア
ルを参照して ください。

以上のガイ ド ラ インに従っている管理可能なセキュ リ テ ィ  レルムが格納され、
次の節の説明に従ってコンフ ィ グレーシ ョ ンされたら、 WebLogic Integration 
Studio で追加ユーザ、 ロール、 およびオーガニゼーシ ョ ンを作成し、 パー ミ ッ
シ ョ ンをユーザと ロールに割 り当てるこ とができます。 情報と手順は、
『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「データの管理」 を参照して

ください。

RDBMS セキュリティ  レルムの有効化

デフォル ト  FileRealm のセキュ リテ ィ  レルムを  RDBMSRealm に変更する手順は
次のとおりです。

1. RDBMS レルムで使用されるデータベースに WebLogic Integration リポジ ト
リが格納されているこ と を確認して ください （Integration データベース ウ ィ
ザードを使用して、 リ ポジ ト リ をデータベースに格納するこ とができます。
このウ ィザードを起動するには、 [ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic 
Platform 7.0｜ WebLogic Integration 7.0｜ Integration Examples ｜ Integration 
Database Wizard] を選択して ください）。

2. config.xml ファ イルに要素を手動で追加して、 RDBMSRealm のコンフ ィグ
レーシ ョ ンを行います。 手順については、 『BEA WebLogic Integration 移行ガ
イ ド』 の 「WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行」
の 「RDBMS レルムからの移行」 で説明します。

3. 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration を起動します。

4. 2-8 ページの 「WebLogic Server Administration Console の起動」 の説明に従っ
て、 WebLogic Server Administration Console を起動します。
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5. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [以前のセキュ リ テ ィ ] を選択します。

6. [ ファ イルレルム ] タブを選択します。

注意 : 次のメ ッセージが表示されたら、 [ キャンセル ] をク リ ッ ク してこの
ウ ィ ンド ウを閉じます。

図 3-8   ページ終了の確認

7. [ キャ ッシング  レルム ] ド ロ ップダウン リ ス ト から、 [wlpiCachingRealm] を選
択します。

8. [適用 ] をク リ ッ ク します。

9. 1-21 ページの 「WebLogic Integration の終了」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration をシャッ ト ダウンします。

10.更新する ド メ インの DOMAIN_HOME ディ レク ト リに移動します。

11. fileRealm.properties ファ イルをコピーし、 名前を変更してバッ クアップ
します。

12. テキス ト  エディ タで元の fileRealm.properties ファ イルを開きます。

13. user および group で始まるすべてのエン ト リ を削除し、 ファ イルを保存し
ます。

注意 : acl で始まるエン ト リは削除しないでください。 ACL オブジェ ク ト
は、 RDBMSRealm が有効かど うかに関係な く、 常に 
fileRealm.properties ファ イルに保持されます。

14. 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration を再起動します。
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カスタム セキュリティ  レルムのコンフ ィグレー
ション

カスタム セキュ リ テ ィ  レルムのコンフ ィグレーシ ョ ンには、 次のタスクが必要
です。

1. カスタム レルムの作成

2. キャ ッシング レルム （wlpiCachingRealm） のコンフ ィ グレーシ ョ ン

3. キャ ッシング レルムの有効化

4. RDBMSRealm の削除 （省略可）

以下の各節では、 各タスクの手順について説明します。

カスタム レルムの作成

カスタム セキュ リ テ ィ  レルムを作成する手順は次のとおりです。

1. 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 WebLogic 
Integration を起動します。

2. 2-8 ページの 「WebLogic Server Administration Console の起動」 の説明に従っ
て、 WebLogic Server Administration Console を起動します。

3. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [以前のセキュ リテ ィ｜レルム ] を選択し、 [ レル
ム ] をク リ ッ ク します。

4. 右ペインで、 [新しい Custom Realm のコンフ ィグレーシ ョ ン ] リ ンクを選択
します。

新しいレルムの [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブが表示されます。

5. カスタム レルム名を入力します。 たとえば、
「CUSTOMRealmForNetscapeDirSvr」 などです。

注意 : ほかのタブおよび属性は無視できます。 これらの設定は使用されませ
ん。
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6. 『WebLogic Server Administration Console Online Help』 の 「セキュ リ テ ィ互

換性モード」 の 「カスタム セキュ リテ ィ  レルムのインス トール」 の説明に
従って、 カスタム レルムを作成します。

7. [作成 ] をク リ ッ ク します。

キャッシング レルムのコンフ ィグレーション

キャッシング レルムをコンフ ィ グレーシ ョ ンする手順は次のとおりです。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [以前のセキュ リ テ ィ｜キャッシング  レルム｜
wlpiCachingRealm] を選択します。

2. [基本レルム ] ド ロ ップダウン リ ス ト から、 作成したレルムを選択します。

3. 右ペインで、 [新しい Caching Realm のコンフ ィグレーシ ョ ン ] を選択しま
す。

4. [ キャ ッシュで大文字 / 小文字を区別 ] オプシ ョ ンをオフにします。

5. [作成 ] をク リ ッ ク します。

WLPI キャッシング レルムの有効化

WLPI キャ ッシング レルムを有効にする手順は次のとおりです。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [ セキュ リ テ ィ ] を選択します。

2. [ ファ イルレルム ] タブを選択します。

注意 : 次のメ ッセージが表示されたら、 [ キャンセル ] をク リ ッ ク してこの
ウ ィ ンド ウを閉じます。

図 3-9   ページ終了の確認
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3. [ キャッシング レルム ] ド ロ ップダウン  リ ス トから、 [wlpiCachingRealm] 
を選択します。

4. [適用 ] をク リ ッ ク します。

キャッシング レルムの削除

注意 : この手順は省略可能です。

RDMBS レルムを削除する手順は次のとおりです。

1. ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [ セキュ リ テ ィ｜レルム ] を選択します。

2. wlpiRDBMSRealm の右にあるゴ ミ箱アイコンをク リ ッ ク します。

注意 : キャ ッシング レルムで参照される  RDBMS レルムを削除する場合、
config.xml ファ イルを編集してキャッシング  レルムの BasicRealm 属
性の値を変更して新しいカスタム  レルムを指定するよ うにしなければな
らないこ とあ り ます。

パスワードの更新

システム セキュ リ テ ィを確実なものにするために、 以下の手順に従って、 1-9 
ページの 「WebLogic Integration ユーザおよびパスワード」 で示されているデ
フォル ト  パスワードを更新します。

警告 : wlisystem ユーザ名およびパスワードは、WebLogic Integration リポジ ト
リに格納され、 WebLogic Integration 実行時環境で使用されます。 この種
類のパスワードは、 B2B Console を使用して更新しなければなり ません。
パスワードの更新に WebLogic Server Administration Console を使用しな
いで ください。 B2B Console で wlisystem パスワードを変更する と、
WebLogic Integration リ ポジ ト リ とセキュ リ テ ィ  レルムの両方で、 パス
ワードが更新されます。

注意 : WebLogic Integration および WebLogic Server のユーザ名とパスワード
（WebLogic Integration Studio を使用して作成されたユーザ） は、 JDK が
サポートする文字セッ ト にある任意の文字 （国際文字を含む） で構成で
きます。
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システム パスワードの更新

アクテ ィブ ド メ インに対する  system ログイン用パスワードは、 次の手順に従っ
て、 WebLogic Server Administration Console で変更できます。

パスワードを変更する手順は次のとおりです。

1. 2-8 ページの 「WebLogic Server Administration Console の起動」 の説明に従っ
て、 WebLogic Server Administration Console を起動します。

2. ナビゲーシ ョ ン ツ リーから  [ユーザ ] を選択して [ ユーザ ] ページを開きま
す。

3. [ ユーザ パスワードの変更 ] セクシ ョ ンの名前フ ィールドで、 変更対象のパ
スワードを所有しているユーザの名前を入力します。

たとえば、 システム  パスワードを変更するには、 「system」 と入力します。

4. [古いパスワード ] フ ィールドに既存のパスワードを入力します。

5. [新しいパスワード ] フ ィールドに新しいパスワードを入力します。

6. [ パスワードの確認 ] フ ィールドに新しいパスワードを再入力します。

7. [変更 ] をク リ ッ ク してパスワードを更新します。

8. startWebLogic.cmd (Windows) または startWebLogic (UNIX) でド メ イン
用に指定したパスワードを変更します。

警告 : startWeblogic.cmd コマンド （Windows） または startWeblogic コマ
ンド （UNIX） が自動ログイン用にコンフ ィ グレーシ ョ ンされます。
system 用のパスワードを変更する場合、 このファ イルで指定したパス
ワードを変更する必要があ り ます。 付録 A 「WebLogic Integration サンプ
ル コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イル」 で説明されているサンプル 
startWebLogic ファ イルを参照して ください。

BPM パスワードの更新

前の節で説明したとおり、 Studio アプ リ ケーシ ョ ンで作成した  BPM ユーザ 
admin、 joe、 mary、 および新しいユーザのパスワードを  WebLogic Server 
Administration Console で更新できます。
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wlisystem パスワードの更新

wlisystem ユーザのパスワードは、 次の手順に従って、 B2B Console でのみ変更
できます。 WebLogic Server Administration Console でこのパスワードを更新しな
いでください。

wlisystem ユーザのパスワードを更新する手順は次のとおりです。

1. 2-25 ページの 「B2B Console の起動」 の説明に従って、 B2B Console を起動し
ます。

2. ナビゲーシ ョ ン ツ リーから  [B2B] を選択します。

3. まだ選択されていない場合は、 上位レベルの [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブ
を選択してから、 その下の [ セキュ リ テ ィ ] タブを選択します。

次の図に示す [ セキュ リ テ ィ ] タブが表示されます。 [ システム パスワード ] 
フ ィールドの内容は、 wlisystem ユーザのパスワードです。

図 3-10   B2B の [ コンフ ィグレーション｜セキュリティ ] タブ
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4. wlisystem パスワードを更新するには、 [ システム  パスワード ] フ ィールド
内を選択し、 間違えないよ うに新しいパスワードを入力します。

5. [適用 ] をク リ ッ ク して  wlisystem パスワードを更新します。

この手順によ り、 WebLogic Integration リ ポジ ト リおよびセキュ リ テ ィ  レル
ムの両方で、 wlisystem パスワードが更新されます。

メール セッシ ョ ン プロパティのカスタマイ
ズ

コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードを使用してド メ インを作成したと きに指定し
たメール セッシ ョ ン プロパティは、 ド メ インのメール セッシ ョ ンの基本コン
フ ィグレーシ ョ ンの設定に使用されます。 既存の設定を更新するか、 プロパティ
を追加する こ とでメール セッシ ョ ン プロパティ を変更できます。 次の手順では、
ド メ インに対する メール セッシ ョ ン  プロパティの更新方法について説明します。

ド メ インに対する メール セッシ ョ ン プロパティ を更新する手順は次のとおりで
す。

1. 1-18 ページの 「WebLogic Integration の起動」 の説明に従って、 ド メ インの 
WebLogic Server Administration Console を起動します。

2. [ サービス｜メール｜ wlpiMailSession] を選択します。 次の図に示す 
wlpiMailSession の [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] タブが表示されます。
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図 3-11   wlpiMailSession の [ コンフ ィグレーション ] タブ

3. 必要に応じて [ プロパティ ] フ ィールドの内容を編集します。

次の表では、 設定可能なプロパテ ィについて説明します。

4. 変更が完了したら、 [適用 ] をク リ ッ ク します。

表 3-10  メール セッション プロパティ

プロパティ 説明

mail.from ワークフローによって送信される電子メールの送信

元となる電子メール アドレス。

mail.host メールまたは SMTP サーバのド メ イン名。

mail.sender 受信時に電子メールに表示される送信者の名前。 デ

フォル トは WebLogic Integration。

mail.user ログオンに使用するユーザ名 （メール サーバが要
求する場合）。

mail.password ログオン認証に使用するパスワード （メール サー
バが要求する場合）。
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ド メインのルート  ディレク ト リ

WebLogic Integration の一部のコンポーネン トは、 ルー ト  ディ レク ト リの特定の
ファ イル （XML DTD など） にアクセスする必要があ り ます。 デフォル ト では、
WebLogic Integration の startWeblogic スク リプ トは、 ド メ インのホーム ディ
レク ト リ （DOMAIN_HOME） を ド メ インのルート  ディ レク ト リ と して使用します。

たとえば、 コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードを使用して 
c:/bea/user_projects/mydomain にド メ インを作成した場合、 そのディ レク
ト リが DOMAIN_HOME にな り ます。 DOMAIN_HOME ディ レク ト リの 
startWeblogic.cmd スク リプ トは、 weblogic.RootDirectory プロパティ を使
用して、 ルート  ディ レク ト リ （実行時ディ レク ト リ と も呼ぶ） を同じディ レク

ト リ （c:/bea/user_projects/mydomain） に設定します。

代替文字セッ トの使用

別のロケールで WebLogic Integration を実行する場合でも、 データベース、 オペ
レーティ ング システム、 WebLogic Integration、 および WebLogic Integration ク
ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン （Studio、 Worklist、 および Format Builder） がす
べて同じロケールで実行されている限 り、 特別なコンフ ィグレーシ ョ ンは必要あ
り ません。

インス トール後に必要な唯一の変更は、 B2B の設定です。 B2B Console で代替文
字セッ トによる入力を有効にするには、 言語および文字セッ ト設定が正し く定義
されている こ と を確認する必要があ り ます。 言語と言語のデフォル ト文字セッ ト
の設定の詳細については、 『B2B Integration Administration Console オンライン ヘ
ルプ』 の 「B2B Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン」 の 「[Preference] の設定」
を参照して ください。
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WebLogic Integration ポート番号の変更

1 台のマシン上で実行されている  2 つの WebLogic Integration インスタンスがデ
フォル トのポート番号 （7001） を共有するこ とはできません。 1 台のマシン上で 
2 つのインスタンスを実行する場合、 一方のインスタンスが使用するポート番号
を変更する必要があ り ます。

警告 : また、 WebLogic Server の リ スン ポート番号以外のパラ メータを変更し
なければならないこ と もあ り ます。 詳細については、 表 3-11 を参照して
ください。

ご使用のアプ リ ケーシ ョ ンで WebLogic Integration ポート番号を変更する手順は
次のとおりです。

� 手順 1. － WebLogic Server のリ スン  ポート番号の変更

� 手順 2. －他の WebLogic Integration ポート番号の変更

手順 1. － WebLogic Server のリスン ポート番号の
変更

WebLogic Server リ スン ポート番号は、 サーバが接続の リ スンを行う専用 
TCP/IP ポート を指定します。 サーバでコンフ ィグレーシ ョ ンされている リ スン  
ポート を変更するには、 3-62 ページの 「WebLogic Server Administration Console 
で リ スン ポート を変更する」 または 3-64 ページの 「コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ
イルを編集して リ スン  ポート を変更する」 の手順を実行して ください。

WebLogic Server Administration Console でリスン ポート
を変更する

WebLogic Server Administration Console でリ スン  ポート を変更する手順は次のと
おりです。

1. 2-8 ページの 「WebLogic Server Administration Console の起動」 の説明に従っ
て、 WebLogic Server Administration Console を起動します。
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2. WebLogic Server Administration Console の左ペインのナビゲーシ ョ ン  ツ リー
で、 [サーバ｜ myserver] を選択します。 こ こで、 myserver は、 次の図に示
すよ うに、 変更する リ スン  ポートのある  WebLogic Server の名前です )。

図 3-12   サーバの選択

次の図に示す WebLogic Server の [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] ページが表示さ
れます。

図 3-13   WebLogic Server Administration Console の [ コンフ ィグレーション
] ページ

3. [ リ スン ポート ] フ ィールドに新しいポート番号を入力して、 [適用 ] をク
リ ッ ク します。
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4. サーバを再起動して、 新しい設定を有効にします。

警告 : 必ず、 WebLogic Server Administration Console を使用して、 リ スン  ポー
ト を変更して ください。 B2B Console でポート番号を変更しないでくだ
さい。

コンフ ィグレーション ファイルを編集してリスン ポートを変
更する

注意 : サーバの実行中に、 config.xml ファ イルを編集しないでください。
サーバが実行されている と きに リ スン  ポート を更新するには、 上記の手
順を実行して ください。

config.xml ファ イルを編集して リ スン  ポート を変更する手順は次のとおりで
す。

1. 管理サーバの DOMAIN_HOME/config.xml ファ イルを任意のテキス ト  エディ タ
で開きます。

こ こで、 DOMAIN_HOME は、 ド メ インのルートへの絶対パス （たとえば、

c:\bea\user_projects\domain ディ レク ト リ ） です。

2. config.xml ファ イルで、 対象サーバの ListenPort 設定を見つけ、 リ スン 
ポート番号を変更します （コード  リ ス ト  3-5 の太字参照）。

3. ListenPort を、 同じマシンで実行されている他の WebLogic Server インス
タンスで使用していないユニークな番号に変更します。

コード  リスト  3-5   config.xml ファイルで、 リスン ポート要素を変更する

<Server
 ListenPort="7001"
 Name="myserver"
TransactionLogFilePrefix="c:\bea\weblogic700\samples/integration/config/sample

s/logs/"
 StdoutDebugEnabled="true"
 StdoutEnabled="true" 
 StdoutSeverityLevel="64" NativeIOEnabled="true">
3-64 WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ



WebLogic Integration ポー ト番号の変更
手順 2. －他の WebLogic Integration ポート番号の
変更

これ以外の WebLogic Integration ポート番号を更新するための手順は、 アプ リ
ケーシ ョ ンで WebLogic Integration のどの機能が使用されているかによって決ま
り ます。 ご使用のアプリ ケーシ ョ ンのポート番号を変更するための手順を確認す
るには、 次の表を参照して ください。

表 3-11  WebLogic Integration ポート番号の変更
 

警告 : サンプルに含まれる多 くのファ イルでは、 ポー ト番号が設定されていま
す。 サンプルでのデフォル ト  ポート番号の変更は、 エラーにつながるの
で、 お勧めできません。

ご使用のアプリケーションが実装

する WebLogic Integration の機能
実行する手順を説明している節

B2B セキュ リ テ ィ B2B Integration セキュ リ テ ィの実装の
「セキュ リ テ ィのコンフ ィグレーシ ョ

ン」 の 「SSL プロ ト コルと相互認証の
コンフ ィグレーシ ョ ン」

Application Integration 3-67 ページの 「Application View 
Console のポート番号の変更」

B2B エンジン 3-66 ページの 「B2B URI エンドポイン
トの変更」

B2B Administration Console 3-67 ページの 「B2B Console のポート番
号の変更」

Application Intergration、 B2B、 また
は BPM

3-68 ページの 「WebLogic Integration 
シャ ッ ト ダウン  ス ク リプ トの変更」
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B2B URI エンドポイントの変更

WebLogic Integration URI エンドポイン トは、 ト レーディング  パートナが B2B 
メ ッセージを リ スンする位置を指定します。 3-62 ページの 「手順 1. － WebLogic 
Server のリ スン ポート番号の変更」 の説明に従って、 WebLogic Server のリ スン  
ポート を変更しており、 しかも  WebLogic Integration B2B 機能を使用する場合

は、 B2B ト レーディ ング パートナの URI エンドポイン ト を変更する必要があ り

ます。

URI エンドポイン トのポート番号を変更する手順は次のとおりです。

1. 2-25 ページの 「B2B Console の起動」 の説明に従って、 B2B Console を起動し

ます。

2. B2B Console の左ペインのナビゲーシ ョ ン  ツ リーで、 [B2B ｜ト レーディン

グ  パートナ ] を選択します。

3. 右ペインに表示される リ ス ト から、 ご使用の WebLogic Integration アプリ

ケーシ ョ ンに関係する ト レーディ ング  パートナを選択します。

4. 右ペインで、 [URI] を選択して、 ポー ト番号を更新し、 [ 追加 / 適用 ] をク

リ ッ ク します。 チェーンのすべての URI について、 この手順を繰り返しま

す。

5. コンフ ィグレーシ ョ ンを行うすべての ト レーディ ング  パートナについて、 手

順 2 ～ 4 を繰り返します。

警告 : URI エンドポイン トは、 Bulk Loader リ ポジ ト リ  データ  ファ イルでも指

定されています。 リポジ ト リで URI エンドポイン ト のポート番号を変更

し、 しかも  Bulk Loader リ ポジ ト リにその変更を反映する場合は、 必ず、

B2B Console またはコマンド  ラ イン Bulk Loader を使用して現在のリポジ

ト リ情報をエクスポート して ください。 詳細については、 『B2B 
Integration 管理ガイ ド』 の 「B2B Integration コンポーネン トのインポー

ト とエクスポート 」 を参照して ください。
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Application View Console のポート番号の変更

3-66 ページの 「B2B URI エンドポイン ト の変更」 の説明に従って、 WebLogic 
Server のリ スン  ポート を変更し、 しかも  WebLogic Integration Application View 
Console を使用する場合は、 startAIconsole コマンドで指定されるポート番号

を更新する必要があ り ます。

startAIconsole コマンドで指定されるポート番号を更新する手順は次のとおり

です。

1. 任意のテキス ト  エディ タで、 次のいずれかのコマンド  ファ イルを開きます。

WLI_HOME/bin/startAiconsole.cmd (Windows) または 
WLI_HOME/bin/startAIconsole.sh (UNIX)

2. ポート番号を、 サーバのリ スン  ポート を更新したと き割り当てた値に設定し

ます。

3. ファ イルを保存します。

B2B Console のポート番号の変更

3-66 ページの 「B2B URI エンドポイン ト の変更」 の説明に従って、 WebLogic 
Server のリ スン  ポート を変更し、 しかも  WebLogic Integration B2B Console を使
用する場合は、 startB2Bconsole コマンドで指定されるポート番号を更新する

必要があ り ます。

startB2Bconsole コマンドで指定されるポート番号を更新する手順は次のとお

りです。

1. 任意のテキス ト  エディ タで、 次のいずれかのコマンド  ファ イルを開きます。

WLI_HOME/startB2bconsole.cmd (Windows) または 
WLI_HOME/startB2bconsole.sh (UNIX)

2. ポート番号を、 サーバのリ スン  ポート を更新したと き割り当てた値に設定し

ます。

3. ファ イルを保存します。
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WebLogic Integration シャッ トダウン スクリプト
の変更

3-66 ページの 「B2B URI エンドポイン トの変更」 の説明に従って、 WebLogic 
Server のリ スン ポート を変更した場合は、 サーバのシャ ッ ト ダウン  スク リプ ト

のポート番号を変更する必要があ り ます。

シャ ッ ト ダウン スク リプ ト のポート番号を変更する手順は次のとおりです。

1. 任意のテキス ト  エディ タで、 次のいずれかのサーバ シャ ッ ト ダウン コマン

ドのファ イル開きます。DOMAIN_HOME\stopWeblogic.cmd (Windows) または 
DOMAIN_HOME/stopWeblogic.cmd (UNIX)

たとえば、 c:\bea\user_projects ディ レク ト リの mydomain ド メ インの

サーバ ポート番号を定義する場合、

c:\bea\user_projects\mydomain\stopWebLogic.cmd ファ イルを開きま

す。

2. ポート番号を、 サーバのリ スン ポート を更新したと き設定した値に設定しま

す。

3. ファ イルを保存します。

非永続モードの B2B をデプロイする

デフォル トでは、 WebLogic Integration は、 永続モードでデプロイ されます。 こ

のモードでは、 ハード ウェア障害やネッ ト ワーク障害が発生しても  WebLogic 
Integration を復旧できます。 WebLogic Integration を永続モードでデプロイする

こ との利点については、 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン
ト 』 の 「WebLogic Integration の高可用性」 の 「WebLogic Integration の回復から

期待できるこ と」 を参照して ください。

永続モードをオフにする機能は、 WebLogic Integration で提供される  B2B 機能に

ついてのみサポート されます。 永続モードは、 WebLogic Server Administration 
console を使用してオフにできます。 詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ
ド』 の 「永続と回復のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。
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コンフ ィグレーション ファイル

この付録では、 開発者とシステム管理者向けに、 BEA WebLogic Integration のサ

ンプル コンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イルを説明します。 このファ イルは、 インス

トール時に自動的にカスタマイズされるので、サポート されているコンピュータ  
システムおよびネッ ト ワークで動作します。 必要な情報を説明しながら、 各サン
プル ファ イルを示していきます。

この付録の ト ピッ クは以下のとおりです。

� config.xml

� setEnv

� startWeblogic

� fileRealm.properties

各ファ イルには、 インス トール プログラムによって更新されるパラ メータのサ

ンプル値が含まれています。 このサンプル値は、 太字で強調表示します。

注意 : config.xml などのファ イルで使用される頭辞語は、 旧リ リースから引

き継がれている ものです。 WLC は B2B、 WLPI は Business Process 
Management (BPM)、 WLAI は Application Integration、 WLXT は Data 
Integration を表しています。
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config.xml

サンプル ド メ インは、 インス トール時に次に示す一連のタスクのいずれかを実

行した場合に作成されます。 このド メ インで、 WebLogic Integration サンプル ア
プ リ ケーシ ョ ンを実行できます。

� 標準的なインス トール オプシ ョ ンを選択した。

� カスタム インス トール オプシ ョ ンを選択し、 インス トールする項目の 1 つ
に WebLogic Integration サンプルを選んだ。

ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンは、 XML (eXtensible Markup Language) で定義

されます。 サンプル ド メ イン  コンフ ィグレーシ ョ ンの永続ス ト レージは、

SAMPLES_HOME/samples/integration/config に配置される  config.xml に
よって提供されます。 こ こで、 SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform のサンプ

ル ディ レク ト リです。 この項では、 WebLogic Integration サンプル ド メ インの 
config.xml ファ イルの内容について説明します。

config.xml で捕捉された設定を  WebLogic Server Administration Console で表示

および変更できます。 2-8 ページの 「WebLogic Server Administration Console の
起動」 の説明に従って WebLogic Server Administration Console を起動する と、

サーバのホーム ページが表示されます。 左ペインに表示されたナビゲーシ ョ ン  
ツ リーの項目は、 config.xml ファ イルで定義された要素と属性に対応していま

す。

config.xml ファ イルのルート要素は Domain です。 次の図で示すよ うに、 ファ

イルのこのセクシ ョ ンでは、 Application Integration DBMS サンプル アダプタ、

BEA WebLogic Adapter for Peregrine Power.Enterprise!、およびデフォル トの Web 
アプリ ケーシ ョ ンがデプロイ されます ( デフォル トの Web アプリ ケーシ ョ ンは、

デプロイ される他の Web アプ リ ケーシ ョ ンでは解決できない HTTP 要求に応答

します )。
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図 A-1 config.xml ファイル : パート  1

以下の 2 つの図で示すよ うに、 ファ イルの次のセクシ ョ ンでは、 WebLogic 
Integration アプリ ケーシ ョ ンで必要な  EJB と  Web アプリ ケーシ ョ ンをデプロイ

しています。

WebLogic Server では、 WebLogic Integration によ りエクスプロード された  EAR 
ファ イルおよび JAR ファ イルの位置と、WLI application.xml ファ イルおよび 
weblogic-application.xml ファ イルの位置を確認するために、 Path 属性が使

用されます （application.xml ファ イルおよび weblogic-application.xml 
ファ イルは、 path\META-INF ディ レク ト リにあ り ます）。
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WebLogic Integration J2EE コンポーネン トは、 エクスプロード された形式を使用

してデプロイ されます。 エクスプロード された形式を使用した  J2EE コンポーネ

ン トのデプロイの詳細については、 次の URL から  BEA WebLogic Server ドキュ

メ ン ト内の 『Web アプリ ケーシ ョ ンのアセンブルと コンフ ィグレーシ ョ ン』 を参

照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/webapp/basics.html

コンポーネン トがエクスプロード された形式でデプロイ される場合、
DeploymentOrder 属性は、 指定されません。 代わりに、 application.xml ファ

イルでの J2EE コンポーネン トの順序によって、 デプロイ順が決定されます。

WLI アプリ ケーシ ョ ンのコンポーネン ト をデプロイしない場合は、

application.xml ファ イルのコンポーネン ト の要素を削除しないでください。

代わりに、 Targets 属性からサーバ名を削除して ください （Targets=""）。
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図 A-2 config.xml ファイル : パート  2

次の図に示すよ うに、 config.xml ファ イルの次のセクシ ョ ンには、 Application 
Integration 機能に関連する要素が記載されます。
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図 A-3 config.xml ファイル : パート  3

次の図に示すよ うに、 config.xml ファ イルの次のセクシ ョ ンでは、 WebLogic 
Integration 用の JDBC 接続プール （wliPool）、 JDBC データ  ソース、 および 
JDBC 接続ファ ク ト リ を定義しています。
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図 A-4   config.xml ファイル : パート  4

次の図に示すよ うに、WebLogic Server Administration Console のナビゲーシ ョ ン 
ツ リーで [ サービス｜ JDBC ｜接続プール｜ wliPool] を選択する こ とによ り、

WebLogic Integration JDBC 接続プール （wliPool） の属性を表示した り更新し

た りするこ と もできます。
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図 A-5 WebLogic Integration JDBC 接続プール

JDBC コンフ ィグレーシ ョ ン更新の詳細については、 3-2 ページの 「ド メ インに

対する新しいデータベースのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

また、 次の図に示すよ うに、 WebLogic Server Administration Console のナビゲー

シ ョ ン ツ リーで [ サービス｜ JMS ｜接続ファ ク ト リ ] を選択して、 4 つの 
WebLogic Integration 接続ファ ク ト リ を表示するこ と もできます。
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図 A-6 WebLogic Integration 接続ファク ト リ

警告 : WebLogic Integration のマニュアルで指示される場合を除いて、

WebLogic Integration 接続ファ ク ト リの属性を変更しないでください。 予

期しない結果が発生するこ とがあ り ます。 たとえば、 接続ファ ク ト リの 
Default Delivery Mode を変更する と、 システム障害またはネッ ト ワーク

障害が発生した場合に WebLogic Integration を復旧できないこ とがあ り

ます。

パフォーマンスを最適なものにするために、 JMS JDBC ス ト アのプレフ ィ ッ クス

名をご使用のデータベースに合わせてカスタマイズして ください。 プレフ ィ ッ ク
ス名については、 次の構文を使用して ください。

[[catalog.]schema.]prefix]

JMS ス ト ア プレフ ィ ッ ク ス名を更新するには、 [ サービス｜ JMS ｜ス ト ア｜

JMSWLCStore] を選択します。 次の図に示す [JMSWLIStore] ページが表示され

ます。
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図 A-7 JMS ストア ページ

[ プレフ ィ ッ クス名 ] フ ィールドに適切なプレフ ィ ッ クス名 （使用するデータ

ベース  コンフ ィギュレーシ ョ ンに適合するスキーマ  プレフ ィ ッ ク ス と カタログ  
プレフ ィ ッ クスを備えたプレフ ィ ッ クス名） を入力します。 使用するデータベー
ス  コンフ ィグレーシ ョ ンに適合するスキーマ プレフ ィ ッ クス とカタログ  プレ

フ ィ ッ クスを確認するには、
DOMAIN_HOME\dbinfo\database_type\setDBVarsExt を参照して ください。

DOMAIN_HOME は、 ド メ インのルートへの絶対パス名を示し、 database_type は、
使用しているデータベース （oracle、 sybase、 db2、 mssql、 または 
pointbase） を意味します。

次の図に示すよ うに、 config.xml ファ イルの次のセクシ ョ ンでは、 WebLogic 
Integration の JMS Server が定義されます。
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図 A-8 config.xml ファイル : パート  5

また、 次の図に示すよ うに、 WebLogic Server Administration Console のナビゲー

シ ョ ン ツ リーで [ サービス｜ JMS ｜接続ファ ク ト リ ] を選択して、 WebLogic 
Integration JMS Server (WLIJMSServer) を表示する こ と もできます。
WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ A-11



A WebLogic Integration サンプル コンフ ィグレーシ ョ ン  ファイル
図 A-9 WebLogic Integration JMS Server

次の図に示すよ うに、 config.xml ファ イルの次のセクシ ョ ンには、 レルム、 セ

キュ リ テ ィ、 および他の要素が記載されます。

図 A-10   config.xml ファイル : パート  6
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セキュ リ テ ィ  レルムの詳細については、 3-48 ページの 「BPM セキュ リ テ ィ  モデ
ルについて」 を参照して ください。

次の図で示すよ うに、 config.xml ファ イルの次のセクシ ョ ンには、 Server 要素
および属性、ならびに WebLogic Integration B2B シャ ッ ト ダウン ク ラスが記載さ

れます。

図 A-11 config.xml ファイル : パート  7

ド メ イン要素で指定される ド メ イン名は、 WebLogic Server Administration 
Console で指定される ド メ イン名に対応します。 たとえば、 コンソールのナビ

ゲーシ ョ ン ツ リーから  [myserver] を選択した場合、 次の図に示すよ うにサーバ 
ページが表示されます。
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図 A-12 WebLogic Server Administration Console のサーバ ページ

このページの各タブを選択する と、 リ スン ポート 、 ログ ファ イル名、 ログ  レベ
ルおよび出力などのサーバ コンフ ィグレーシ ョ ン  パラ メータを更新できます。

設定のヘルプについては、 右上隅の疑問符をク リ ッ ク してオンラ イン ヘルプを

表示するか、 次の URL にある  WebLogic Server マニュアルを参照して ください。

 http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/index.html
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setEnv

この実行ファ イルは、 WebLogic Integration の環境変数の設定に使用します。 こ

のファ イルのインスタンスは、 WebLogic Integration インス トール ディ レク ト

リ、 およびその下の bin ディ レク ト リにあ り ます。 このファ イルは、

startWeblogic コマンド  ファ イル、 および WebLogic Integration に付属の他の

コマンド  ファ イルによって呼び出されます。

次の図に、 サンプル ド メ インの setenv スク リプ ト （Windows 上で実行する場合

は setEnv.cmd、 UNIX 上で実行する場合は setenv.sh） の最初のセクシ ョ ンを

示します。 （このスク リプ トは WLI_HOME ディ レク ト リにあ り ます。 こ こで、

WLI_HOME は、 WebLogic Integration をインス トールしたディ レク ト リです。） 太

字部分は、 インス トール時にインス トール場所を基に設定された値です。

このコマンド と このコマンドによ り設定される環境変数の詳細については、付録 
B 「WebLogic Integration コマンド」 を参照して ください。

コード リス ト  A-1   setEnv コマンド

@echo off
.
.
.
set JAVA_HOME=C:\bea\jdk131_03
set PATH=%PATH%;%JAVA_HOME%\bin
set BEA_HOME=C:\bea
set WL_HOME=C:\bea\weblogic700\server
set WLI_HOME=C:\bea\weblogic700\integration
set SAMPLES_HOME=C:\bea\weblogic700\samples
set JAVA_OPTIONS="-XX:MaxPermSize=131072k"
REM set DB2_HOME=

:checkJDK
if exist %JAVA_HOME%\lib\nul goto setCP
echo.
echo The JDK wasn’t found in directory %JAVA_HOME%.
echo Please edit the setEnv.cmd script so that the JAVA_HOME
echo variable points to the location of your JDK.
goto error

:setCP
REM Set the WLI common Classpath
set WLICOMMONCP=

for %%a in (
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      wlicommon.jar,
) do call :wlicmnlib %%a

.

.

.

startWeblogic 

この実行コマンド  ファ イルは WebLogic Server を起動します。 このコマンドは、

config.xml ファ イルの内容を使用して、 対応する ド メ インの config.xml ファ

イルで指定した WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ン と リ ソースをデプロイ し

ます。 このファ イルは、 各ド メ インのディ レク ト リにインス トールされます。 た
とえば、 Windows システムで、 新しいド メ イン （mydomain） をデフォル ト位置

に作成する場合、 そのド メ インの WebLogic Integration startWeblogic.cmd の
ディ レク ト リの位置は、 次のとおりです。

BEA_HOME/user_projects/mydomain

このパス名の、 BEA_HOME は、 使用する  BEA Home ディ レ ク ト リの位置を示しま

す。 たとえば、 C:\bea にな り ます。

次のリ ス トに、 サンプル ド メ インの startWeblogic.cmd (Windows) を示しま

す。 コンフ ィ グレーシ ョ ン済みのサンプル ド メ インの startWebLogic.cmd コマ
ンドは、 SAMPLES_HOME/integration/config/samples にあ り ます。 こ こで、

SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform のサンプル ディ レク ト リ を示します。

コード リスト  A-2   startWebLogic.cmd コマンド

@echo off
.
.
.
if /I "%WLI_HOME%" == "" call c:\bea\weblogic700\integration\setEnv.cmd

setlocal

call %SAMPLES_HOME%\integration\samples\bin\SetSampleData || goto :EOF
if "%DB_TYPE%" == "pointbase" goto pointbase
goto run
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:pointbase
REM Invoke ant script to finish up work
set SCRIPT=%WLI_HOME%\lib\scripts\PointbaseChecker.xml

if exist %SCRIPT% goto ant
echo WARNING: No ant script to check for pointbase (%SCRIPT%)
goto finish

:ant
%JAVA_HOME%\bin\java -classpath %WLICP% -Xmx256m org.apache.tools.ant.Main \
-buildfile %SCRIPT% || goto error

:run
REM Remove old logs.
del /f /q %WLI_SAMPLES_HOME%\*.log* > nul 2>&1
del /f /q %WLI_SAMPLES_HOME%\logs\* > nul 2>&1

REM Change directory to where DTD files are located
cd /d %WLI_SAMPLES_HOME%

REM WLIS data directory
if not exist %WLI_SAMPLES_HOME%\data mkdir %WLI_SAMPLES_HOME%\data || goto finish

REM Start weblogic
%JAVA_HOME%\bin\java %JAVA_OPTIONS% %DB_JVMARGS% -Xmx256m -classpath %SVRCP% \
 -Dbea.home=%BEA_HOME% -Dweblogic.home=%WL_HOME% \
 -Dweblogic.system.home=%SAMPLES_HOME%\integration -Dweblogic.Domain=samples \
 -Dweblogic.management.username=system -Dweblogic.management.password=security \
 -Dweblogic.Name=myserver -Dweblogic.RootDirectory=%SAMPLES_HOME%\integration \
 -Djava.security.policy=%WL_HOME%\lib\weblogic.policy \
 -Dweblogic.management.discover=false \
 -Dweblogic.SystemDataStoreConfigDirectory=%WLI_HOME%\lib \
 -Dweblogic.servlet.ClasspathServlet.disableStrictCheck=true weblogic.Server

:finish
endlocal

WebLogic Server を起動する  java コマンドの 
[-Dweblogic.management.password=security] オプシ ョ ンは、 パスワードを

提供します。 このオプシ ョ ンを削除した場合は、 パスワードを入力するよ う要求
されます。 このパスワードを変更する場合は、 このオプシ ョ ンを削除するかまた
は更新しなければな り ません。
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fileRealm.properties

このプロパティ  ファ イルは、 WebLogic Server の起動時に作成される  User、
Group、 および ACL オブジェ ク ト を制御します。

次のリ ス トでは、 サンプル ド メ インの fileRealm.properties ファ イルを示し

ます。

コード リスト  A-3   fileRealm.properties ファイル

#Fri Apr 12 22:21:45 BST 2002
acl.access.weblogic.admin.mbean.MBeanHome=wlcSamplesUser,everyone,guest
acl.boot.weblogic.server=system,everyone
acl.create.weblogic.jms.ServerSessionPool=everyone
acl.enablermonitor.WLCAdmin=admin
acl.execute.weblogic.servlet.AdminClients=system
acl.execute.weblogic.servlet.AdminConnections=system
acl.execute.weblogic.servlet.AdminEvents=system
acl.execute.weblogic.servlet.AdminJDBC=system
acl.execute.weblogic.servlet.AdminLicense=system
acl.execute.weblogic.servlet.AdminMain=system
acl.execute.weblogic.servlet.AdminProps=system
acl.execute.weblogic.servlet.AdminRealm=system
acl.execute.weblogic.servlet.AdminThreads=system
acl.execute.weblogic.servlet.AdminVersion=system
acl.execute.weblogic.servlet.Certificate=system
acl.execute.weblogic.servlet.ConsoleHelp=everyone
acl.execute.weblogic.servlet.T3AdminMain=system
acl.execute.weblogic.servlet.classes=everyone
acl.execute.weblogic.servlet.containerManaged=everyone
acl.execute.weblogic.servlet=system,everyone
acl.hubconfig.WLCAdmin=admin
acl.list.weblogic.jndi.weblogic.ejb=system,everyone
acl.list.weblogic.jndi.weblogic.fileSystem=everyone
acl.list.weblogic.jndi.weblogic.rmi=everyone
acl.list.weblogic.jndi.weblogic=system,everyone
acl.list.weblogic.jndi=everyone
acl.lockServer.weblogic.admin=system
acl.lookup.weblogic.admin.mbean.MBeanHome=wlcSamplesUser,everyone,guest
acl.lookup.weblogic.jndi.weblogic.ejb=system,everyone,guest
acl.lookup.weblogic.jndi.weblogic.fileSystem=everyone
acl.lookup.weblogic.jndi.weblogic.rmi=everyone
acl.lookup.weblogic.jndi.weblogic=everyone
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fileRealm.properties
acl.lookup.weblogic.jndi=everyone
acl.modify.weblogic.admin.acl=system
acl.modify.weblogic.jndi.weblogic.ejb=system,everyone,guest
acl.modify.weblogic.jndi.weblogic.fileSystem=everyone
acl.modify.weblogic.jndi.weblogic.rmi=everyone
acl.modify.weblogic.jndi.weblogic=system,everyone,guest
acl.modify.weblogic.jndi=everyone
acl.read.managedObject=system
acl.read.weblogic.workspace=system,everyone
acl.receive.weblogic.jms=everyone
acl.reserve.weblogic.jdbc.connectionPool.wliPool=wlisystem,everyone
acl.reserve.weblogic.jdbc.connectionPool=system
acl.reset.weblogic.jdbc.connectionPool.examplesPool=wlcSamplesUser,admin,guest
acl.reset.weblogic.jdbc.connectionPool.wliPool=wlcSamplesUser,wlisystem,admin,\
guest
acl.reset.weblogic.jdbc.connectionPool.wlpiPool=wlisystem,admin,guest
acl.reset.weblogic.jdbc.connectionPool=system
acl.send.weblogic.jms=everyone
acl.shrink.weblogic.jdbc.connectionPool.examplesPool=everyone
acl.shrink.weblogic.jdbc.connectionPool.wliPool=wlcSamplesUser,wlisystem,\
admin.guest
acl.shrink.weblogic.jdbc.connectionPool.wlpiPool=wlisystem,admin,guest
acl.shutdown.weblogic.admin=system
acl.unlockServer.weblogic.admin=system
acl.write.managedObject=system
acl.write.weblogic.workspace=system,everyone

group.AccountingCDE=admin,joe
group.AdministerUser=admin,joe,mary,guest,wlisystem
group.Administrators=ConfigureComponents,system
group.ConfigureComponents=admin,joe,wlisystem,mary,guest
group.ConfigureSystem=admin,joe,mary,guest,wlisystem
group.CreateTemplate=admin,joe,wlisystem,mary,guest
group.CustomerServiceCDE=admin
group.DeleteTemplate=admin,joe,wlisystem,mary,guest
group.Deployers=Administrators
group.ExecuteTemplate=admin,joe,wlisystem,mary,guest
group.MonitorInstance=admin,joe,wlisystem,mary,guest
group.Monitors=Administrators
group.Operators=Administrators
group.Role1Org1=admin,joe,mary
group.Role1Org2=admin,joe,mary
group.Role2Org1=admin,joe,mary
group.Role2Org2=admin,joe,mary
group.ShippingCDE=admin,mary
group.UpdateTemplate=admin,joe,mary,guest,wlisystem
group.adapter=admin,wlcSamplesUser,joe,hub,system,mary,guest,wlisystem
group.adminGroup=admin,joe,mary
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group.wlcSamplesGroup=wlcSamplesUser,guest,wlisystem

group.wlpiAdministrators=admin,wlcSamplesUser,joe,wlisystem,system,mary,guest
group.wlpiUsers=admin,joe,wlisystem,system,mary,guest

user.admin=0xab3a488db0652704287970cdf97854812feea77b
user.hub=0x6e4b0d35e609e96e749330f5086bb21f08a013d5
user.joe=0xa078cb45e6f6c4eefdd1f14495ff739b5536904c
user.mary=0xa078cb45e6f6c4eefdd1f14495ff739b5536904c
user.system=0xab3a488db0652704287970cdf97854812feea77b
user.wlcSamplesUser=0x010e807f5525398753170a0fd0cf8694241286bc
user.wlisystem=0x8510e22f04b4a7ebde6837902aa590a31e234be2
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この節では、 システム管理者および開発者を対象に、 主要な  WebLogic 
Integration コマンドについて説明します。 この節は、 次の ト ピッ クで構成されま
す。

� コマンド  リ ス ト－アルファベッ ト順のコマンド  リ ス ト 。 詳細な説明に迅速
にアクセスできるよ うにハイパーリ ンクを付けています。

� 環境変数－コマンドによ り設定または参照される環境変数のリ ス ト。 アル

ファベッ ト順に並べ、 簡単な説明を付けています。

� コマンドの説明 －コマンドを詳細に説明する参照ページ。
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コマンド  リスト

次の表に、 こ こで説明する各コマンドの名前と簡単な説明を示します。

表 B-1  WebLogic Integration コマンド

コマンド名 機能

bulkimporter JAR (Java Archive) ファ イルからワークフロー オブジェク
ト をインポートする。

bulkloader リポジ ト リ  データをインポート 、 エクスポート 、 または
削除する。

bulkmigrator リポジ ト リ  データ  ファ イルを移行する。

checkdomain ド メ インを検証し、 呼び出しプロセスのために

WLI_DOMAIN を設定する。

createdb リポジ ト リ  テーブルを作成し、 システム  データをロード
する。

createmssql 
createsybase

Microsoft SQL または Sybase データベースを作成し、その
データベースでス ク リプ ト を実行する。

domainname setdomain コマンドで設定された現在のド メ インを設定
し、 確認する。

fb Format Builder を呼び出す。

launchSamplesPage デフォル トの Web ブラウザで、 サンプル起動ページを開
く。

mdbgenerator デプロイ可能な  JAR フ ァ イルを生成して、 カス タム 
キューで リ スンを行う。

migratedb データベースを、 WebLogic Integration 2.1 から  7.0 に移行
する。

PIMigrator ワークフロー テンプレート を移行する。
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コマン ド  リス ト
RunSamples サンプル ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンを行い、 サン
プル ド メ インで WebLogic Server を起動する。

setdbdata データベース固有の変数を、 現在のプロセスにロードす

る。

setdbtype ド メ インのデータベース  タ イプを設定する。

setDBVars 
setDBVarsExt

ド メ インの基本データベース変数および拡張データベー

ス変数を設定する。

setdomain 現在のド メ インを設定する。

setenv 共通の WebLogic Integration 環境変数を設定する。

SetDomainTypeData 
SetSampleData

ド メ イン固有の環境変数を設定する。

setupAppView 
setupEDIAppView

サンプル アダプタまたは EDI アダプタのアプ リ ケーシ ョ
ン  ビューを設定する

showdomain 現在のド メ インを検証し、 表示する。

startAiconsole 
startB2bconsole

Application View Console または B2B Console を起動する。

startpointbasecommand
er

PointBase 管理ツールを起動する。

startWeblogic WebLogic Server を起動して、 WebLogic Integration リ
ソースをデプロイする。

stopWeblogic WebLogic Server をシャ ッ ト ダウンする。

studio WebLogic Integration Studio を起動する。

switchdb 現在のド メ イン用にコンフ ィグレーシ ョ ンが行われてい

るデータベースを更新する。

wliconfig WebLogic Integration データベース  ウ ィザードを起動す
る。

表 B-1  WebLogic Integration コマンド  （続き）

コマンド名 機能
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worklist WebLogic Integration Worklist を起動する。

表 B-1  WebLogic Integration コマンド  （続き）

コマンド名 機能
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環境変数
環境変数

次の表に、 WebLogic Integration コマンドによ り参照される各環境変数の名前と
簡単な説明を示します。

注意 : このガイ ドでは、 斜体の文字列 DOMAIN_NAME は、 パス名の プレースホ
ルダ と して使用されます。 具体的には、 このド メ インのルートのフルパ

ス名を意味します。 斜体の等幅フォン ト （たとえば、 WLI_HOME） で示さ

れる他の用語は環境変数を示しますが、 DOMAIN_HOME は、 環境変数では
あ り ません。

表 B-2  WebLogic Integration の環境変数

変数 説明

CP SetDomainTypeData コマンドによ り設定され、 setupAppView およ
び setupEDIAppView コマンドによ り参照される ク ラ スパス。 この変
数は、 fb、 worklist、 および studio コマンドによ り、 リ セッ ト さ
れるがエクスポート される こ とはない。

CMNCP SetDomainTypeData コマンドによ り設定される共通のク ラスパス。
たとえば、 SetSampleData コマン ドでは、 CMNCP は、 次のよ うに設
定される。

CMNCP=$WLI_SAMPLES_HOME/lib/samples.jar;$WLI_HOME/lib/
wli-aux.jar

DB_CATALOG データベース  カタログの名前。

この表の DB_PINGTABLE 環境変数ならびに setDBVarsExt コマン ド
および setupAppView コマン ドの説明を参照。

DB_CODESET 使用されているエンコーディングの種類。 エンコーディングが 
US-ASCII または UTF-8 の場合、 この環境変数は設定されません。
setDBVars コマンドを参照。
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DB_COMMAND データベースのク ラ イアン トの呼び出しに必要なコマン ド  ラ イン。 た
とえば、 現在のド メ インが Oracle データベースを使用するよ うにコン
フ ィグレーシ ョ ンされている場合、 DB_COMMAND は、 次のよ うに設定
される。

DB_COMMAND="sqlplus username/password@oracle_sid @"

createdb コマンド、 setdbdata コマンド、 および setDBVars コマ
ン ドを参照。

DB_CREATE データベース固有のコマンド  スク リプ ト を呼び出す。 指定されたデー
タベースが存在しない場合、 このコマンドはそのデータベースを作成

する。 createdb コマンド、 setdbdata コマンド、 および 
setDBVars コマンドを参照。

DB_DIR 現在のド メ インの setDBVars コマン ドおよび setDBVarsExt コマン
ドの位置。 たとえば、 現在のド メ インが Oracle データベースを使用す
るよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされている場合、 この変数は、 次のよ

うに設定される。

DB_DIR=$DBINFO/oracle

この表の DBINFO 環境変数ならびに setdbdata コマンドの説明を参
照。

DB_DRIVER コンフ ィグレーシ ョ ン済みデータベースへの接続に必要な  JDBC ド ラ
イバ。 たとえば、 現在のド メ インが Oracle データベースを使用するよ
うにコンフ ィグレーシ ョ ンされている場合、 DB_DRIVER は、 次のよ う
に設定される。

DB_DRIVER="oracle.jdbc.driver.OracleDriver"

bulkloader コマン ド、 migratedb コマン ド、 および setDBVars コ
マンドを参照。

表 B-2  WebLogic Integration の環境変数 （続き）

変数 説明
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環境変数
DB_JVMARGS ド メ インが PointBase データベースを使用するよ うにコンフ ィグレー
シ ョ ンされている場合、 この変数は次のよ うに設定される。

DB_JVMARGS="-Dtransaction.isolationlevel=TRANSACTION_R
EAD_COMMITTED -Ddatabase.pagesize=4096 
-Dcache.size=2063 -Dsort.size=1024"

Microsoft SQL、 Sybase、 または Oracle データベースがコンフ ィグ
レーシ ョ ンされている場合、 DB_JVMARGS は設定されない。
bulkloader、 createdb、 migratedb、 startWeblogic、

stopWeblogic、 setDBVars、 startpointbasecommander、

setupAppView、 および setupEDIAppView コマンドを参照。

DB_PASSWORD 現在のド メ イン用にコンフ ィグレーシ ョ ンされているデータベースへ

の接続に必要なパスワード。 bulkloader、 migratedb、 および 
setDBVars コマンドを参照。

DB_PINGTABLE データベース内のテーブルを指定する。 たとえば、 Windows システム
上のサンプル ド メ イン用に、 Microsoft SQL データベースがコンフ ィ
グレーシ ョ ンされている場合、 DB_PINGTABLE は、 setDBVarsExt コ
マン ドによ り次のよ うに設定される。

DB_CATALOG=WLIDB
DB_SCHEMA=dbo
DB_PINGTABLE=%DB_CATALOG%.%DB_SCHEMA%.EVENT

次に、 DB_PINGTABLE 変数が、 サンプル アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの
設定に使用される  setupAppView コマンドによ り、 次のよ うに呼び出
される。

%JAVA_HOME%\bin\java . . . -cp %CP% 
examples.wlis.wlai.WLISAppViewDeployer . . . -pingTable 
%DB_PINGTABLE% . . .

（実際の java コマン ドの一部のみを表示）。

表 B-2  WebLogic Integration の環境変数 （続き）

変数 説明
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DB_PROPERTIES switchdb コマンド と と もに使用され、 現在のド メ インの JDBC 接続
プール プロパテ ィを更新する。 たとえば、 現在のド メ インが Oracle 
データベースを使用するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされている場

合、 DB_PROPERTIES は、 次のよ うに設定される。

UNIX の場合
DB_PROPERTIES="user=$DB_USER;password=$DB_PASSWORD"

Windows の場合
DB_PROPERTIES="user=%DB_USER%;password=%DB_PASSWORD%"

setdbdata コマンドおよび switchDB.xml ファ イルを参照。

DB_SCHEMA データベースのスキーマ名。 Microsoft SQL および Sybase の場合、
データベース名。 Oracle の場合は、 ユーザ名。 デフォル トの 
PointBase データベースの場合、 次の設定が使用される。
DB_SCHEMA=PBPUBLIC

この表の DB_PINGTABLE 環境変数ならびに setDBVarsExt コマンド
および setupAppView コマンドの説明を参照。

DB_SCRIPT_DIR 現在のド メ イン用にコンフ ィグレーシ ョ ンされたデータベースで使用

するス ク リプ トの位置。 たとえば、 現在のド メ インのデータベースが 
Oracle データベースの場合、 DB_SCRIPT_DIR は、 次のよ うに設定さ
れる。

UNIX の場合
DB_SCRIPT_DIR="$WLI_HOME/dbscripts/oracle"

Windows の場合
DB_SCRIPT_DIR="%WLI_HOME%/dbscripts/oracle"

createdb コマンドおよび setDBVars コマン ドを参照。

DB_SERVERNAME Microsoft SQL サーバの名前。

migratedb コマンドおよび setDBVars コマンドを参照。

DB_TYPE 現在のド メ インのデータベースの種類。 有効な値は、 oracle、

mssql、 sybase、 および pointbase。

createdb、 migratedb、 startpointbasecommander、

startWeblogic、 switchdb、 setdbdata、 setdbtype、 および 
RunSamples コマン ドを参照。

表 B-2  WebLogic Integration の環境変数 （続き）

変数 説明
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DB_URL データベース  ド ラ イバが要求する  URL。 この URL は、 インス トール
時またはデータベース  ウ ィザードを使用したデータベースのコンフ ィ
グレーシ ョ ン時に、 入力した情報に基づいて構築される。 たとえば、
DB_DRIVER="oracle.jdbc.driver.OracleDriver" の場合、
DB_URL="jdbc:oracle:thin:@(description=(address=
(host=host)(protocol=tcp)(port=1521))(connect_data=

(sid=oraclesid)))"。

bulkloader コマン ド、 migratedb コマン ド、 および setDBVars コ
マン ドを参照。

DB_USER 現在のド メ イン用にコンフ ィグレーシ ョ ンされているデータベースに

接続するために必要なユーザ名。 bulkloader コマン ド、 migratedb 
コマンド、 および setDBVars コマンドを参照。

DBINFO 現在のド メ イン用の dbInfo ディレク ト リの位置。 この変数は、 次の
よ うに設定される。

UNIX の場合
DBINFO=$WLI_DOMAIN/dbInfo

Windows の場合
DBINFO=%WLI_DOMAIN%\dbInfo

setdbdata コマンドおよび switchdb コマンドを参照。

EVENTROUTER_URL ド メ インのイベン ト  ルータの URL。 たとえば、
EVENTROUTER_URL="http://$WLIS_HOST_AND_PORT/DbmsEventR
outer/EventRouter"

SetDomainTypeData コマンドおよび setupAppView コマンドを参
照。

JAVA java コマンドの位置。たとえば、WebLogic Server を  Solaris システム
上のデフォル ト位置にインス トールする場合、 JAVA は次のよ うに設
定される。

JAVA=$JAVA_BIN/java

PIMigrator コマンドを参照。

表 B-2  WebLogic Integration の環境変数 （続き）

変数 説明
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JAVA_HOME JDK (Java Development Kit) のインス トール先のルート  ディ レク ト リ 。
たとえば、 WebLogic Server を  Windows システム上のデフォル ト位置
にインス トールする場合、 JAVA_HOME は次のよ うに設定される。
JAVA_HOME=C:\bea\jdk131

bulkimporter、 bulkloader、 bulkmigrator、 createdb、 fb、

mdbgenerator、 migratedb、 setenv、

startpointbasecommander、 studio、 switchdb、 wliconfig、

worklist、 startWeblogic、 stopWeblogic、 setupAppView、

setupEDIAppView、 および RunSamples コマンドを参照。

JAVA_OPTIONS java コマンドの実行時オプシ ョ ン。

JAVACLASSPATH bulkmigrator コマン ドによ り、 呼び出される ク ラスパス変数。

JDBC_DATASOURCE_JN
DI_NAME

ド メ インの JDBC データ  ソース  JNDI 名。 たとえば、
JDBC_DATASOURCE_JNDI_NAME=WLAI_DataSource

SetDomainTypeData コマン ドおよび setupAppView コマンドを参
照。

POINTBASE_HOME PointBase データベースを使用するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされ
たド メ インの場合、 この変数によ り、 PointBase データベースの位置
が次のよ うに設定される。 $WLI_DOMAIN/dbInfo/pointbase

setDBVars コマンド、 startpointbasecommander コマンド、 およ

び creatdb コマンドを参照。

SAMPLES_HOME WebLogic Platform サンプル ディレク ト リ。 たとえば、 WebLogic 
Platform を  Windows システム上のデフォルト位置にインス トールする
場合、 SAMPLES_HOME は次のよ うに設定される。
SAMPLES_HOME=C:\bea\weblogic700\samples

createdb、 setenv、 startWeblogic、 stopWeblogic、

SetDomainTypeData、 setDBVars、 および RunSamples コマン ドを
参照。

表 B-2  WebLogic Integration の環境変数 （続き）

変数 説明
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SQLARGS Microsoft SQL または Sybase データベースによ り要求されるオプシ ョ
ン セッ ト 。 たとえば、 現在のド メ イン用に Sybase データベースがコ
ンフ ィグレーシ ョ ンされている場合、 SQLARGS は、 次のよ うに設定さ
れる。

SQLARGS="-b -e -n -S servername -U username -P 
\"password\""

setDBVars コマンド、 createmssql コマン ド、 および 
createsybase コマンドを参照。

SVRCP SetDomainTypeData コマンドによ り設定されるサーバ ク ラ スパス。
たとえば、 SetSampleData コマン ドを実行する場合、 SVRCP は、 次
のよ うに設定される。

SVRCP=$WLISERVERCP:$CMNCP

WL_HOME WebLogic Server のインス トール ディレク ト リ。 たとえば、WebLogic 
Platform を  Windows システム上のデフォル ト位置にインス トールする
場合、 WL_HOME は次のよ うに設定される。
WL_HOME=C:\bea\weblogic700\server

bulkimporter、 mdbgenerator、 setenv、 startWeblogic、

stopWeblogic、 および RunSamples コマンドを参照。

WLI_DOMAIN 現在設定されている ド メ イン。 checkdomain、 createdb、

migratedb、 setdbdata、 setdomain、 domainname、

showdomain、 switchdb、 SetDomainTypeData、 および 
startWeblogic コマン ドを参照。

WLI_HOME WebLogic Integration のインス トール ディレク ト リ。 たとえば、
WebLogic Platform を  Windows システム上のデフォル ト位置にインス
トールする場合、 WLI_HOME は次のよ うに設定される。
WLI_HOME=C:\bea\weblogic700\integration.

bulkimporter、 bulkloader、 checkdomain、 createdb、 fb、

mdbgenerator、 migratedb、 RunSamples、 setdomain、 setenv、

SetDomainTypeData、 setupAppView、 setupEDIAppView、

showdomain、 startpointbasecommander、 startWeblogic、

stopWeblogic、 studio、 switchdb、 および worklist コマン ドを
参照。

表 B-2  WebLogic Integration の環境変数 （続き）

変数 説明
WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ B-11



B WebLogic Integration コマン ド
WLI_SAMPLES_HOME ド メ インのルート。 たとえば、
WLI_SAMPLES_HOME=$SAMPLES_HOME/integration/config/samp
les

SetDomainTypeData コマン ドを参照。

WLICOMMONCP WebLogic Integration 共通クラスパス （ク ラ イアン トおよびサーバ用）
setenv コマンドを参照。

WLICP WebLogic Integration ク ラ イアン ト  ク ラ スパス。 bulkloader、 fb、

migratedb、 setenv、 PIMigrator、 studio、 switchdb、

worklist、 SetDomainTypeData、 setDBVars、 および 
RunSamples コマン ドを参照。

WLIS_HOST_AND_PORT ド メ イン管理サーバのホス トおよびリ スン  ポート。 たとえば、
WLIS_HOST_AND_PORT=localhost:7001

SetDomainTypeData、 setupAppView、 および setupEDIAppView 
コマン ドを参照。

WLIS_PASSWORD ド メ インの WebLogic Server パスワード。 たとえば、
WLIS_USER_NAME=system

SetDomainTypeData、 setupAppView、 および setupEDIAppView 
コマン ドを参照。

WLIS_USER_NAME ド メ インの WebLogic Server ユーザ名。 たとえば、
WLIS_PASSWORD=security

SetDomainTypeData、 setupAppView、 および setupEDIAppView 
コマン ドを参照。

WLISERVERCP WebLogic Integration サーバ ク ラスパス。 setenv、

SetDomainTypeData コマン ドおよび stopWeblogic コマンドを参
照。

表 B-2  WebLogic Integration の環境変数 （続き）

変数 説明
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コマンドの説明

この節では、 WebLogic Integration コマンドをアルファベッ ト順に説明します。
次の図に、 各コマンドを説明する際の形式を簡単に示します。

図 3-14   コマンド説明の形式
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bulkimporter

名前 bulkimporter － JAR フ ァ イルからワークフロー オブジェク ト をインポー ト しま
す。

構文 bulkimporter -user bpm_user -password bpm_password -url
 wls_server_url -orgid org_name {-file file_name |-dir
 full_dir_path | -dir full_dir_path -file file_name}
[-activate] [-packagepwd password] [-help] [-quiet]

説明 bulkimporter コマンドを使用する と、 WebLogic Integration Studio を使用しな
いで、 コマンド  ラ インからワークフロー パッケージをインポートできます。

ワークフロー パッケージには、 次のワークフロー オブジェク トが含まれます。

� テンプレート定義

� ビジネス オペレーシ ョ ン

� ビジネス カレンダー

� イベン ト  キー テーブル

� XML リポジ ト リ  アイテム

オーガニゼーシ ョ ン、 ユーザ、 およびロールはインポートできません。

コマンド  ラインでは、 1 つ以上の jar ファ イルを指定する必要があ り ますが、 1 
回のコマンドで多くの jar ファ イルをインポートする こ と も可能です。

� -file file_name オプシ ョ ンを使用して  1 つの jar ファ イル。

� -dir full_dir_path オプシ ョ ンを使用して、 1 つのディ レク ト リ内のすべ
ての jar ファ イル。

� 1 つのコマン ド  ラ インで、 -file file_name オプシ ョ ン と  -dir 
full_dir_path オプシ ョ ンを使用して、 1 つの Jar フ ァ イルと  1 つのディ レ
ク ト リ内のすべての jar ファ イル。

-quiet オプシ ョ ンを指定しない場合は、WebLogic Integration にインポート され

るすべてのオブジェ ク ト の リ ス トが表示されます。

WebLogic Integration Studio を使用して、 ワークフロー オブジェ ク ト をインポー
トするこ と もできます。 詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユーザー
ズ ガイ ド 』 の 「ワークフロー パッケージのインポート とエクスポー ト 」 を参照

して ください。
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オプシ ョ ン 次の表に、 bulkimporter コマンドのオプシ ョ ンを簡単に示します。

表 B-3  bulkimporter のオプション

オプション 説明

-user bpm_user WebLogic Integration BPM ユーザ名を指定。 Studio にログインする

と き使用するのと同じパスワード。デフォル トの BPM ユーザの リ ス

トについては、 3-50 ページの 「BPM ユーザ グループおよびパー

ミ ッシ ョ ン」 を参照。 このオプシ ョ ンは必須。

-password bpm_password -user オプシ ョ ンで指定した BPM ユーザ名のパスワードを指定。

このオプシ ョ ンは必須。

-url wls_server_url WebLogic Server URL を指定。デフォル ト  ポート番号の 7001 を使用

するローカル マシン上の WebLogic Server のインスタンスに接続す

る場合は、 wls_server_url を  t3//localhost:7001 に設定。 こ

のオプシ ョ ンは必須。

-orgid org_name BPM オーガニゼーシ ョ ン名を指定。 デフォル トの BPM オーガニ

ゼーシ ョ ンの リ ス トについては、 オプシ ョ ンを参照。 このオプシ ョ

ンは必須。

-file file_name インポー トするワークフロー オブジェ ク ト を含む jar ファ イル。

ファ イル名の最後には、 必ず、 拡張子 .jar を付ける。 この -dir 
full_dir_path オプシ ョ ンを指定するか、 あるいは -file 
file_name と  -dir full_dir_path オプシ ョ ンの両方を一緒に指

定する必要がある。

-dir full_dir_path インポー トする  jar ファ イルを含むディレク ト リのフル ディ レク ト

リ  パス。 このディ レク ト リに配置されている拡張子 .jar で終わる

すべてのファ イルがインポート される。 この -file 
full_dir_path オプシ ョ ンを指定するか、 あるいは -file 
file_name オプシ ョ ンと  -dir full_dir_path オプシ ョ ンの両方

を一緒に指定する必要がある。

-activate インポー ト後、 ワークフローをアクテ ィブにする。

-packagepwd password ワークフロー パッケージがパスワード保護されている場合、 ワーク

フロー パスワードを指定する。

-help サポート されているすべてのオプシ ョ ンを表示する。
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UNIX フ ァイ
ル

$WLI_HOME/bin/bulkimporter

Windows
ファ イル

%WLI_HOME%\bin\bulkimporter.cmd

環境 このコマンドは、 次の環境変数を参照します。

WL_HOME
WLI_HOME
JAVA_HOME

WLI_HOME を設定しない場合、 このコマンドは、 setenv コマンドを実行します。

-quiet コマンドの実行結果を表示しない （コマンド実行時のメ ッセージは

表示する）。

表 B-3  bulkimporter のオプション （続き）

オプション 説明
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bulkloader

名前 bulkloader －リポジ ト リ  データをインポート、 エク スポー ト、 または削除しま
す。

構文 bulkloader [-wlibc] cfg_file
bulkloader -load [-txAll] [-initDB][-wlibc] data_file

説明 bulkloader コマンドを使用する と、 リ ポジ ト リの B2B コンフ ィ グレーシ ョ ン 
データをインポート、 エクスポー ト、 または削除できます。 cfg_file は、 行う
アクシ ョ ンを指定し、 データベース  アクセス情報を提供します。 また、 操作に
よ り必要な場合は、 リポジ ト リの更新に使用する  XML ファ イル名を提供しま
す。

-load オプシ ョ ンを使用する場合、data_file に、 リポジ ト リにインポートする  
XML ファ イルを指定します。 データベース情報は、 現在のド メ インの 
setDBVars コマンドの設定から取得されます。 現在のド メ インは、 setdomain 
コマンドで設定されます。 現在のド メ インを確認するには、 checkdomain コマ
ンドを使用します。

Bulk Loader の詳細ならびに cfg_file および data_file ファ イルの内容につい
ては、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「Bulk Loader の操作」 を参照して くださ
い。

注意 : デフォル トでは、 Bulk Loader は、 B2B エンジンの実行中にデータをイン
ポート 、 エクスポー ト 、 削除しません。 B2B エンジンが何らかの理由で
異常終了した場合、 Bulk Loader は失敗し、 次のエラー メ ッセージを表
示します。

ERROR: WLC is still running or was shut down abnormally.

Bulk Loader コマンド  ファ イルを修正して、 このエラーを無視しコマン
ドを強制実行する手順については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の
「Bulk Loader の操作」 の 「Bulkloader の強制実行」 を参照して ください。

オプシ ョ ン 次の表に、 bulkloader コマンドのオプシ ョ ンを簡単に示します。
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UNIX フ ァイ
ル

$WLI_HOME/bulkloader
$WLI_HOME/bin/setdbdata
$WLI_HOME/setenv.sh

表 B-4  bulkloader のオプション

オプション 説明

-wlibc 軽量ク ラ イアン ト （WebLogic Integration － Business 
Connect） を使用する ト レーディ ング  パートナによ り
作成された  XML ファ イルをインポートする際には、
-wlibc フラグを使用する。

-load data_file データを現在のド メ イン用にコンフ ィグレー

シ ョ ンされたデータベースにインポートする。

-txAll 1 回の ト ランザクシ ョ ンでデータをインポー トする。 このオ

プシ ョ ンを指定しない場合、 各エンテ ィテ ィ をインポート

または削除したあとに、 ト ランザクシ ョ ンが開始される。

エンテ ィテ ィには、 ト レーディング パートナ、 会話定義、

コ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト 、 ビジネス  プロ ト コル定

義、 およびロジッ ク  プラグインがある。 エンティティのい

ずれかに対する ト ランザクシ ョ ン中に無効なデータが検出

される と、 インポートは現行の ト ランザクシ ョ ンについて

のみロールバッ ク され、 次の ト ランザクシ ョ ンでのイン

ポートは続行される。

-initDB リ ポジ ト リのすべてのテーブルを空にしてから、 データを

インポートする。

警告 : -initDB オプシ ョ ンを指定する と、 データベース内

の既存のデータが破壊されます。 ロードするデータに必要

なシステム  データが含まれない場合、 このオプシ ョ ンを指

定する とシステムを使用できな くな り ます。 データは 
WebLogic Integration によって作成されます。

Business Connect ト レーディング パートナによって作成され

るデータには、 システム  データが含まれないので、 このオ

プシ ョ ンを -wlibc オプシ ョ ン と一緒に使用しないでくださ

い。 データベース全体を再初期化する場合を除いて、

-initDB を指定しないでください。
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Windows
フ ァイル

%WLI_HOME%\bin\bulkloader.cmd
%WLI_HOME%\bin\setdbdata.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd

環境 このコマンドは、 次の環境変数を参照します。

DB_JVMARGS
JAVA_HOME
WLI_HOME
WLICP

-load オプシ ョ ンを付けて実行する場合、 このコマンドは次を参照します。

DB_DRIVER
DB_URL
DB_USER
DB_PASSWORD

WLI_HOME を設定しない場合、 このコマンドは、 setenv コマンドを実行します。
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bulkmigrator

名前 bulkmigrator －リポジ ト リのデータ  ファ イルを移行します。

構文 bulkmigrator collaborate1.0_file wlintegration2.0_file

説明 bulkmigrator コマンドは、WebLogic Collaborate 1.0.x (collaborate1.0_file) 
からエクスポート された XML データ  ファ イルを WebLogic Integration 2.0 
(wlintegration2.0_file) で必要な形式にコンバート します。 このファ イルを  
WebLogic Integration 7.0 にインポートできるよ うにするには、追加手順を実行す
る必要があ り ます。

詳細については、 『BEA WebLogic Integration 移行ガイ ド 』 の 「移行の概要」 の
「WebLogic Integration 2.1 以前のリ リースからの移行」 を参照して ください。

オプシ ョ ン なし

UNIX フ ァイ
ル

$WLI_HOME/bin/bulkmigrator

Windows
ファ イル

%WLI_HOME%\bin\bulkmigrator.cmd

環境 このコマンドは、 次の環境変数を参照します。

JAVA_HOME
JAVACLASSPATH
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checkdomain

名前 checkdomain －ド メ インを検証し、 呼び出しプロセスのために WLI_DOMAIN を
設定します。

構文 checkdomain

説明 checkdomain コマンドは、 setdomain および他のコマンド  スク リプ ト と一緒に
使用します。 checkdomain コマンドは、 他のコマンドの実行に必要なディ レク
ト リおよびファ イルがド メ イン内にあるこ とを検証し、 ド メ インが有効な場合

は、 domainname コマンドを実行して、 呼び出しプロセスのために WLI_DOMAIN 
を設定します。

注意 : domainname コマンドは、 setdomain コマンドが実行される と き、 作成
されます。 このコマンドは、 現在の WLI_DOMAIN 設定を保存します。

オプシ ョ ン なし

UNIX ファ イ
ル

$WLI_HOME/bin/checkdomain
DOMAIN_HOME/checkdomain
$WLI_HOME/bin/domainname
$WLI_HOME/setenv.sh

Windows
フ ァイル

%WLI_HOME%\bin\checkdomain.cmd
DOMAIN_HOME\checkdomain.cmd
%WLI_HOME%\bin\domainname.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd

環境 このコマンドは、 WLI_DOMAIN を設定し、 WLI_HOME を参照します。

WLI_HOME を設定しない場合、 このコマンドは、 setenv コマンドを実行します。
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createdb

名前 createdb － リポジ ト リ  テーブルを作成してシステム  データをロード します。

構文 createdb [-f] [-noinit]

説明 createdb コマンドは、 現在のド メ イン用にコンフ ィグレーシ ョ ンされている
データベースで WebLogic Integration リポジ ト リ  テーブルを作成し、必要に応じ
て、 そのデータベースにシステム  データをロード します。 このコマンドは、
setdbdata を呼び出して、 現在のデータベース  アクセス情報をロード し、
bulkloader コマンドを呼び出して、 データをロード します。

作成されるテーブルの内容は、 現在のド メ インの要件によって決ま り ます （必要

なテーブルの説明は、 1-11 ページの 「ド メ イン コンフ ィグレーシ ョ ンの要件」
の表 1-3 を参照）。 たとえば、 現在のド メ インが B2B 機能をサポート していない
場合、 B2B テーブルは作成されず、 B2B システム データもロード されません。
現在のド メ インが WebLogic Integration サンプル ド メ インの場合、 サンプル固有
のテーブルが追加で作成されます。

注意 : Microsoft SQL データベースのテーブルの作成に使用される  osql ク ラ イ
アン トは、 UNIX では使用できないので、 createdb コマンドを使用し
て、UNIX システムから  Microsoft SQL データベースのテーブルを作成す
る こ とはできません。

オプシ ョ ン 次の表に、 createdb コマンドのオプシ ョ ンを簡単に示します。

UNIX フ ァイ
ル

$WLI_HOME/bin/createdb
$WLI_HOME/bin/setdbdata
$WLI_HOME/bin/bulkloader
$WLI_HOME/dbscripts/$DB_TYPE/REPOSITORY_SCHEMA_BASE.sql
$WLI_HOME/dbscripts/$DB_TYPE/REPOSITORY_SCHEMA.sql
$WLI_HOME/dbscripts/$DB_TYPE/PERSISTENCE_SCHEMA.sql

表 B-5  createdb のオプション

オプション 説明

-f 確認を求めない。 デフォル トでは、 このコマン ドは次に進

む前にユーザに確認を求める。

-noInit テーブルのみを作成。 リポジ ト リにシステム  データを格納
しない。 デフォル トでは、 createdb は、 システム データ
を リポジ ト リにロードする。
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$WLI_HOME/dbscripts/$DB_TYPE/BPM_SCHEMA.sql
$SAMPLES_HOME/integration/samples/wlis/dbscripts/$DB_TYPE/WLIS_SCHEM
A.sql
$SAMPLES_HOME/integration/samples/e2e/dbscripts/$DB_TYPE/E2E_SCHEMA.
sql
$WLI_HOME/adapters/dbms/src/sql/msql/cust.sql
$WLI_HOME/adapters/dbms/src/sql/msql/evnt.sql
$WLI_HOME/adapters/dbms/src/sql/oracle/cust.sql
$WLI_HOME/adapters/dbms/src/sql/oracle/evnt.sql
$WLI_HOME/adapters/dbms/src/sql/pointbase/cust.sql
$WLI_HOME/adapters/dbms/src/sql/pointbase/evnt.sql
$WLI_HOME/adapters/dbms/src/sql/sybase/cust.sql
$WLI_HOME/adapters/dbms/src/sql/sybase/evnt.sql
$WLI_HOME/dbscripts/SystemRepData.xml
$WLI_HOME/setenv.sh

Windows
フ ァイル

%WLI_HOME%\bin\createDB.cmd
%WLI_HOME%\bin\setdbdata.cmd
%WLI_HOME%\bin\bulkloader.cmd
%WLI_HOME%\dbscripts\%DB_TYPE%\REPOSITORY_SCHEMA_BASE.sql
%WLI_HOME%\dbscripts\%DB_TYPE%\REPOSITORY_SCHEMA.sql
%WLI_HOME%\dbscripts\%DB_TYPE%\PERSISTENCE_SCHEMA.sql
%WLI_HOME%\dbscripts\%DB_TYPE%\BPM_SCHEMA.sql
%SAMPLES_HOME%\integration\samples\wlis\dbscripts\%DB_TYPE%\WLIS_SCH
EMA.sql
%SAMPLES_HOME%\integration\samples\e2e\dbscripts\%DB_TYPE%\E2E_SCHEM
A.sql
%WLI_HOME%\adapters\dbms\src\sql\msql\cust.sql
%WLI_HOME%\adapters\dbms\src\sql\msql\evnt.sql
%WLI_HOME%\adapters\dbms\src\sql\oracle\cust.sql
%WLI_HOME%\adapters\dbms\src\sql\oracle\evnt.sql
%WLI_HOME%\adapters\dbms\src\sql\pointbase\cust.sql
%WLI_HOME%\adapters\dbms\src\sql\pointbase\evnt.sql
%WLI_HOME%\adapters\dbms\src\sql\sybase\cust.sql
%WLI_HOME%\adapters\dbms\src\sql\sybase\evnt.sql
%WLI_HOME%\dbscripts\SystemRepData.xml\
%WLI_HOME%\setEnv.cmd

環境 createdb コマンドは、 次の環境変数を参照します。

CLCP
DB_COMMAND
DB_CREATE
DB_JVMARGS
DB_PORT
DB_SCRIPT_DIR
DB_TYPE
JAVA_HOME
POINTBASE_HOME
SAMPLES_HOME
WLI_DOMAIN
WLI_HOME

WLI_HOME が設定されていない場合、 このコマンドによって、 setenv コマンド
が実行されます。
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createmssql 
createsybase

名前 createmssql － Microsoft SQL データベースを作成し、そのデータベースでスク
リプ ト を実行します。

createsybase － Sybase データベースを作成し、 そのデータベースでスク リプ
ト を実行します。

構文 createmssql database_name sql_script
createsybase database_name sql_script

説明 createmssql コマンドおよび createsybase コマンドは、 指定されたデータ
ベースが存在するかど うかをチェ ッ ク します。 データベースが存在する場合、 指

定した SQL スク リプ ト を実行します （この操作は、 DB_COMMAND 環境変数を呼び
出すのと同じです。 ただし こ こでは、 指定された  sql_script も実行されます）。
データベースが存在しない場合、 作成され、 指定したスク リプ トは、 新し く作成

されたデータベースで実行されます。

たとえば、 現在のド メ イン用に、 Microsoft SQL データベースの WLIDB がコン
フ ィ グレーシ ョ ンされている場合、 %WLI_DOMAIN%\dbInfo\mssql\setDBVars 
コマンド  ファ イルの DB_CREATE 環境変数は次のよ うに設定されます。

DB_CREATE=call %WLI_HOME%\dbscripts\mssql\createmssql WLIDB

DB_CREATE 環境変数は、 createdb コマンドによ り次のよ うに呼び出されます。

%DB_CREATE%REPOSITORY_SCHEMA_BASE.sql

WLIDB データベースがすでに存在する場合、 DB_CREATE 環境変数を呼び出すとい
う こ とは、 DB_COMMAND 環境変数を呼び出すこ と と同じです。 WLIDB データベー
スが存在しない場合、 作成され、 指定したスク リプ トは、 作成されたデータベー

スで実行されます。

注意 : UNIX システムでは、 osql ク ラ イアン ト を使用できないので、
createmssql コマンドは使用できません。 UNIX システムで、 createdb 
コマンドを使用して Microsoft SQL データベースのテーブルを作成する
こ とはできません。

オプシ ョ ン なし

UNIX フ ァイ
ル

$WLI_HOME/dbscripts/sybase/createsybase
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Windows
フ ァイル

%WLI_HOME%\dbscripts\mssql\createmssql.cmd
%WLI_HOME%\dbscripts\sybase\createsybase.cmd

環境 これらのコマンドは、 次の環境変数を参照します。

SQLARGS
DB_COMMAND
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domainname

名前 domainname － setdomain コマンドで設定された現在のド メ インを設定し、確認
します。

構文 domainname

説明 マシンが生成する このコマンドは、 現在のド メ イン設定を保存します。 このファ

イルは、 setdomain コマンドの実行時に、 生成されます。 checkdomain コマン
ドは、 このファ イルの設定を使用して、 ド メ インを確認し、 呼び出しプロセス用

に WLI_DOMAIN を設定します。

オプシ ョ ン なし

UNIX フ ァイ
ル

$WLI_HOME/bin/domainname

Windows
ファ イル

%WLI_HOME%\bin\domainname.cmd

環境 このコマンドは、 WLI_DOMAIN 環境変数を設定します。
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fb 

名前 fb － Format Builder を起動します。

構文 fb

説明 このコマンドは、 Format Builder ク ラ イアン ト を起動します。 Windows の [ ス
ター ト ] メニューには、 fb.cmd コマンドのシ ョー ト カッ ト が用意されています。

オプシ ョ ン なし

UNIX ファ イ
ル

$WLI_HOME/bin/fb
$WLI_HOME/setenv.sh

Windows
フ ァイル

%WLI_HOME%\bin\fb.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd

環境 fb コマンドは、 次のよ うに、 CP 環境変数を設定しますが、 エクスポートは行い

ません。

fb コマンドは、 次の環境変数を参照します。

WLICP
WLI_HOME
JAVA_HOME

WLI_HOME が設定されていない場合、 このコマンドによって、 setenv コマンドが
実行されます。
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launchSamplesPage

名前 launchSamplesPage －デフォル トの Web ブラウザで、 サンプル起動ページを開
きます。

構文 launchSamplesPage

説明 このコマンドは、 http://localhost:7001/index.html を開きます。 ローカル 
マシンで、 サンプル ド メ インの管理サーバが実行されている場合、 このコマン
ドが開くページからサンプルを実行できます。

注意 : UNIX システムでは、システム  パス変数に実行可能なブラウザ netscape 
を指定する必要があ り ます

オプシ ョ ン なし

UNIX フ ァイ
ル

$SAMPLES_HOME/integration/samples/bin/launchSamplesPage

Windows
ファ イル

%SAMPLES_HOME%\integration\samples\bin\launchSamplesPage.cmd

環境 参照または設定される環境変数はあ り ません。
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mdbgenerator

名前 mdbgenerator －デプロイ可能な JAR ファ イルを生成して、 カスタム  キューで
リ スンを行います。

構文 mdbgenerator -queue queue_name [-min number] [-max number] 
[-order number] [-transact] [-validate] [-timeout seconds] [-help]

説明 MDB (Message Driven Bean) 生成ユーティ リテ ィ （mdbgenerator コマンド） は、
デプロイ可能な  JAR ファ イルを生成します。 このファ イルは、 カスタム  JMS 
(Java Message Service) キューでの リ スンに使用できます。

オプシ ョ ン 次の表に、 mdbgenerator コマンドのオプシ ョ ンを簡単に示します。

表 B-6  mdbgenerator のオプション

オプション 説明

-queue queue_name MDB を生成するカスタム  キュー名。 このオプシ ョ ンは
必須。

-min number 順序付けされていない リ スナの最少数。

-max number 順序付けされていない リ スナの最大数。

-order number 順序付けされた リ スナの数。 31 以下の素数でなければ
ならない。

-transact ト ランザクシ ョ ンを必須に設定する。

-validate XML 検証を有効にする。

-timeout seconds ト ランザクシ ョ ン  タ イムアウ ト を設定する （秒単位）。
このオプシ ョ ンは、 デフォル トで、 30 秒に設定されて
いる。

transact フラグが設定されていない場合にのみ、 この
値を使用できる。 transact フラグが設定されている場
合、 ユーテ ィ リ テ ィは、 WebLogic Server ト ランザク
シ ョ ン タイムアウ ト値を使用する。 この値は、
Administration Console で設定でき、デフォルトでは 30。

-help コマンドの用法を示す構文を表示する。
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UNIX フ ァイ
ル

$WLI_HOME/bin/mdbgenerator
$WLI_HOME/setenv.sh

Windows
ファ イル

%WLI_HOME%\bin\mdbgenerator
%WLI_HOME%\setEnv.cmd

環境 このコマンドは、 次の環境変数を参照します。

WLI_HOME
WL_HOME
JAVA_HOME

WLI_HOME が設定されていない場合、 このコマンドによって、 setenv コマンドが
実行されます。
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migratedb

名前 migratedb － WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 Service 
Pack 1 (SP1) のデータベースを WebLogic Integration 7.0 に移行します。

構文 migratedb

説明 migratedb コマンドは、 現在のド メ インでコンフ ィグレーシ ョ ンされたデータ
ベースの移行に必要なスク リプ ト を作成し、 このスク リプ ト をデータベースの対

して実行します。 このコマンドは、 WebLogic Integration 2.1 または WebLogic 
Integration 2.1 SP1 データベース  テーブルとデータ  ベース スキーマを更新しま
す。 WebLogic Integration 7.0 との互換性を持つには、 この手順が必要です。

詳細については、 『BEA WebLogic Integration 移行ガイ ド 』 を参照して ください。

オプシ ョ ン なし

UNIX ファ イ
ル

$WLI_HOME/bin/migratedb
$WLI_HOME/bin/checkdomain
$WLI_HOME/bin/setdbdata
$WLI_HOME/bin/bulkloader
$WLI_HOME/setenv.sh
$WLI_HOME%/dbscripts/migrate/SystemRepData.xml

Windows
フ ァイル

%WLI_HOME%\bin\migratedb.cmd
%WLI_HOME%\bin\checkdomain.cmd
%WLI_HOME%\bin\setdbdata.cmd
%WLI_HOME%\bin\bulkloader.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd
%WLI_HOME%\dbscripts\migrate\SystemRepData.xml

環境 このコマンドは、 次の環境変数を参照します。

DB_DRIVER
DB_NAME
DB_PASSWORD
DB_SERVERNAME
DB_TYPE
DB_URL
DB_USER
JAVA_HOME
WLI_DOMAIN
WLI_HOME
WLICP

WLI_HOME が設定されていない場合、 このコマンドによって、 setenv コマンド
が実行されます。
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PIMigrator

名前 PIMigrator －ワークフロー テンプレー ト を移行します。

構文 PIMigrator InputTemplate.xml OutputTemplate.xml

説明 PIMigrator コマンドは、 Collaborate 1.0 で使用するよ うに作成されたテンプ
レー ト を、 WebLogic Integration 2.0/2.1 で必要な書式に更新します。

オプシ ョ ン なし

UNIX フ ァイ
ル

$WLI_HOME/bin/PIMigrator
$WLI_HOME/lib/dtd/PITemplateMigration.xsl 

Windows
ファ イル

%WLI_HOME%\bin\PIMigrator.cmd
%WLI_HOME%\lib\dtd\PITemplateMigration.xsl 

環境 このコマンドは、 次の環境変数を参照します。

JAVA
WLC_HOME
WLICP
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RunSamples

名前 RunSamples －サンプル データベースのコンフ ィグレーシ ョ ンを行い、サンプル 
ド メ インで WebLogic Server を起動します。

構文 RunSamples [option . . . ]

説明 RunSamples コマンドは、 サンプル ド メ インを対象に次のタスクを実行します。

� サンプル データベース  リ ポジ ト リ内に必要な リポジ ト リ  テーブルを作成す
る。 1-11 ページの 「ド メ イン コンフ ィ グレーシ ョ ンの要件」 の表 1-3 を参
照。

� B2B Integration システム データおよびサンプル コンフ ィグレーシ ョ ン デー
タをロードする。

� サンプル ド メ インで WebLogic Integration を起動する。

� End-to-End サンプル アプ リ ケーシ ョ ンのアプリ ケーシ ョ ン  ビューをコン
フ ィグレーシ ョ ンする。

� サンプル ワークフローを含むワークフロー パッケージをインポートする。

� デフォル ト  Web ブラウザを起動し、 サンプル起動ページを表示する。

デフォル ト  オプシ ョ ン （all） を使用するか、 あるいはオプシ ョ ンを使用しない

で RunSamples コマンドを実行する場合、 このコマンドの動作は、 サンプル ド
メ イン用にコンフ ィグレーシ ョ ンされたデータベースに対して初めて実行されて

いるかど うかによ り異な り ます。 詳細については、 1-15 ページの 「サンプル ド
メ インのコンフ ィ グレーシ ョ ン と起動」 を参照して ください。

オプシ ョ ン 次の表に、 RunSamples コマンドのオプシ ョ ンを簡単に示します。

表 B-7  RunSamples のオプション

オプション 説明

all サンプルの実行に必要なすべての手順を実行する。 デフォ

ルトでは、 このオプシ ョ ンが呼び出される。

BulkLoader サンプルの Bulk Loader を実行する。

CreateDB サンプルのデータベースを作成する。

ImportPackages BPM パッケージをサーバにインポートする。
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UNIX フ ァイ
ル

$SAMPLES_HOME/integration/samples/bin/RunSamples
$WLI_HOME/bin/setdomain
$SAMPLES_HOME/integration/samples/bin/SetSampleData

Windows
ファ イル

%SAMPLES_HOME%\integration\samples\bin\RunSamples.cmd
%WLI_HOME%\bin\setdomain.cmd
%SAMPLES_HOME%\integration\samples\bin\SetSampleData.cmd

環境 このコマンドは、 次の環境変数を参照します。

WLI_HOME
WLICP
WL_HOME
JAVA_HOME
DB_TYPE

WLI_HOME が設定されていない場合、 このコマンドによって、 setenv コマンドが
実行されます。

SampleDB サンプル固有のデータベース  テーブルを作成する。

SetupAppView サンプル アダプタのアプリ ケーシ ョ ン  ビューをセッ ト アッ
プする。

StartServer サンプル サーバを起動する。

表 B-7  RunSamples のオプション （続き）

オプション 説明
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setdbdata

名前 setdbdata －データベース固有の変数を、 現在のプロセスにロード します。

構文 setdbdata

説明 setdbdata コマンドは、 次の処理によ り、 データベース固有の変数を、 現在の
プロセスにロード します。

� checkdomain コマンドを呼び出して、 現在のド メ イン情報をロードする。

� setdbtype コマンドを呼び出して、 データベース  タイプを設定する。
setdbtype コマンドは、 コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードを使用してド メ
インを作成したと き、 switchdb コマンドを実行したと き、 または WebLogic 
Integration データベース  ウ ィザード  (wliconfig コマンド ) を使用してド メ
インのデータベースを更新する と き入力される情報を基に生成される。

� setDBVars コマンドを実行する。

� 存在する場合、 setDBVarsExt コマンドを実行する （ setDBVarsExt コマン
ドは省略可能。 このコマンドが存在しな く ても、 エラーは発生しない）。

オプシ ョ ン なし

UNIX ファ イ
ル

$WLI_HOME/bin/setdbdata
$WLI_HOME/bin/checkdomain
DOMAIN_HOME/setdbdata
DOMAIN_HOME/checkdomain
DOMAIN_HOME/dbInfo/$DB_TYPE/setDBVars
DOMAIN_HOME/dbInfo/$DB_TYPE/setDBVarsExt
DOMAIN_HOME/dbInfo/setdbtype

Windows
フ ァイル

%WLI_HOME%\bin\setdbdata.cmd
%WLI_HOME%\bin\checkdomain.cmd
DOMAIN_HOME\setdbdata.cmd
DOMAIN_HOMEn\checkdomain.cmd
DOMAIN_HOME\dbInfo\%DB_TYPE%\setDBVars
DOMAIN_HOME\dbInfo\%DB_TYPE%\setDBVarsExt
DOMAIN_HOME\dbInfo\setdbtype

環境 setdbtype および setDBVars によ り設定される変数に加えて、 setdbdata コマ
ンドは、 次の変数を設定します。

DBINFO
DB_CREATE
DB_DIR
DB_PROPERTIES

注意 : setDBVars で定義されていない場合、 DB_CREATE は、 DB_COMMAND に設
定されます。
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setdbtype

名前 setdbtype －ド メ インのデータベース  タイプを設定します。

構文 setdbtype

説明 このコマンドは、 コンフ ィ グレーシ ョ ン  ウ ィザードを使用してド メ インを作成
したと き、 switchdb コマンドを実行したと き、 または WebLogic Integration 
データベース ウ ィザード  (wliconfig コマンド ) を使用してド メ インのデータ
ベースを更新する と き入力する情報を基に生成されます。

オプシ ョ ン なし

UNIX フ ァイ
ル

DOMAIN_HOME/dbInfo/setdbtype

Windows
ファ イル

DOMAIN_HOME\dbInfo\setdbtype.cmd

環境 このコマンドは、 DB_TYPE 環境変数を設定します。
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setDBVars
setDBVarsExt

名前 setDBVar －ド メ インの基本データベース変数を設定します。
setDBVarsExt －ド メ インの拡張データベース変数を設定します。

構文 setDBVars
setDBVarsExt

説明 ド メ インの setDBVars コマンドおよび setDBVarsExt コマンドは、 コンフ ィグ
レーシ ョ ン ウ ィザードを使用してド メ インを作成したと き、 switchdb コマンド
を実行したと き、 または WebLogic Integration データベース  ウ ィザード
（wliconfig コマンド） を使用してド メ イン用にデータベースを更新したと き入
力した情報を基に更新されます。

オプシ ョ ン なし

UNIX ファ イ
ル

$WLI_DOMAIN/dbInfo/$DB_TYPE/setDBVars
$WLI_DOMAIN/dbInfo/$DB_TYPE/setDBVarsExt

Windows
フ ァイル

%WLI_DOMAIN%\dbInfo\%DB_TYPE%\setDBVars
%WLI_DOMAIN%\dbInfo\%DB_TYPE%\setDBVarsExt

環境 setDBVars コマンドは、 次の環境変数を設定します。

DB_JVMARGS
DB_USER
DB_PASSWORD
DB_CODESET
DB_SERVERNAME
DB_NAME
DB_URL
DB_DRIVER
DB_SCRIPT_DIR
SQLARGS
DB_COMMAND
DB_CREATE
CLCP

setDBVarsExt コマンドは、 次の環境変数を設定します。

DB_CATALOG
DB_SCHEMA
DB_PINGTABLE

注意 : 一部の変数は、 データベースのタイプに固有です。 たとえば、 CLCP は、
PointBase 専用の変数です。
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setdomain

名前 setdomain －現在のド メ インを設定します。

構文 setdomain domain_path

こ こで、 domain_path は、 ド メ インの相対パス （現在のディ レク ト リ を基準）

です。 たとえば、 UNIX システム上で、 $BEA_HOME ディ レ ク ト リから コマンドを
実行して現在のド メ インを  $BEA_HOME/user_projects/mydomain に設定する場
合、 次のよ うに入力します。

setdomain user_projects/mydomain

ド メ イン ディ レク ト リ （た とえば、 $BEA_HOME/user_projects/mydomain ディ
レク ト リ ） からコマンドを実行する場合、 domain_path を指定する必要はあ り
ません。

注意 : 最初に setenv コマンドを実行する と、 setdomain コマンドは任意の
ディ レク ト リから実行できます。

説明 setdomain コマンドは、 指定したディ レ ク ト リが有効なド メ インかど うかを確
認します。 ド メ インが有効な場合、 このコマンドは、 WLI_DOMAIN 環境変数を指
定したド メ インに設定して、 domainname コマンドを作成し設定を保存します。
現在のド メ インを、 checkdomain、 setdbdata、 RunSamples、 および switchdb 
コマンド用に設定する必要があ り ます。

オプシ ョ ン なし

UNIX フ ァイ
ル

$WLI_HOME/bin/setdomain
$WLI_HOME/setenv.sh
$WLI_HOME/bin/domainname

Windows
ファ イル

%WLI_HOME%\bin\setdomain.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd
%WLI_HOME%\bin\domainname.cmd

環境 setdomain コマンドは、 WLI_DOMAIN 環境変数を設定し、 WLI_HOME 環境変数を
参照します。

WLI_HOME が設定されていない場合、 このコマンドによって setenv コマンドが
実行されます。
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setenv

名前 setenv －共通 WebLogic Integration 環境変数を設定します。

構文 setenv

説明 setenv コマンドは、 基本 WebLogic Integration 環境を設定します。

オプシ ョ ン なし

UNIX ファ イ
ル

$WLI_HOME/setenv.sh
$WLI_HOME/bin/setenv

Windows
フ ァイル

%WLI_HOME%\setEnv.cmd
%WLI_HOME%\bin\setenv.cmd
%WLI_HOME%\samples\bpm_api\commandline\setEnv.cmd
%WLI_HOME%\samples\bpm_api\plugin\setEnv.cmd

環境 setenv コマンドは、 次の環境変数を設定します。

BEA_HOME
JAVA_HOME
SAMPLES_HOME
WL_HOME
WLI_HOME
WLICOMMONCP
WLICP
WLISERVERCP

また、 このコマンドは、 %JAVA_HOME%\bin を既存の PATH 環境変数に追加しま
す。
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SetDomainTypeData
SetSampleData

名前 SetDomainTypeData － DomainType ド メ インの環境変数を設定します。
SetSampleData －サンプル ド メ インの環境変数を設定します。

構文 SetDomainTypeData
SetSampleData

説明 The SetDomainTypeData コマンドは、 コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードで作成
されたカスタム ド メ イン用の環境変数を設定します。

こ こで、 DomainType の値は、 カスタム ド メ インの作成に使用したコンフ ィグ
レーシ ョ ン  ウ ィザード  テンプレー トによって異な り ます。 たとえば、WebLogic 
Integration テンプレー ト を使用した場合、 コマンド名は SetWliDomainData にな
り ます。

SetSampleData コマンドは、WebLogic Integration サンプル ド メ イン用の環境変
数を設定します。

オプシ ョ ン なし

UNIX フ ァイ
ル

DOMAIN_HOME/SetDomainTypeData
$SAMPLES_HOME/integration/samples/bin/SetSampleData
$WLI_HOME/setenv.sh
$WLI_HOME/bin/setdbdata

Windows
ファ イル

DOMAIN_HOME\SetDomainTypeData
%SAMPLES_HOME%\integration\samples\bin\SetSampleData.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd
%WLI_HOME%\setdbdata.cmd

環境 2 つのコマンド （ SetDomainTypeData および SetSampleData） は、 カスタム ド
メ イン と  WebLogic Integration サンプル ド メ イン用に、 それぞれ次の環境変数を
設定します。

WLI_SAMPLES_HOME (SetSampleData)
WLI_DOMAIN_HOME (SetDomainTypeData)
WLIS_HOST_AND_PORT
WLIS_USER_NAME
WLIS_PASSWORD
JDBC_DATASOURCE_JNDI_NAME
EVENTROUTER_URL
CMNCP
CP
SVRCP
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コマン ドの説明
The SetDomainTypeData コマンドは、 次の環境変数を参照します。

WLICP
WLISERVERCP
WLI_HOME
CMNCP
SVRCP
WLI_DOMAIN_HOME
WLIS_HOST_AND_PORT
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B WebLogic Integration コマン ド
setupAppView
setupEDIAppView

名前 setupAppView －サンプル アダプタのアプリ ケーシ ョ ン ビューをセッ ト アップ
します。

setupEDIAppView － EDI アダプタのアプリ ケーシ ョ ン ビューをセッ ト アップし
ます。

構文 setupAppView
setupEDIAppView

説明 setupAppView コマンドは、 サンプル アダプタのアプリ ケーシ ョ ン ビュー
（WLISAppView） をセッ ト アップします。 setupEDIAppView コマンドは、 EDI ア
ダプタのアプ リ ケーシ ョ ン  ビュー （EDIAppView） をセッ ト アップします。

両方のコマンドが、 SetSampleData コマンドを実行してから、 アプ リ ケーシ ョ
ン ビューをセッ ト アップする  java コマンドが発行されます。

オプシ ョ ン なし

UNIX フ ァイ
ル

$SAMPLES_HOME/integration/samples/bin/setupAppView
$SAMPLES_HOME/integration/samples/bin/setupEDIAppView
$SAMPLES_HOME/integration/samples/bin/SetSampleData
$WLI_HOME/setenv.sh

Windows
ファ イル

%SAMPLES_HOME%\integration\samples\bin\setupAppView.cmd
%SAMPLES_HOME%\integration\samples\bin\setupEDIAppView.cmd
%SAMPLES_HOME%\integration\samples\bin\SetSampleData.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd

環境 setupAppView コマンドおよび setupEDIAppView コマンドは、 次の環境変数を
参照します。

CP
DB_JVMARGS
JAVA_HOME
WLI_HOME
WLIS_HOST_AND_PORT
WLIS_PASSWORD
WLIS_USER_NAME

また、 setupAppView コマンドは、 次の環境変数を参照します。

DB_PINGTABLE
DB_CATALOG
DB_SCHEMA
EVENTROUTER_URL
JDBC_DATASOURCE_JNDI_NAME
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コマン ドの説明
showdomain

名前 showdomain －現在のド メ インを表示します。

構文 showdomain

説明 このコマンドは、 現在のド メ インが有効であるこ とを確認してから、 現在のド メ

イン設定を表示します。

オプシ ョ ン なし

UNIX ファ イ
ル

$WLI_HOME/bin/showdomain
$WLI_HOME/bin/checkdomain
$WLI_HOME/setenv.sh

Windows
フ ァイル

%WLI_HOME%\bin\showdomain.cmd
%WLI_HOME%\bin\checkdomain.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd

環境 showdomain コマンドは、 WLI_HOME 環境変数を参照します。

WLI_HOME が設定されていない場合、 このコマンドによって、 setenv コマンドが
実行されます。
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B WebLogic Integration コマン ド
startAiconsole
startB2bconsole

名前 startAiconsole － Application View Console を起動します。
startB2bconsole － B2B Console を起動します。

構文 startAiconsole
startB2bconsole

説明 startAiconsole コマンドは、 デフォル トのブラウザを起動して、 Application 
View Console の URL (http://localhost:7001/wlai) を開きます。 このコマン
ドは、 ド メ インの管理サーバがローカル ホス ト上で実行されている場合に、
Application View Console にアクセスするためだけに使用できます。

startB2bconsole コマンドは、 デフォル ト  ブラウザを起動して、 B2B Console 
の URL (http://localhost:7001/b2bconsole) を開きます。 このコマンドは、
ド メ インの管理サーバが、 ローカル ホス ト上で実行される場合に、 B2B Console 
にアクセスするためにだけ使用できます。

Windows の [ スタート ] メニューでは、 これらのコマンドのシ ョー ト カッ トが用

意されています。

注意 : UNIX システムでは、システム  パス変数に実行可能なブラウザ netscape 
を指定する必要があ り ます。

オプシ ョ ン なし

UNIX フ ァイ
ル

このコマンドは、 UNIX システムでは使用できません。

Windows
ファ イル

%WLI_HOME%\bin\startAiconsole.cmd
%WLI_HOME%\bin\startB2bconsole.cmd

環境 このコマンドは、 $WLI_HOME 環境変数を参照します。
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コマン ドの説明
startpointbasecommander

名前 startpointbasecommander － PointBase 管理ツールを起動します。

構文 startpointbasecommander

説明 startpointbasecommander コマンドは、 現在のデータベース設定を確認し、 設
定が PointBase の場合に、 PointBase コマンダ （PointBase 管理ツール） を起動し
ます。

オプシ ョ ン なし

UNIX ファ イ
ル

$WLI_HOME/bin/startpointbasecommander
$WLI_HOME/bin/setdbdata

Windows
フ ァイル

%WLI_HOME%\bin\startpointbasecommander.cmd
%WLI_HOME%\bin\setdbdata.cmd

環境 このコマンドは、 次の環境変数を参照します。

CLCP
DB_JVMARGS
DB_PORT
DB_TYPE
JAVA_HOME
POINTBASE_HOME

WLI_HOME が設定されていない場合、 このコマンドによって、 setenv コマンドが
実行されます。
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B WebLogic Integration コマン ド
startWeblogic

名前 startWeblogic － WebLogic Server を起動して、 WebLogic Integration リ ソース
をデプロイ します。

構文 startWeblogic

説明 startWeblogic コマンドの機能は次のとおりです。

� setenv、 setdomain、 および SetDomainTypeData コマンドを実行して、 ド
メ イン環境を設定する。

� 古いログ ファ イルを削除する。

� ド メ インに対してデータベース  タイプが設定されているかど うかを確認す
る。 ド メ インがデフォル トの PointBase データベースを使用するよ うにコン
フ ィ グレーシ ョ ンされている場合、 PointBase コマンダ （PointBase 管理ツー
ル） を起動する。

� サーバ固有のタスクを実行する。 たとえば、 サーバが Application Integration 
機能をサポート し、 Application Integration デプロイ メ ン ト  ディ レク ト リ
（DOMAIN_HOME/wlai） がない場合、 このコマンドは、 このディ レク ト リ を作

成する。 WebLogic Integration サンプル サーバ用の startWebLogic コマン
ドが実行される と き、 WebLogic Integration サンプル データ  ディ レク ト リ
（$SAMPLES_HOME/integration/config/samples/data） がない場合は、 こ

のコマンドは このディ レク ト リ を作成する。

� ド メ イン内の WebLogic Server を起動し、 config.xml ファ イルの指定に
従って、 WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ンと リ ソースをデプロイする  
java コマンドを実行する。

オプシ ョ ン なし

UNIX フ ァイ
ル

DOMAIN_HOME/startWeblogic
DOMAIN_HOME/SetDomainTypeData
DOMAIN_HOME/dbinfo/setdbdata
$SAMPLES_HOME/integration/samples/bin/SetSampleData
$WLI_HOME/setenv.sh

Windows
ファ イル

DOMAIN_HOME\startWeblogic.cmd
DOMAIN_HOME\SetDomainTypeData.cmd
DOMAIN_HOME\dbInfo\setdbdata.cmd
%SAMPLES_HOME%\integration\samples\bin\SetSampleData.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd
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コマン ドの説明
環境 startWeblogic コマンドは、 次の環境変数を参照します。

CLCP
DB_JVMARGS
DB_PORT
DB_TYPE
JAVA_HOME
SVRCP
WL_HOME
WLI_DOMAIN_HOME
WLI_HOME
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B WebLogic Integration コマン ド
stopWeblogic

名前 stopWeblogic － WebLogic Server をシャ ッ ト ダウンします。

構文 stopWeblogic

説明 stopWeblogic コマンドは、 setenv コマンドを実行して、 ド メ インで実行中の 
WebLogic Server にシャ ッ ト ダウン要求を発行します。

オプシ ョ ン なし

UNIX フ ァイ
ル

DOMAIN_HOME/stopWeblogic
$WLI_HOME/setenv.sh

Windows
ファ イル

DOMAIN_HOME\stopWeblogic.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd

環境 stopWeblogic コマンドは、 次の環境変数を参照します。

BEA_HOME
DB_JVMARGS
JAVA_HOME
WL_HOME
WLI_HOME
WLISERVERCP
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コマン ドの説明
studio

名前 studio － WebLogic Integration Studio を起動します。

構文 studio

説明 studio コマンドは、 WebLogic Integration Studio ク ラ イアン ト を起動します。

オプシ ョ ン なし

UNIX ファ イ
ル

$WLI_HOME/bin/studio
$WLI_HOME/setenv.sh

Windows
フ ァイル

%WLI_HOME%\bin\studio.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd

環境 studio コマンドは、 CP=$WLI_HOME/lib/wlpi-studio.jar:$WLICP (UNIX) ま
たは CP=%WLI_HOME%\lib\wlpi-studio.jar:%WLICP% (Windows) を設定し、 次
の環境変数を参照します。

CP
JAVA_HOME
WLI_HOME
WLICP

WLI_HOME が設定されていない場合、 このコマンドによって、 setenv コマンドが
実行されます。
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B WebLogic Integration コマン ド
switchdb

名前 switchdb －現在のド メ イン用にコンフ ィグレーシ ョ ンされたデータベースを更
新します。

構文 switchdb mssql|oracle|pointbase|sybase

説明 switchdb コマンドは、 次の処理を行う こ とによ り、 現在のド メ インのデータ

ベース  コンフ ィグレーシ ョ ンを更新します。

� checkdomain を実行して現在のド メ インを確認する。

� ド メ インの dbInfo/setdbtype コマンドを作成または再作成する。

� 指定したデータベース  タイプの setDBVars コマンドの現在の設定に基づい
て、 config.xml ファ イルの JDBC 設定を更新する。

switchdb コマンドは、 setDBVars ファ イルの更新は行いません。 setDBVars 
ファ イルのデータベース  コンフ ィ グレーシ ョ ンの変更が必要な場合、 WebLogic 
Integration データベース  ウ ィザード （wliconfig コマンド） を使用して、 コン
フ ィ グレーシ ョ ンを更新して ください。

オプシ ョ ン なし

UNIX フ ァイ
ル

$WLI_HOME/bin/switchdb
$WLI_HOME/bin/checkdomain
$WLI_HOME/setenv.sh
$WLI_DOMAIN/dbInfo/setdbtype
$WLI_DOMAIN/dbInfo/$DB_TYPE/setDBVars
$WLI_DOMAIN/scripts/SwitchDB.xml
$WLI_HOME/lib/scripts/SwitchDB.xml

Windows
ファ イル

%WLI_HOME%\bin\switchdb.cmd
%WLI_HOME%\bin\checkdomain.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd
%WLI_DOMAIN%\dbInfo\setdbtype.cmd
%WLI_DOMAIN%\dbInfo\%DB_TYPE%\setDBVars.cmd
%WLI_DOMAIN%\scripts\SwitchDB.xml
%WLI_HOME%\lib\scripts\SwitchDB.xml

環境 switchdb コマンドは、 DBINFO および DB_TYPE 環境変数を設定し、 WLI_DOMAIN 
および JAVA_HOME 環境変数を参照します。

WLI_HOME が設定されていない場合、 このコマンドによって、 setenv コマンドが
実行されます。
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コマン ドの説明
worklist

名前 worklist － WebLogic Integration Worklist を起動します。

構文 worklist

説明 worklist コマンドは、 WebLogic Integration Worklist ク ラ イアン ト を起動しま
す。

オプシ ョ ン なし

UNIX ファ イ
ル

$WLI_HOME/bin/worklist
$WLI_HOME/setenv.sh

Windows
フ ァイル

%WLI_HOME%\bin\worklist.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd

環境 worklist コマンドは、 CP=$WLI_HOME/lib/wlpi-worklist.jar:$WLICP 
(UNIX) または CP=%WLI_HOME%\lib\wlpi-worklist.jar:%WLICP% (Windows) 
を設定し、 次の環境変数を参照します。

CP
JAVA_HOME
WLI_HOME
WLICP

WLI_HOME が設定されていない場合、 このコマンドによって、 setenv コマンドが
実行されます。
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B WebLogic Integration コマン ド
wliconfig

名前 wliconfig － WebLogic Integration データベース ウ ィザードを起動します。

構文 wliconfig

説明 このコマンドは、 WebLogic Integration データベース ウ ィザードを起動します。
詳細については、 3-6 ページの 「データベース  ウ ィザードの使用法」 を参照して
ください。

オプシ ョ ン 現在サポート されているオプシ ョ ンはあ り ません。 このウ ィザードは、 必要な情

報の入力を求めます。

UNIX フ ァイ
ル

DOMAIN_HOME/wliconfig
$WLI_HOME/setenv.sh

Windows
ファ イル

DOMAIN_HOME\wliconfig.cmd
%WLI_HOME%\setEnv.cmd

環境 wliconfig コマンドは、 次の環境変数を参照します。

$JAVA_HOME
$WLI_HOME

WLI_HOME が設定されていない場合、 このコマンドによって、 setenv コマンドが
実行されます。
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